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			必勝ダンジョン運営方法②

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第30掘　無駄を無駄とするな

			第31掘　国を支えた聖女はただの人

			そしてお子様は成長する

			第32掘　根本的なこと　色んな意味で

			第33掘　会議前半

			第34掘　会議後半

			第35掘　メロンの気持ち

			第36掘　メロン＆うさぎVSモモ

			第37掘　個室の重要性

			第38掘　狼娘も活躍する

			第39掘　職業聖女とただの聖女

			第40掘　自分勝手

			第41掘　白熱

			第42掘　狐と答え

			第43掘　忙しいのに!?

			第44掘　ドッペルゲンガー

			落とし穴１掘　寿司くぃね!!

			落とし穴２掘　温泉の醍醐味

			第45掘　人身事故？

			第46掘　妖精族の事情

			第47掘　四天王とダンゴムシ改

			第48掘　冒険を中断します

			第49掘　訓練相談

			第50掘　より良き生活のために

			第51掘　冒険者の新人？

			第52掘　お仕事割り振り問題

			第53掘　暴虐の魔王とスライム

			第54掘　魔王と子供たち

			番外編　レベル上げは基本

		

	
		
			第30掘：無駄を無駄とするな

			　

			　ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　ダンジョン内で私たちが寛くつろいでいると、偵てい察さつに出ていたスライムから侵入者の報告がありました。女性が騎士たちに追われているというので、どんな人たちだろうと監視画面を覗きますと……。

			　なんと、追われているのはリテアの聖女ルルア様ではありませんか！

			　命からがらダンジョン内に逃げ込もうとする、画面の向こうのルルア様。入口付近に変な看板があって、それに気を取られたルルア様は、追手の矢を受けてしまいます。

			　ユキさんが、くだらない看板を作ったばっかりに……。

			「ルルア様!?　……ユキさん、なぜ、あんなお遊びをしたのですか!!　貴方あなたのせいでルルア様が怪け我がを!!」

			　私はユキさんに非難の声を上げます。

			　そう言えばユキさんは、以前、ロシュールの近衛隊が来た時にも、【ここから先６名様でご入場ください】などと書いた看板を立てて、お遊びをしておりました。

			「……はぁ」

			　ユキさんが私の反応を見て、溜息をつきます。

			「な、なんでそんな平然としていられるんですか!?　早くルルア様の救出を!!」

			　私はそう訴えます。

			「……エルジュ様、貴女あなたは本当に何も考えてないのね。ユキが無駄なことをするわけないじゃない」

			　横から、可愛かわいらしい声が聞こえてきます。そちらに目を向けると、アスリンやフィーリアのお姉さん代わりをしているラビリスが、あきれた様子で私を見つめていました。

			「なるほど、エルジュ様は真っ直ぐなお方なんですね～。政争に巻き込まれて、いいように使われたのも納得です。で、そこの私と同族の従者様はどう思いますか？」

			　ラッツに話を振られたオリエルは、私の顔をチラッと確認すると前へ進み出て、ユキに対して言います。

			「わざとルルア様を足止めして、負傷させましたね？」

			「なっ!?」

			　オリエルの言葉に、さらにユキさんへの怒りが増します。

			　なぜ、そのようなことをするのかと。

			「いや、別にそうなっただけだしな。ま、ここで変に遠回りしてもエルジュが納得しそうにないから手短に説明しよう」

			　ユキさんがこちらを見つめてきます。

			　一瞬、すさまじい圧力を感じましたが、怯ひるまず見つめ返しました。

			　私は、何も間違ったことを言ってないのですから。

			「エルジュ、今、君が怒っている状況こそが、あの看板の狙いだ」

			「どういうことですか!!　身内を怒らせて、何をっ!!」

			「誰も、仲間を陥おとしいれることが目標などと言ったつもりはない。あの看板の狙いは、見た相手の動きを鈍らせることにある。見ろ、エルジュは正確な判断を鈍らせている。俺に怒ることや理由を問うことより、ルルアを助けに向かう方がこの場では正しいんじゃないか？」

			「っつ!?」

			　私はユキさんの言った言葉に反論できませんでした。

			　そう、ユキさんの罪ざい科かを問うことより、ルルア様の救出に行くべきなのです。

			　ここで言い合いをしているわけにはいきません。

			　その場で会話を打ち切って部屋から飛び出そうとしましたが、オリエルに取り押さえられました。

			「落ち着いてください。ユキの邪魔になります!!」

			　オリエルが、珍しく厳しい声を上げて止めようとします。私たちのやり取りを見かねたのか、ラッツが声をあげました。

			「……お兄さん。エルジュ様は真っ直ぐすぎますね。もう、全部話しては？」

			「いや、勝手に飛び出そうとしたくらいだしな。説明を聞く余裕があるのやら……」

			　ユキさんは、そうやって肩を竦すくめます。

			　その間も、私たちが見つめる画面の向こうには、ルルア様が背中から血を流しながら、重々しい足取りでダンジョン内へと歩いてくる姿が見えています。

			「のんびり話している暇なんてありません!!　ほら、もう追手がダンジョン前に!!」

			　そう、まだルルア様はそこまで奥に入っておりません。

			　ダンジョン入口には、痛々しい血の跡が残っております。

			『なんだこの看板は？』

			『セラリア第二王女の程度がしれるというものだな!!』

			『ルルアは奥に逃げ込んだが、血の跡が付いている。これは簡単に追いつけるな』

			『どうする？　ダンジョンの外に何人残すのだ？』

			『セラリアの宣言だと、ダンジョン内のモンスターやトラップは停止している。しかし、中の地図はいまだ公開されておらん』

			『ふむ、ルルアが止血をして迷路に逃げ込むと厄やつ介かいだな』

			　追手たちが、そんな会話を続けている。

			「は、早くルルア様を助けに!!」

			「……バカね。相手の行動がこれで完全に読めるのよ。しかも、ルルア様が負傷したおかげで……」

			　ラビリスが、そう言って画面に目を向けました。

			『ならば、下手に遠くに行かれないうちに、さっさと殺してしまうのがいいな。外は２人で警戒。お前と、お前だ。残りは全速力でルルアを亡き者にせよ!!』

			『はっ!!』

			　追手たちは隊長らしき人を先頭に、すぐにダンジョンへと侵入していきます。

			「エルジュ様、見ての通りですね～。お兄さんはわざとルルア様が負傷するよう促うながして、戦力のほとんどをダンジョンに引き込むことに成功しました。あの追手の看板に対する反応を見る限り、深く考えていないようですね。

			　商売の手段のひとつでもありますが、相手の性格や判断能力を見るのに、わざと相手をバカにした言動や行動を取るのです。今回は、あの看板が相手を挑発することに一役買いましたね。まあ、ダンジョンであんなバカらしい看板を出す人なんて、お兄さんぐらいでしょう」

			　兎人族の女性ラッツがそんな説明をすると、今度は話をついでラビリスが言います。

			「……ユキのことだから、ダンジョン内へ突入する人数が少なくても、どうにでもしたんじゃないからしら？」

			「さあ、どうだろうな。正直、それは手順が増えて面倒だがな。と、言うわけだ。エルジュ、お前がお遊びと言ったことで、これだけの情報を引き出せるんだ。無駄だと切り捨てるのは、己の判断だがな。無駄を無駄にしない方法を考える方が得だぞ」

			　しかし、そんなことは相手を捕らえればいいだけです。ルルア様を負傷させる理由には……。

			「……悪いな。リテアから追われてるルルアを助けるために、今後このダンジョンが不利になるような手段は取らない。正直、ルルアがここで死んでも別に構わない。もし、ルルアが死ねばリテアとしては万々歳で、追手たちもここからいなくなるだろう。が、その後ルルアがここで死んだということを、交渉に持ち出してくる可能性もあるからな。一応、助ける方向にしただけだ。別に、俺はどっちでもいい」

			　私の言いたいことを察したのか、無情ともいえる言葉を吐き捨てます。

			　ルルア様がどうなっても別に構わない……ですって!?

			「あなたはっ……!!」

			「黙りなさい!!　この駄目聖女!!　先ほどから、文句ばかり!!　ユキさんが……私たちを大事にしてくれている人がっ!!　わざと見捨てる心境も考えずに、好き勝手にぺらぺらと!!」

			　部屋に響くほどの怒鳴り声を……ミリーさんが上げていました。

			「……正直、聞くに堪えませんね～。エルジュ様、貴女あなたは何様のつもりですか？　ああ、聖女様でしたね？　でも、これ以上喚わめくなら、私がそのピーピー五月蠅うるさい口を塞ふさぎますよ？」

			「…その通りね。ユキは、最初からルルア様を見殺しにするつもりはないわ。追手が矢を放った時、変に勢いが落ちてた。ユキが何かしたとしか思えない」

			　ラッツとラビリスの２人が、侮ぶ蔑べつの混じった目で私を見つめてきます。

			　オリエルが庇かばうように前に出てきて……。

			「３人の怒りももっともだ。だが、ルルア様はエルジュ様にとってセラリア様やアーリア様と同様に姉の様な存在。ここは私に免じてくれないか」

			　深々と頭を下げました。

			「……はぁ～。そっちの事情も分かりますがね。もうちょっと考えて喋しやべってください。正直、私たちにとっては貴女あなたたちやルルア様より、お兄さんが大事です」

			「……ユキに、変な八つ当たりをしないで欲しいわ」

			「……ルルア様が追われているのも、元を正せば聖女様のせいですよね」

			　ラッツ、ラビリスに続いて言われたミリーさんの最後の言葉で、私は頭を横殴りにされた様な感覚になりました。

			　……そうです。ルルア様が聖女の座を追われたのも、もともと、私が聖女なんて名乗ったから。聖女なんて名乗らなくても、治療行為なんてできたのに……そう思うと、胃から何かがこみ上げてきました。

			「……うぇっ」

			　口から出た液体が、びちゃびちゃと草の床を汚していきます。

			「さて、ルルアが到着した。ゴブリンに補助されないと歩けないようだし、自分で回復魔術をかける余裕はないようだな。どうするエルジュ？　そのまま何もせず、俺に任せるか？　それとも自分でルルアを治すか？」

			　私が顔を上げると、血の気の失せた顔のルルア様がこちらを見つめていました。

			「……エルジュ様。……貴女あなたのせいではありません。……リテアを、御し……きれなかった私が受ける、べき……当然の、ぐうっ」

			「ルルア様!!」

			「……っ!?　エルジュ様……貴女がなそうとした……ことは決して……間違い……では……」

			　ルルア様の顔が歪ゆがみ、言葉がそこで途切れました。

			「５秒数える間に治療しないのなら、そこをどけ。遺言なんぞ聞いてないで、さっさとやれ」

			「っつ!!　ユキさんに言われるまでも……ありません!!　リリーシュ様、私に癒しの力を!!　エクストラヒール!!」

			　すぐさまルルア様の背中に刺さった矢を引き抜いて、私が使える最高の回復魔術をかけます。

			　ルルア様の顔に血の気が戻ってきました。

			「……エルジュ様。ありがとうございます。また腕を上げられましたね。私は貴女を誇りに思います。ですから、そのお顔を曇らせないでくださいませ。貴女のしたことは、決して間違いではありませんから。エルジュ様は確かに今、私の命を救ってくれたのです」

			　ルルア様の言葉に救われたような気がして、目から涙があふれてきました。

			　純粋な感謝の言葉に、私は嬉しくてたまりませんでした。

			「さて、感動の場面で悪いが、追手の件はどうする？」

			「どうなったのですか!?　まだ追ってきているのですか!?」

			　ルルア様がハッと現実に返り、ユキさんの顔を見ます。

			「侵入してきた８名は落とし穴にさようなら。ダンジョン入口で待機していた２名は、スライム02と03が陽動後、04、05がモーブたちの時と同様の手て筈はずで奇襲。呼吸器を塞ぎ、そのまま捕ほ獲かくに成功。現在の残存敵勢力は０。警戒態勢に移行し、スライムたちは捕獲した兵士を運搬中」

			「……ユキ、私が考えたトラップは？」

			「そこまでたどり着けなかった。残念だが、また今度だ」

			「……残念だわ」

			　ユキさんがラビリスの頭を撫なでて慰なぐさめます。

			　結局、こっちにとって一番都合のいい結果となりました。

			「あー、あれか。つらいよな」

			「だな、普通はスライムは連携なんてしないからな。頭部に襲い掛かるのも少数だ……」

			「俺たちも、油断したところでいきなり頭に取り付かれましたからね……」

			　モーブさんたちが、ダンジョンに侵入した当時を思い出しながらつぶやきます。

			　確かに、彼等も今回と同じようにあっさり無力化されたのでした。

			「８人は亡くなりましたか……」

			「……何か言いたいなら聞くぞ？」

			「……いえ、助けていただき、ありがとうございました。２名の尋問の際は、できれば私も同席させていただけるようお願いいたします」

			　ルルア様がそう言って、ユキさんに頭を下げました。

			　……私が見習うべきなのは、ルルア様のような姿勢なのでしょうか……。

			　結局、私はまだ子供なのでしょう……悔しいです。

		

	
		
			第31掘：国を支えた聖女はただの人　そしてお子様は成長する

			　

			　ｓｉｄｅ：ルルア

			　私は、エルジュ様のおかげで一命を救われました。

			　いえ、本当に助けてくれたのは、ここのダンジョンマスターですが。

			　そして現在。私は不思議な草の床が敷き詰められた部屋にいます。周りでは、ダンジョンに住んでいる面々がざぶとん（？）というものの上に座って会議をしています。

			「さて、ルルアを助けたまではいい。これからのルルアの処しよ遇ぐうだが……みんなの意見を聞こうか？」

			　この場の王とも言うべきダンジョンマスター……ユキと言いましたか。

			　彼は噂うわさに聞いた災害ともいうべき存在。魔王や真竜よりも恐ろしい伝説を持っています。

			『コール』とかいう指定保護のスキルで２度程会談をしたことはありましたが、直に顔を合わせるのはこれが初めてでした。

			　見た目は、本当に普通の青年です。

			　ですが、彼は戦争に突入しようとしたロシュールとガルツ、リテアを救った人物でもあります。

			　かの争乱の落としどころを作り、多くの人命を救う案をポンと出した傑けつ物ぶつ。

			　だから、私は彼が言ったことが不思議でたまりませんでした。

			　なぜ、他人に意見を求めるのかと？

			「お兄さん？　……えーっと、お兄さんはどうしたいのですか？」

			　今発言したのは、おそらく彼が買い求めた奴ど隷れいでしょう。

			　兎人族の彼女は、彼の言ったことに疑問を覚えたのか、問いを返します。

			　というより、なぜ奴隷にこんな発言をさせているのか？

			「あー、俺の発言は一番最後だ。些いささか早い気がするけどな。ある意味、丁度いい。ここから、俺は運営に関する発言は一番最後にする。ここは、君たちに運営して欲しいと言っただろう？」

			「はい、手伝って欲しいと……」

			「俺が一番最初に意見を言ってしまえば、君たちは俺に対して反対しにくいだろう？　俺は君たちに手伝って欲しい。それは俺の言った意見に沿って手伝うことじゃなくて、君たちが感じた意見が欲しいんだ」

			「しかし、それはお兄さんの望んだことにはならないのでは？」

			「ああ～、勘違いしてそうだな。ラッツ……いや、みんなに言いたい。俺に助けられて、衣食住を与えられて、正体を聞けばダンジョンマスターで……そういった今までの出来事から、俺がすることを全部正しいと思っていないか？」

			　その言葉に、先ほどの兎人族の彼女が代表して答えました。

			「……今までのことを振り返ってみても、お兄さんが間違っているとは思えません」

			「今まで上手くいっただけだ。だが、それがこれからも続くわけじゃない。勘違いするな。俺はただの人だ。間違ってしまうこともある。だから、君たちに手伝って欲しいんだ。頼む、みんなの力を俺に貸してくれ。意見を言うだけでも意味がある。間違ったときには、殴ってでも止めてくれ。最悪、殺してでも止めてくれ。この通り」

			　彼はそう言って、奴ど隷れいの前で深々と頭を下げます。

			　私は彼の発言に、驚きを隠せませんでした。

			　上に立つものとして不自然なほどに低姿勢。これでは威い厳げんが保てません。

			　国とは、王や象徴たる存在、それこそ私が演じていた聖女のような人間が威厳を保ってこそ、成り立つもの。

			　これほど威厳のない統治者などは、今まで見たことはありません。

			　しかも、ただの奴隷に頭を下げるなど。

			　これでは、奴隷が調子にのって好き勝手にやってしまいます。

			「お兄さん……」

			　ラッツと言われた女性も、私と同じ考えなのでしょう。

			　彼の発言に戸と惑まどっているようです。

			　他の皆も、どう反応してよいか分からないみたいです。

			「……ユキさんとお呼びさせていただきます。失礼ですが、ユキさんの考え方では、国は成り立ちません。ダンジョンマスターたる貴方あなたが、道を示し導かねばならないのです。それが国の統治者として……」

			　私は、ユキさんの思い違いを正そうとしましたが……。

			「ルルア、王など国にはいらない。いるのは代表だ。その国で生きる人たちを守り、育み、意見に耳を傾ける代表だ。たまたま今までは、王が代表という形になっていただけだ」

			「そんなことはありません!!　王こそ、象徴こそ!!　国には必要なのです!!」

			「その象徴たる聖女を、民の反発から降ろされた君が言うのか？」

			「っつ!!　それは、周りが根回しを……」

			「君が意見を聞かなかった……把は握あくを怠おこたった結果だろう？」

			「……」

			「結果、あっさりその象徴たる聖女をすげ替えた。なあ、気が付いてるだろ？　必要なのは聖女なんて言うお飾りじゃないってことを」

			　……彼の言う通りです。王や聖女は発言力があるだけです。

			　家臣全員にそっぽを向かれては、それを王とは、象徴とは言いません。

			「……王権とは、象徴とは……神聖なもので、法はそれに連なる血筋……貴族が携たずさわるべきなのです」

			　私は、なんとか彼に思いつく限りの主張をします。

			　そう、法にはそれに携たずさわるべき人間がいるのです。

			　最初から、生まれた時から決まっているのです。

			　私のように敬けい謙けんに神を敬い、修行を積まない限り、その座には決して届かないのです。

			「はっ、笑わせるな。なあ、ルルア、それにエルジュ、君たちの国はいったい何年前、どうやってできた？」

			「……？　リテア聖国は、４００年ほど前、当時疲ひ弊へいしていたレウス国の民に初代聖女様が救いを与え、レウス国王を倒して建国されたと聞いています」

			「我がロシュールは、３００年ほど前、１人の旅の剣士が荒廃したヒルニ国にたどり着き、人々を救うため、ヒルニの暴君を倒し建国されたものです」

			　なぜ、彼はそんなことを聞いたのだろう？

			「言ったな。自分たちの祖はただの人だと。自分たちは、貴族などの王たる血筋ではないと。別の場所からたどり着いた、よそ者だと」

			　彼が今まで言ったことが、頭の中にすべて入って来たようでした。

			「君たちの国を作った人たちは、人々を救った。導いた。どうやって？　聞いていたからだ。見ていたからだ。知っていたからだ。だから、救えたし導けた」

			　そう、私たちの国の祖は、ただの人でした。

			　だから、その国の……いえ、人々が求めているものが分かった。

			「だから、俺は彼女たちに頭を下げよう。彼女たちこそが奴ど隷れい、一般人、種族、その他諸々の現実を知っている。見ている。聞いている。俺は彼女たちこそ、ここで作るダンジョン村や街の象徴に……代表にふさわしいと思う。こんな俺よりよっぽど適役だ。自分が絶対などと、正しいなどと言い張るのは、傲ごう慢まんだ。俺には、確かに君たちが驚くほどの知識や能力があるかもしれない。だが、それだけだ」

			　彼は、こう言いたいのだ。

			　特別な存在なんかを作るから、人々の意見が聞こえなくなる。

			　ならば、特別な存在なんて作らなければいい。

			　自分なんて、ダンジョンマスターなんて特別な存在はいらないと。

			　ただの人こそが、国の代表になるべきだと。

			「あ、あ……ユキさんは、何を求めているのですか？　その考えは、すべての人々が学を持たねば意味がありません。途方もない夢物語です。そんな甘さでは国など作れません」

			　ただの人が国の代表になるというのは、皆が法を作るための知識を持つということ。

			　そんな学を、国で生きるすべての民に与えるなど不可能だ……。

			　現実は、貴族など限定した人にしか学はない。

			　だから、彼の言ってることは夢。甘い、甘い、夢物語。

			　ですが、彼は私の言葉にあっさり反論しました。

			「甘さね。そんなことを言い訳にするとは、たかが知れているな。甘さのない国に誰が近寄る？　夢も希望もない国に、誰が集まる？　自分ができないからといって、そんな言い訳するな」

			　私が絶句していると、彼はさらに笑顔で続けます。

			「ルルアの言う甘さでできた国は、ただの人が法に意見を言えて、多くの人々が関われる。いろいろなトラブルもあるだろう。だが、俺はきっとその国は楽しいと思う。今よりも、いい国になる。と、言うわけだ。だからラッツ、君たちの意見を言ってくれ。それとも俺が絶対たる王になる方がいいか？」

			　彼はそう言い切ると、ラッツさんに向き直ります。

			「……お兄さん、ご高説ですが……なるほど、私たちがこれから忙しくなるというのは……」

			「おう、これからは、ほぼ完全にダンジョン村、街の運営を任せる」

			「ぎゃー!?　すさまじいことを、さらっといいましたね!?　素人しろうとですよ、私たち!?」

			「まあ、そこら辺は分かってるから。会議の最後に、俺が意見を言ったり修正案や足りない部分を言ったりするわけよ。頑張れよ、兎人族代表取締役」

			「なんですか、そのふざけた役職は!?　意味は分かりますが、分かりたくないです!!」

			　その他の種族の女性たちも、目を白黒させています。

			　……なるほど、そういう意味もあって同じ種族がいないのですね。

			　……これは、私などとは格が違う。

			　私こそが民を導かねばと、今まで思っておりました。

			　そのために懸命に神を崇あがめ、法を学び、魔術を修めました。

			　ああ、そうでした。私はただの人が努力した結果です。

			　特別などではありませんでした。特別に成っただけです。

			　なぜ、それを私以外には不可能と断じたのでしょうか。

			　……傲ごう慢まんですね。私が聖女の座を追われたのは当然でした。

			「ユキさん。いえ、ユキ様。助けていただいた身で厚かましい限りではありますが、私の処しよ遇ぐうについて意見を申してよろしいでしょうか？」

			「へ？　様？　まあ、ラッツたちはこの通りだし、言ってくれれば話が進むんじゃないか？」

			「では、私をこのダンジョンで匿かくまっていただきたいのですが……」

			　そう言った途端、混乱していた女性たちが一瞬で静かになって私を見つめてきます。

			「何をふざけたことを言ってますか。今、ルルア様を抱え込むメリットは、これっぽっちもありません。お兄さんが私たちの意見を求めるといったのです。ハッキリ言わせてもらいます。邪魔ですから、ここから出て行って外で死んでくださいな」

			　ラッツさんがそう言うと、周りの女性たちも同意したように首を縦に振っています。

			「な、なんてことを!!　ルルア様、出ていかなくて結構です!!　ユキさん、そんなことはしないでください!!」

			　エルジュ様が、私を庇かばうように前に出ます。

			「エルジュ様、この場で感情に沿った意見は意味を成しません。気持ちは嬉しいですが、後ろに下がってていただけますか？　そして、よく見て、聞いてくださいませ。これが、私やセラリア様、アーリア様、ロシュール王が見せたくなかった世界です」

			　私は覚悟を決めてそう言うと、エルジュ様を後ろに下げます。

			「ラッツたちは全員、君の保護には反対だそうだ。俺の一声を期待するな。自分でラッツたちを説得して見せろ」

			　ユキ様はお茶を啜すすりながらのんびりしています。

			　まったく、本当に格が違いますね。

			「そのつもりです」

			　ユキ様にそう返します。私だって、伊だ達てに国の代表をやっていたわけではありません。

			「へえ、いいですよ。言ってみてください。ただし、聖女とかリテアの高官でしたーなんてのは、全然利点になりませんよ？　今のルルア様は暗殺されかけたのです。しかも、護衛のうち10人も暗殺に協力してたんです。これはリテア聖国に戻っても、もう復権は望めませんよ？　私でしたら、戻ってきても偽物として処理しますね。万が一戻れても周りは敵だらけ。いつ暗殺されるか分からない状況になるでしょうね」

			　ラッツさんはそれなりに学があり、頭も回るようです。

			　ユキ様が皆の代表として頭を下げただけはあるのでしょう。

			　しかし、甘いです。

			「確かに、ラッツさんの言う通り私はただの人です。私を知る人にとっては邪魔でしょう。そして、ダンジョンで抱え込む利点がないように思えます。しかし、私が外で死ねば、あるいは万が一生きてリテアに戻れば、このダンジョンの情報が国に伝わります。それで匿かくまってくれなかったダンジョンに復ふく讐しゆうを果たしましょう」

			「なっ!?」

			「ルルア様!?」

			「私を匿かくまってくれるのであれば、ユキ様の指定保護を受けることを誓います。行動制限も、このダンジョンに関することも口にしないと制限していただいて結構です。そして、私が知りうる限りのリテア聖国の内情、軍情報、政策などについて答えることを誓います。お恥ずかしながら、私はリテアのトップに収まっておりました。ラッツさんたちが、これから行うであろう運営の力になれると思います」

			「い、いけません!!　そ、それは国に対する裏切り行為になります。ルルア様!?」

			　エルジュ様が私を止めにかかります。

			「エルジュ様。聞いての通り、私はもうリテア聖国での復権はここを裏切ることでしか成り立ちません。それも、復権できるのはごくわずかの可能性しかありません。ならば、どれほど無様であろうと生きる方法を取らせていただきます」

			「ふむふむ。さあ、ラッツたちはどう思う？　彼女は自分はまだ役に立つと言っている」

			　私の先ほどの害となる発言についても、そよ風ほども感じていないようです。

			　かといって、私へのフォローをしようともしません。

			　ユキ様、本当にラッツさんたちの発言に従う気ですね。

			　ラッツさんたちがここで私を殺すといえば、必ず実行するでしょう……。

			「……ここで殺して、どっかの街に放り込んでもいいんですよ？」

			「誰がそこまで運ぶのですか？　それまで誰にも見られないとでも？　ダンジョンに難なん癖くせをつけられる原因になりますよ？　それが嫌だがら、私を助けたのでしょう？　そもそも、どこかに隠して運んで、ラッツさんたちのせいだとばれないにしても、そこの街はどうなるでしょうか？　リテアとしては、その街を糾きゆう弾だんするいい理由になるでしょうね」

			　私の言葉に、ラッツさんが真正面から反論します。

			「なら、ここで殺して肥やしにしてあげますよ？　ルルア様ならいいＤＰダンジヨンポイントになるでしょうから」

			「……!?」

			　しまった。ここで私を殺してしまえば何も問題はないのだ。

			　何か、何か私が生きる術すべは……。

			「ダメです!!　絶対、ルルア様は殺させません!!」

			　エルジュ様が、大声を上げてラッツさんたちを威い嚇かくします。

			「そこの駄目聖女様は、黙っててくださいな。今この場で、貴女あなたに発言権などありませんよ？　分かっていますか？」

			「あ、あります!!　ルルア様を助けてくださるのなら、私からお父様やお姉さまに頼んで、さらにここの強固な援助をお約束いたします!!」

			「ほう？　お兄さん、ロシュール国との詳しい援助の話はまとまっていますか？」

			「いや、知っての通り出不精なんでな。詳しい話は、セラリアがこっちに戻ってきてからだな」

			「ふむ……駄目聖女様、いえエルジュ様。その約束、違たがえればどうしますか？」

			　ラッツさんが、そう言いながらエルジュ様を睨にらみつけます。

			　エルジュ様の足が震えています。仕方のないことです。このような交渉事など、今までしたこともないでしょうから。

			「そ、その時は……わ、私の手でルルア様の首を、は、刎はねましょう!!」

			　その言葉が、私には理解できませんでした。

			　あの優しいエルジュ様が自分の首ではなく、私の首を賭かけたのです。

			「……自分の首を賭けるなどと言えば、一いつ蹴しゆうするつもりでしたが……なるほど、腐っても王族なのですね。ふむ、ロシュールからの援助増大にリテアの情報、万が一援助が増えなくてもルルア様を斬れば問題ない。……助ける理由としては妥協点でしょうか。少々お待ちください。みんなと話をしてみます。お兄さんの望んだように」

			　そう結論づけたラッツさんが周りの皆さんと話をしだすと、エルジュ様は震える体を床に沈めました。

			「あ、あ、も、申し訳ございません。あのままではルルア様が……」

			「いえ、エルジュ様。おかげで、また命を救われたようです。私だけでは、彼女たちを説得できませんでした。これで私が死ぬことになっても、エルジュ様を恨みはいたしません」

			　震えるエルジュ様の手を握ってお礼を言います。

			　彼女が、少しですが成長してくれました。これで私が死んでも、確かな意味があります。

			　ラッツさんたちの会議が終わったようです。

			　ラッツさんがこちらに進み出てきて、結果を伝えます。

			「分かりました。ルルア様をこちらで匿かくまうことにいたします。しかし、少しながら、こちらからも条件を付けさせていただきます」

			　どうやら、私はなんとか生き延びたようです……。

		

	
		
			第32掘：根本的なこと　色んな意味で

			　

			　ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　今、私はルルア様と共に、ユキさんの寝室に来ております。

			　理由は、昼過ぎにルルア様の処しよ遇ぐうを話し合った結果。

			　ラッツさんが、私たちを受け入れる代わりにトンデモないことを要求したのです。

			「ルルア様を匿かくまうために、こちらが付ける条件は一つです。今後、お兄さん、ユキさんの性処理をずっとしていただきたい。ついでに孕はらんでくださいな」

			「なっ!?」

			　私は絶句しました。仮にも聖女であった女性に対して、何という酷ひどいことを。

			「おや？　これでもかなり譲じよう歩ほしたのですよ？　正直、この場でゴブリンとまぐわって欲しいのですが、それでルルア様が壊れてしまっては、情報が得られませんからね。エルジュ様の言う、助けるという意味とも違ってくるでしょう？」

			「当たり前です!!　しかし、そんな条件飲めるはずが……!!」

			「エルジュ様、落ち着いてください。彼女たちは、私の決意を見たいのです。エルジュ様が私の命を賭かけて信じさせたように、私が何かをして彼女たちに私は信用できると、裏切らないと示さなければならないのです」

			「ルルア様は指定保護を受けると!!　情報を提供すると!!　それだけではダメなのですか!!　信用に値しないと!?」

			「それは、すべて私が保護下に入った時のことです。決意を示したわけではありません、私を匿かくまうことに利点があると言っただけです。指定保護は、奴ど隷れいのような強制権はないようです。つまり、私が嘘の情報も教えられるというわけです。だから、今、私が払える最大の物を支払わせることによって、彼女たちは信用しようとしているわけです」

			　そうです……私はこの場でルルア様を助けるため、ルルア様の首を刎はねると言って皆さんを信用させました。

			　これは私を信じるだけのこと。ルルア様を信じることにはなりません。

			「さすが、リテアの聖女と言われていただけはあるようですね？　で、受け入れてくれますか？　私たちとしてもルルア様を信じたいのは山々ですが、裏をかかれても問題です。ま、ルルア様が体を捧ささげたとしても、裏切らないとは言えないのですが。これが私たちの提示できる、受け入れるための条件ですね」

			　ラッツさんがそう言って、ルルア様に返答を求めます。

			　私は口を出すことができません。これ以上は、ルルア様の立場を悪くするだけの様な気がするのです。

			「喜んでユキ様の性処理を引き受けましょう。１か月以内に子供を孕はらまなければ、首を刎はねていただいて結構です」

			　ルルア様が迷いなく応じます。

			　……これが、ルルア様が言っていた見せたくなかった世界なのでしょうか。

			　人の尊厳など微み塵じんもない、このような世界が……。

			「ブッ!?　ちょい待てや、のんびり茶をしばいてたらトンデモない話になってない!?」

			　ユキさんが、ここで初めて積極的に話に参加してきました。

			　なぜか、今までで一番慌てているような感じすらします。

			「いえ～、特に大きな問題もなく。ルルア様を匿かくまう方向で固まりましたよ？」

			　ラッツさんが、少しトボけたような口調で応えます。

			「うっそ!!　嘘だ!!　ルルアを性処理に使うとか、トンデモないこと言ってましたよ!?」

			「トンデモじゃありませんよ？　どこからどう見ても、正当な対等な条件の下、ルルア様も同意してくださいました」

			「これからよろしくお願いしたします。初めてなので優しくお願いいたします」

			「やったー処◯だー!!　なんて言うと思ったか!?　俺が抱かずに１か月放置するかもしれないし、運悪く子種に当たらないこともあるだろう!?」

			　ユキさんがまくし立てます。

			　……いえ、１か月で孕はらむ……ですか。それは、その、毎日毎晩……するんですよね。

			「ほお？　お兄さんはルルア様を殺すために、わざと抱かないと？　１か月運悪く当たらないとも……ふむ、それは問題ですね。ラビリスちゃん、この問題はどうするべきでしょうか？」

			　ラッツさんがいやらしい笑いを浮かべながら、横にいる小さな女の子に声をかけます。

			「……簡単だわ。私たちが見てあげればいいのよ。ユキがちゃんと抱かないのなら、手伝ってあげればいいだけだわ。見本を見せたりすることも必要ね」

			「おお、それはいい手ですね。１か月で孕まなくても私たちが見ていたわけですから、ルルア様の責任ではない、と証明できるわけですね？」

			「……そういうこと。まあ、私たちの誰かが孕んだりするでしょうね？　ねぇ、ユキ？」

			「それが狙いかラッツ!?　ラビリスも入れ知恵しやがったな!?」

			「あっはっはっは。私たちがＯＫしてるのに、お兄さんがルルア様のおっぱいに夢中になるのがいけないんですよ？　というか、ふざけるな？」

			「……失礼よ、ユキ。おっぱいはちゃんとここにもある」

			　そんな感じで、ユキさんと彼女たちの言い合いが続いて……。

			「あ、ルルア様。条件上、一応言っておきます。今日からお兄さんの性処理をお願いします」

			「はい、分かりましたラッツさん。この胸で精一杯奉仕いたします」

			「……ルルア様、来なくていいわ。貴女あなたの覚悟は確認した。これ以上は不要よ」

			「いえ、約束はお守りします。今日よりユキ様と床を一緒にして、励はげませてもらいます」

			　一瞬、ルルア様とラッツさんたちのあいだに火花が散ったように見えたのは、気のせいでしょうか？

			　そして、今、私はルルア様と一緒にユキさんの寝室に来たわけですが……。

			「ほらほら、お兄さん。あんまり騒ぐとアスリンちゃんたちが起きてしまいますよ？」

			「……さっさとあきらめるといいわ」

			「いーやー、だ、誰かー、か、かみよー」

			　以上の会話が、私の耳を澄ましてようやく聞きとれた会話でした。

			　……どうなんでしょうか。男の人が服を剥むかれて嫌がっている図というのは？

			「どうも、お約束通りに参りました。ルルアです。お手伝いしましょうか？」

			「た、助かった!!　ルルア、助けてくれ。２人ともおかしいんだ!!」

			「おや～、本当に来られたんですか？」

			「……どういうつもり？」

			「私がいれば、大義名分でユキ様とできるんですよね？　お手伝いします。ラッツ、ラビリス」

			「え？　あ、あの……ルルア様？」

			　私が困惑していると、ラビリスちゃんがこちらへと歩いてきて、ルルア様と固い握手をしました。
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			「……私は貴女あなたを信じるわ。きっといい仲間になれる」

			「ええ、私もそう思います」

			「ぎゃ～、意味分かんねーっす。何、何が起こってるんですか!?」

			「いやー、お兄さん。女の熱い友情ですよ？　私もルルア様とは仲良くやっていけそうです」

			　ちょっと会話の声が大きくなってきました。

			　このままでは、愛らしいアスリンとフィーリアが起きてしまいます。

			「あ、あの。アスリンちゃんたちが起きてしまうので、もうちょっと……」

			　私が声をかけると、一同、動きを止めます。

			「よし、俺から話があったんだ。宴会場に移動しよう」

			「「「っち」」」

			　私以外の皆から舌打ちが聞こえたのは、気のせいでしょうか？

			　部屋から出ると、オリエルがいつものように控えてくれています。

			「おや、もうお済みに……というわけではなさそうですね」

			「ええ、ユキさんからお話があるらしいので、宴会場に移動ということになりました」

			「……なるほど。根性なしですか？　玉なしですか？」

			「はい、そこ!!　誤解を与えるようなことを言わない!!」

			　オリエルの言葉に、ユキさんが大声でツッコみます。

			　ユキさん、お昼の余裕がほとんどありませんよ？

			　そんな感じで、宴会場に着いてみんなでお茶を飲んで一息つきました。

			「さて」

			「ここでするのですか？　敷布団はどこでしょうか？」

			「ルルア、もう、ボケはいいから。言いたいことがあるんだろう？」

			　そうユキさんが言うと、ルルア様が一息ついて真剣な表情になります。

			「ボケてはいないんですがね。ちゃんと１か月以内に孕はらんで見せますよ？　ま、そこは置いておきましょう。お昼の続きです。ユキ様の言った方法……民主主義ですよね？」

			「へぇ、知ってるのか」

			　ルルア様の言葉で、ユキさんのゆるんでいた顔が隠れて真剣になります。

			「はい、２００年ほど前、我がリテア聖国に勇者様が訪れ、魔王を倒して領地を得たあと、民主主義の方法をとって民の暮らしを豊かにしようとしたという文献があります」

			「結果は？」

			「勇者様がご健在の時は、ある程度上手くいきました。しかし、勇者様が一線を退いた後にあっという間に反乱が起きて、その方法はダメだったと言われております」

			「ふーん、で、ルルアが言いたいことは？」

			「……はっきり申し上げます。その方法をとれば、ユキ様の目的であるダンジョンに村や街を創ることは不可能でございます。どうかお考えなおしを」

			　なるほど。ルルア様があんなにユキさんの言ったことに口を出したのには、ちゃんと理由があったのです。

			　絶対に失敗すると分かっていて、許容するわけにはいけません。

			　私はルルア様の意見が正しいと思います。

			　人々に無駄な争いの種を撒まくなど、言語道断。

			「だろうなー。普通なら絶対失敗するわ。その勇者は夢見過ぎたな。そして、ルルアの言っていることも分かる」

			「ではっ」

			「しかし、俺はこの方針で計画を進める」

			「なぜですか？　失敗すると分かっているのに」

			「う～ん、前提が違ってるって気が付かない？　よく考えるんだ。ここに来る予定の住人は、よそが嫌いだから集まってくるのを想定しているんだ。今まで住んでいた村や街でいきなり法律を変えます、というのとは違う」

			「あ」

			「ここに集まるのは、今までの体制を嫌った人々が大多数なんだ。君たちの良しとした政策であぶれた人たちが集まるんだ。あと、勘違いしてるが、これは民主主義じゃねーよ？　もちろん、その勇者が行ったのも民主主義じゃねーな」

			「どういうことですか？」

			「俺や、勇者という絶対者に従っているからだ。どこが民主主義だよ。俺や勇者がいなくなって維持できて初めて民主主義なんだよ。いうなれば、絶対君主制強制民主主義って所か？　長いな」

			　なるほど、ユキさんのお話は分かります。

			　今まで別の体制のあった場所に新たな体制を入れると問題になる。

			　でも、ここは最初から他とは違う体制だ。と、宣言しているわけですね。

			　合わなければ、人は離れていくでしょう。

			　しかし、私は疑問に思います。なぜ、わざわざ失敗する恐れの高いことを実行に移すのだと？　たまらずユキさんに尋ねました。

			「あの、ユキさん。ルルア様の言っての通り民主主義でしたか？　それが受け入れられると思っているのでしょうか？」

			「いや～、９割以上失敗じゃね？　今まで君主制が主だったなら下地もできてねーしな。正直、君たちの言った方法で作るのが一番安定してるんじゃね？」

			「え、なら、なんでそんな方法をとるのですか？」

			「ん、簡単。その勇者はいろいろと準備が足りなかった。いや、状況が悪かったな。しかし、このダンジョン内に限り、強制と名はつくだろうが民主主義は成功する。なにせ、俺は不老だしな。今後、迂う闊かつに表に出ることはない。そして、指定保護スキルがある。知っての通り、武力行使が無効化される。つまり、会話でしか訴える手段がない。代表となるここのみんなは指定保護を受けている。天寿を全うするまでは、この運営に関わるだろう」

			　ルルア様が言ったように、確かに民主主義が衰すい退たいした原因は、発案者たる勇者様が退いてからだ。

			　ならば、不老であるユキさんがいれば、半永久的に体制を維持できるのですね。

			「ああ、で、なぜ安定した手段を取らないのかってのに答えてなかったな。君たちは、無理だと言われたらあきらめるのか？　何事もチャレンジ精神というやつだ。

			　ラッツたちは初めてのことをする。だけどな、大なり小なり、みんな初めてのことに挑んでるんだ。成功した例がないなら無謀と言われるだろう。でもな、君たちの国を興した人たちだって、前代未聞や恐れ多いことをして国を打ち立てたんだ。できない、なんて言ってやらないのは、君たちの国の祖に対して失礼じゃないか？　それができれば、なんでも可能性があるって君たちは分かるだろう？」

			　ユキさんの言う通りだ。我が国祖たちは、民の繁栄を願って治政をしたのだ。

			　そこに、可能性があるのに目をつぶるのは間違い……。

			「ああ、エルジュたちは間違っても真似するなよ？　ここが誰も手を入れてないからできる手法だ。言っただろう。勇者は状況が悪かったって。君たちの国で民主主義なんぞ促うながせば、たちまち内乱、反乱のオンパレードだろうよ。今まであったものがなくなるのは恐怖だからな。君たちのやり方も間違っちゃいない。だけど、俺に押し付ける意見じゃなかったってこと。少しずついろいろ変えていくのは、構わんけどな。いきなりはやめとけ。それまで培ってきたモノというのがある。伝統とか最たる例だな。俺たちの作るこの場所を見て、いろいろ判断するといい。いい見本になるだろうよ」

			　ユキさんは、自分たちの実験結果を見ろと仰おつしやっています。

			　そして、私たちが今後、自分たちの国にいい所だけ採用しろと言っています。

			「それは、それでは貴方あなたたちが余りにも不ふ憫びんではないですか!?　私たちが怖がってきたものに手を出し、失敗すれば笑えと。成功すれば好きな所を真似しろと……なぜ」

			「はいはい、落ち着け。エルジュは今、不憫といったな？」

			「はい…」

			「俺たちは……いや、俺は自分を不憫なんて思っちゃいない。なあ、エルジュ、君は自分が理不尽に扱われている可哀想かわいそうな存在だと思っていないか？」

			「いえ、命も救われましたし。多少言い合いにはなりましたが、それはお互いの意見のぶつかりあいでは？　むしろ幸運だと思います」

			「だよな。だが、他人はそうやっていろいろな意見をぶつけてくる。君は幸せだ。君は不幸だ。なんてな。どう思う？」

			「……傲ごう慢まんですね。他人から見た側面なんて一部でしかありません。私は、理不尽に扱われて可哀想かわいそうなどと他人に思われたくはありません」

			「おう、俺もだ。誰かにやれ、凄い力を持っているのは幸せだとか、物語の主人公みたいだとか言われてもな。正直、俺は腹立たしいよ」

			「え？」

			「俺がここに来た経緯は知ってるだろう？」

			「……はい」

			「この状況は、幸せなんだろうがな。都合のいい状況なんだろうがな。それは、俺がここまで力を使って手に入れたものだ。だが、俺がここに来た経緯は決して幸せなんかじゃない」

			　ユキさんが静かに、とても悲しそうな声でそう言いました。

			　そうでした。私たちは、彼を超絶的な何かと勘違いしていました。

			　そして、それを押しつけていました。だから、不満をぶつけてしまいました。

			　ダンジョンマスターなのだから。

			　ダンジョンマスターの道理に合わないと。

			　逃げ道を作ることを非難しました。

			　変な搦からめ手を使うことを非難しました。

			　……貴方あなたなら、なんでもできるんだろうと。

			　だけど、それは当たり前のことです。彼だって怖いのです。

			　だって、ただの人なのだから。

			　ルルア様も、目の前で不満を言うユキさんを見て驚いています。

			　ラッツさんもラビリスちゃんも、とても驚いた顔をしています。

			「と、すまんすまん。ラッツ、ラビリス。お前たちが嫌いなんてことじゃないからな。許してくれ。まあ、あれだ。俺もこう、弱音を吐きたい時もあるんだよ」

			「……お兄さん」

			「……ユキ」

			　２人ともユキさんが苦笑いして謝る姿を見て、なんとも言えない表情をしています。

			「情けないけどさ、本音は少しでも故郷のあり方に近づけたいんだ。まあ、それがいろいろな意味で利点があると思ったのも間違いじゃない。というわけだ、ラビリス、ラッツ。とんだ臆おく病びよう者ものだけど、助けてくれ」

			「情けないですね。これは、お兄さんを１人にさせるわけにはいきませんね。心配でたまりません」

			「……私は誓った通り。最後までユキと一緒」

			　私は、不意に隣りにいるルルア様を見ます。

			「……なんというか、私もいろいろとまだまだですね。エルジュ様、私はユキ様とこれから一緒に頑張っていきたいと思います」

			「はい、私もしっかりと追いついていこうと思います」

			　私の発言で少し落ち着いたのか、ユキさんがこちらに話しかけてきました。

			「いやー、悪い。見苦しいものを見せたな」

			「いえ」

			「と、一番言いたいことを言っていなかったな。ルルア、エルジュ、君たちがなぜ意見を言ったときに、俺がいろいろ言って反論したと思う？」

			「え？　それは、私たちが道理に合わないことや、押し付けをしたからでは？」

			　私は反射的にそう答えました。ええ、今まで魔王に責任を押し付けたのも、ルルア様をわざと怪け我がをさせたことも、ユキさんの考えるルルア様の今後のことに対してもそうです。

			「それは、反論した内容であって理由ではないよ？」

			「……あ、なんということを……」

			　ルルア様が気が付いたようで、頭を抱えています。

			「え、ルルア様、何がいけなかったのでしょうか？」

			「エルジュ様は今でも、そして、私はあの時、立場が違ったのです」

			「立場ですか？」

			「エルジュ様は他国の治政が悪い、いえ、納得がいかないからと言って、その国の王に直じき訴そしますか？」

			「そんな、恐れ多いことは……あっ」

			　ルルア様の言いたいことが分かりました。私たちがやっていたのは……。

			「そうです。……完全な内ない政せい干かん渉しようです。しかも、何も手順を踏んでいない。いきなり一般人が門前を叩いて、他国の王に直訴するような……蛮ばん行こうです」

			　な、なんということを。その実、私たちが礼を欠いていたのです。

			　あ、あ、恥ずかしい……。

			「そこまで恐縮されてもなんだがな。これも民主主義っていうやつの弊へい害がいでね。威い厳げんはいらないんだが、君たちのように、意見をいろいろ言われることに対しても寛容じゃないといけない。ま、君たちは他国の人だから、あの時、口を出すなで済んだんだけど、丁度いいからラッツたちがやる気を出す方向で利用させてもらったよ」

			　ぐ、抜け目のない……。

			「さて、最後のオチもついたことだし、今日はもう解散して寝よう。明日からもいろいろあるぞ～」

			　ユキさんが席を立とうとしますが、ラッツさんとラビリスちゃんに押さえられます。

			「いやいや、まだオチはついていませんよ？　いい加減、覚悟を決めてくださいな。お兄さんの心情を知った今、このラッツが甘えさせてあげますよ？」

			「……私の胸で、沢山泣くといいわ」

			「できませんよ!?　男として矜きよう持じというものがあるんですよ。あとね、俺は故郷で言う魔法使い（30歳ＤＴ）を目指しておりまして……」

			「……ぐだぐだ言わないで。ルルア手伝って」

			「ええ、任されましょう」

			　ラビリスちゃんに合わせて、ルルア様が楽しげにその中に加わっていきます。

			　なんというか、楽しいですね。立場も身分も、種族も関係ない。

			　ユキさんやルルア様は、途方もない夢物語だと言います。

			　……ああ、だから目指すんですね。

			　夢物語だからこそ、この場面が世界中であふれればきっとそれはいいことだと。

			　幸せだと。

			　それは押しつけがましい……なんという傲ごう慢まん。

			　この幸せは、万人にとっての幸せではないと分かっていても、それでも……。

			　そこに見えた光があるのならば……手を伸ばすのだと。

			「我がロシュールを作り上げた祖も、このような気持ちだったのでしょうか……」

			　それすらも、私が国祖に押し付ける傲ごう慢まん。勝手な私の感情、想像。

			　それでも、この場面は間違いでないと思います。

			「私も強くならなくては……。オリエル、私は自分の信じた道を歩もうと思います。付いて来てくれますか？」

			「御ぎよ意い、この命尽き果てても」

		

	
		
			第33掘：会議前半

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　俺は無事、綺き麗れいな体のままでいられた……。

			　あのあと、２人きりにしていたアスリンとフィーリアが、泣きながら廊下を歩いてきたのだ。

			　２人とも、いきなり皆がいなくなるのに恐怖を覚えたようだ。

			　当然か。今まで奴ど隷れいとして、いつ引き離されるか分からない状況だったのだ。

			　起きたら誰もいませんでしたというのは恐怖だろう。

			　というわけで、天使２名のおかげで、その日は事なきを得ました。

			　２人には、こんど美味おいしいものでも食べさせてあげよう。

			　で、今の状況は、今後の予定を話すためにみんな宴会場に集まっている。

			「さて、本日から本格的に、このダンジョンの運営に関することを決めていこうと思う。みんなの意見をバンバン聞いていこうと思うので、そのつもりで」

			　そう言って、皆の顔を見回す。

			「昨日言ったが、本来は元奴隷の君たちが今後、主体としてやっていかなければいけない。が、今からいきなりヤレと言っても、何をしてよいか分からないだろう。ある程度慣れるまでは、俺が先導で会議を行っていく。そこは許して欲しい」

			　ラッツたちが頷いている。

			「よし、まずはここのダンジョンに村や街を創るとして、何がいるだろうか？　基本的なことをしっかりやっていこう。退屈かと思うが、まずは必要なものの書き出しだ。今、みんなの前に置いてある……コピー用紙、その紙に思いついた必要なものを書き出してみてくれ。文字が書けない人は、書ける人と組んで案を出していって欲しい。紙は見ての通り沢山あるので、気にせずやってくれ。では、まず10分ほど考えてくれ、それでいったんまとめよう」

			　ちなみに、この世界の一般人は基本的に時計というものを持っていない。

			　村や街では、鐘を鳴らして時間を伝えていたらしい。

			　時計は王族や、ある程度余裕がある人たちが使える嗜し好こう品ひんとなっている。

			　皆、驚いていたが、今後必要なので、ここに来てもらった時に時計の読み方は教えている。

			　全員が作業に入ったところで、自然とメンバーが分かれる。

			　文字を書ける人間を中心に集まるのだ。それは当然だが、あとは好き合っている者同士で組んだようだ。

			　まず、ラビリス、アスリン、フィーリア。

			　この３人はセットだな。何も問題はない。

			　次に、エリス、ラッツ、ミリー。

			　学のあるメンバーで集まったな。ここは安定しているな。

			　そして、トーリ、リエル、カヤ。

			　ここも予想通りの獣じゆう人じん組。ある意味、ここは獣人族っぽい独特な意見が出てきそうだな。

			　最後に、エルジュ、オリエル、ルルア。

			　お姫様組。エルジュは本来、他国からの客人なので参加しないはずなのだが、わざわざミリーたちに頭を下げて参加を認めてもらったようだ。

			　昨日今日で、彼女も、何か変わったようだ。

			　ま、ルルアという傑けつ物ぶつがいるので、そこまで問題はないだろう。

			　あ、ちなみにモーブたちは、皆の意見を聞く側になっている。

			　俺的には、彼らにも案を出してもらいたいのだが、「メンドイ」の一言で断られた。

			　まあ、客観的に聞く側もいるので悪いことではない。

			　そんなことを考えながら、ホワイトボードを準備したりしていたら10分経過した。

			「よし、じゃ、そうだな。エリスたちやエルジュたちに聞くのは最後にしよう。いろいろと書き込んでいたようだからな。まずはラビリスたちかトーリたちだな。どっちから行く？」

			「そうですね～。ラビリスちゃんたちが先でいいと思います」

			「……そう？　ありがとうラッツ」

			　ラビリスがそう言って、書き留めた紙をアスリンとフィーリアに渡す。

			「えーと、ですね。遊ぶ場所が欲しいです!!　きっと、楽しいと思うんです!!　広場みたいな場所が欲しいです!!　あと、畑が欲しいです。美味おいしい物をたくさん作るんです!!」

			「それと、いろいろ物作りができる鍛か冶じ場が欲しいんです!!　頑張りますから!!」

			　前者がアスリン、後者がフィーリアの発言だ。

			　とても彼女たちらしい考えだ。どれも、町としてなくてはならない物だろう。

			　まあ、この何もできていない平原のダンジョンにいきなりその発言はアレだと思うが、今後を考えると間違ってはいない。

			「……この子たちらしいでしょ？　私からは、これから住む人たちの寝泊りする場所が必要だと思うわ」

			　ラビリスからは、もっともな意見。住む場所がなくてはどうにもならない。

			「なるほど、なるほど。と、皆、何を当然なって感じるなよ？　意見を出さないと、見落とす可能性もあったんだ。いろいろとできた後でつけたしましょうって言っても、住人が住んでからじゃ、ひと騒動だからな」

			　そう、みんなに促うながす。

			「はぁ～、なるほど。これが意見を言い合う意味ですね～。確かに１人で考えては、穴が絶対できますね。例えばアスリンちゃんやフィーリアちゃんの言ったことは、そのままではなく他の意味合いもありますね～」

			「ええ、アスリンの言った広場は集会場所という意味や、街の大通りという意味もあります。畑も言われてみれば当然ですね。フィーリアも、鍛か冶じ場はきっと自分がやりたいからでしょうが、これから人が増えるのです。鍛冶場でいろいろ作らないといけない場面もあるでしょう」

			　ラッツはこの会議の意味を理解し、知識豊富なエルフ族のエリスはアスリンたちが言ったことの利点を別の意味で把握する。

			「ですね。私たちが書き出した意見とは、また違う見方ですね。そういえば、畑とか鍛冶場でふと疑問が湧わいたのですが、ＤＰを使って消費物をユキさんに作ってもらうのは可能なんでしょうか？　それなら、畑や鍛冶場などはいらないと思いますが？」

			　元奴ど隷れいたちの中で唯一、人族であるミリーが、納得しつつも俺の力ですべて賄まかなえるのでは、と聞いてきた。

			「そうだな、できないことはない。しかし、それでは村や街として成り立たないからな。住人が働かなくていいんだったら家畜と変わらない。移住が始まって最初の頃は、いろいろと足りないだろうからＤＰで代用するが、いつまでも頼るつもりはない」

			「ふむ、それはそうですが……お兄さんに養ってもらえれば、無駄な争いは確実に減ると思いますが？　というより、そうすれば楽園になりますよ？　なにせ、働かなくても安全で食べ物がもらえるんですよ？　堕だ落らくしてもＤＰを落としてくれるならそれでよいのでは？」

			　ラッツが、楽な方法を取れば良いのではないかと言ってくる。

			「それは、俺がこのダンジョンに健在で、ずっといることが前提だ。万が一にも俺が死んだり、この場から離れれば」

			「……あっという間に、楽園が崩ほう壊かいしますね。なるほど、だから最初からここに住む住人にはある程度、自給自足で自らの身を自分で守って欲しいわけですね？」

			　ラッツは、俺の言葉を理解したようだ。

			「そういうことだ。守られていると思うより、ここを守っているんだと認識してもらえば、いざという時対応が取れるだろう」

			「分かりました」

			「俺の手出しする範囲は、みんなの意見が出終わってから決めようと思う。１個１個にわざわざ発言していては時間がかかり過ぎるからな」

			　みんなが頷く。

			　とりあえず、今出た意見をホワイトボードに書き込んでいく。

			「さて、次はトーリたちだな。いいかい？」

			「はい、大丈夫です。では、私が必要だと思ったのは、ここの露天風呂みたいなのがあればみんな喜ぶと思います!!　とても気持ち良かったんです。間違いなく人気になりますよ!!」

			　みんな一瞬、沈黙する。

			　ある意味アスリンより斜め上の解答ではあるが、必要なことではある。

			「……なるほど、娯楽施設。演劇場みたいなお金を落とす場所を、私たちで提供するということですね。ふむ、そうすれば私たちは、ＤＰ以外に外からのお金も収集できるというわけですか。トーリさん、素晴らしいですね。これは、いろいろと他にも娯楽施設を建てる意味がありそうです。私たち主体で行えば国が行っている事業になるし、ここに住もうとする人々には、ここで住む利点を分かりやすく伝えることもできます」

			　話を大きく膨ふくらませるラッツに、トーリが戸と惑まどう。

			「え、え？　あ、あの……そんなつもりでは……」

			「あっはっはっは。トーリは違う目的で言ったようですね。しかし、トーリの言う通り喜ばれると私も思いますよ。時にエリス、住人には優ゆう遇ぐう措そ置ちをとってはいかかでしょうか？　半額にするとか。そうすれば、ここに住みたいと後から移住してくる人も増えるでしょう？」

			「なるほど。ラッツ、さすが商人をやっていただけありますね。しかし、施設を使用するにあたって住人かどうかを見極める方法は……」

			　そうやって、トーリを置き去りにしてエリスとラッツが話を深めていく。

			「露天風呂を村や街にも造るなら、ぜひ、お酒を置いてください!!　お酒があれば、文句言う人なんていません!!」

			　無類の酒好きらしいミリーが、そう言ってこっちに身を乗り出す。……落ち着け。

			「エリス、ラッツ、そこまでにしとけ。まだ意見は出終わっていない。ミリーも、まあ落ち着け。書いておくから。じゃ、次はリエルとカヤだな」

			　慌ててホワイトボードに、『・露天風呂（酒必須）＝娯楽施設』と書き込んでいると、リエルとカヤが発言する。

			「僕は冒険者ギルドみたいに、なんか体を動かせる場所が欲しいです。訓練場かな？」

			「……私は、芝生か草の生えた場所が欲しい。外の街は特に土ばかりで……なんか息がつまりそうだった」

			　リエルは納得のできる意見だ。訓練場な。これは……どう扱うべきか。冒険者ギルドとしてか……別としてか……。

			　しかし、カヤの意見はどういうことだろう？　土ばかりだと息苦しい？　現代日本に置き換えると、緑を増やそう的な意見か？

			　俺が思案していると、意外にも同意の声が次々にあがる。

			「ああ、カヤの言うことは分かります」

			「同意ですね～」

			「それは、私も思ってた」

			「どういうことだ？　なにか獣じゆう人じん族やエルフ族にとって重要な感じか？」

			「あ～、お兄さんは人族ですからね。あまり感じないでしょうが……」

			　ラッツに続いて、エリスとオリエルも説明に加わる。

			「私たちエルフ族や獣じゆう人じん族とされる人々は、生活の場が森をはじめ緑あふれる場所なんです」

			「最初から街で生まれていれば違和感はないのだろうが、そういうところで生まれ育った私としてはな……王都の生活は欲を言えばな……」

			「なるほど、環境の違いが激しすぎるというわけか」

			「まあ、それで死んでしまうってことはないのですが……エルフ族や獣人族のほとんどが、森に近い場所で生活している理由でもありますからね」

			　最後にエリスが皆の思いをまとめる。

			　ああ、現代の日本人より緑が大事というわけだ。

			　これは思わぬ盲点だな。無理に住まわせてストレスをためても困るからな。

			　カヤの意見は、思わぬ拾い物だった。

			　カリカリとホワイトボードに書き込んでいく。『・緑（重要）』。

			「じゃ、エリスたちに行こうか」

			「はい、分かりました。意見が出てきて感心いたしました。会議というのは重要ですね。それを踏まえて私も、しっかり意見を言わせてもらいます」

			　そう言って、エリスがみんなの視線を集める。

			「では、まず基本的なことから。村や街を、このダンジョンの何階層のどこの位置に、どのくらいの広さの予定で作るのかを決めないと、住む場所や露天風呂をどこに造ればいいのかも分かりません。まずは、土地選びをと、私は愚ぐ考こういたします」

			「「「あ」」」

			　今まで意見を言ったメンバーが固まる。

			　そう、まずはココが大事なのだ。皆、いろいろと大事な意見を言ってくれたが、基本をしっかりしないとね。

			　彼女たちも、初めてのことをやりながら覚えていっているようだ。

			　稚ち拙せつに見えるかもしれないが、誰だって最初はこんなもんだろう。

			　何も恥じることはない。今からしっかり学んでいけばよいのだから。

			　もっとも、彼女たちの意見とは関係なく、俺は心に決めていることがある。

			　トイレとトイレットペーパーだけは、必ず各家庭にＤＰを使って配備する。

			　衛生面を考えると、このダンジョンのそこら中に垂れ流されては困るのだ。

			　その気高い誓いを自分の中で再度確認し、会議は後半メンバーへと移っていくのだった。

		

	
		
			第34掘：会議後半

			　

			　エリスが一番最初に考えるべきことを言った。さすがというべきだろう。

			　これからは、今まで発言したメンバーの意見の補完というべき話になるだろう。

			　ま、とりあえず『・土地選び』と、書き込む。エリスの発言は続いている。

			「私からはもう一つ。土地選びに加えて、どれほどここに移民が来るのか、ロシュール国の代表と改めて話をする必要があります。その数字に合わせて、今後の展開などを考えるべきだと思います」

			「うん。それもエリスの言う通りだな。どれほど来るのか分からなければ、準備のしようがないだろう。ま、そこら辺はセラリアがこちらに到着後、どれほど援助を受けられるかも関係してくる」

			『・移民の詳細』と。カリカリ……。

			「じゃ、次は、お兄さんの大好きな私から申しましょう。ここでは住民たちにある程度、自活していただく方針ですが、放っておくと畑の耕作や狩りが主体になりかねません。それでは、ただの田舎と変わりがありません。そこで、先ほどのトーリの娯楽施設で奴ど隷れいを奴隷のまま雇い、運営していくことを提案します。給金を支払い、奴隷たちに自分を買い戻すだけの資金を稼いでもらおうというわけです。それに加えて、こちらでいろいろな店舗をＤＰで最初から用意しておいて、そこの商品を購入していただこうと思います。無論、その商店でも奴隷を雇い入れ、運用をいたします。畑もまた然り。下手に耕たがやせというよりも、もうできている所を貸し出すことによって、村や街の動きを最初から活発な状態にできると思います。

			　つまり、奴ど隷れいをここに買って連れて来てもすぐに解放せずに、一定期間、働かせることによって、自活していることを意識させるのが目的です。いやー、トーリに言われなければ自分たちで一から畑を耕せとしかいえませんでしたよ。ＤＰは有効活用するべきですね。それに伴い、私たちである程度まとまったお金を持つ必要があります。ですので、ロシュール国にある程度資金を提供していただくことが大事だと思います」

			　なるほどな。ラッツの言うことももっともだ。

			　俺も、畑を一から耕してもらうつもりだったよ。

			　しかし、それでは新天地に来た意味はあまりないよな。ＤＰは上手く使うべきってことか。

			　そして、お金が必要になるわけか……世せ知ち辛がらいね。

			　

			・奴隷の雇用

			・ＤＰの有効活用（店舗など初期投資を多くするべし）

			・雇用するための資金（ロシュール国の援助を第１案、ＤＰで貴金属精製後換金が第２案）

			　

			　次々に、ホワイトボードに書きこむ。次はミリーの番だ。

			「私からは、まず、１点確認があります。ユキさんが言った通り、私たち主体で村や街の運営を務めていくのであれば、これから来る住人たちにも意見を聞くということで間違いないでしょうか？」

			「ああ、君たち個人個人では意見が足りないってのは、自覚してもらえたと思う。だから、今後はもっと多くの人たちの意見を聞く場も必要だろう」

			「ならば、このような会議を開く場所を作るべきだと思います。それか、何とかして意見を聞く術すべを整えるべきかと」

			『・住人の意見を求める会議場所の設営』と……。

			「そうだな、これも必要だ。まあ、最初は君たちのように何をしていいか分からないだろうから、先導する必要はあるな」

			「はい、そして、次がちょっと言いにくいのですが……」

			　ミリーが何か気まずそうな顔をしている。

			「まあ、意見だし言うだけタダだ。間違っていても、みんなが訂正してくれるだろう。そういうための会議でもあるんだから」

			「では、言わせていただきます。ダンジョン運営に関して一般人への情報開示を願います」

			　周りが一瞬殺気立つ。

			　確かにこの発言は、ある意味、俺への反逆と取られかねないからな。

			「理由を言ってくれ。それだけじゃ、みんな納得できないだろう」

			「はい。ダンジョンがコアによって運用されているのは広く知られていますが、実際に、コアが取られて活動が停止する意味を一般人は知らないのです。私たちはユキさんのお話で、ここの安全性や有用性を実感しています。しかし、このダンジョンで自活する人々は、コアは停止させた方が安全では……と考えるはずです。下手に開示をしなければ、コアを破壊しようと考える人が増えるでしょう」

			　ミリーの言うことは一理ある。

			　コアを停止して安全を確保しようと考える人が出てくるのは大いにあり得る。

			　それが安全だと知っているのは、ここにいるメンバーだけ。一般的に、コアなんてものはダンジョンを生み出す諸悪の根源であると思われてるからな。

			「ミリーの言っていることは、もっともだ。だけど、開示しただけではコアを取らないでいる理由にはならない。別段、すぐにダンジョンで生活ができなくなるわけじゃないからな」

			「はい。ですからトーリの言った娯楽施設……露天風呂などの機能が、コアを停止させると止まることを体感してもらうんです。ああ、井戸とか川とかの水を枯らすのも効果的でしょう。そうすればコアはなくてはならない物として、住む人たちが率先して守るでしょう」

			　住人たちを、コアの自主的な防衛機能として使うわけか。

			　そうすれば反乱は起きにくいとうか、起こせないだろう。

			　コアを取れば住めなくなるんだから……。

			　まあ、ダンジョンの存在をよく思わない外部の人間が、コアを人質にしたり奪ったりしに来ることはあるだろう。その時、住人はできるだけ防衛に積極的でいてくれた方がいい。

			　今のところ、ここは他国には脅きよう威いとして映ってないし、冒険者にはまったく知られていない。じきにセラリアによって、エルジュの聖なる祈りで安全なダンジョンになったと宣言されるがな。

			『・ダンジョンコアの説明（住民の安心のため）』と書きこむ。そこで、ラッツが口を挟んだ。

			「ミリーの意見に付け足しがありますが、よろしいでしょうか、お兄さん？」

			「ん、なにか問題点があったか？」

			「いえ、もういっそＤＰの収支を報告するとともに、会議などを開いて、ＤＰの使い道をある程度住人に任意に決めてもらうのはどうでしょう。そうすれば、コアの大事さや必要性を実感できる機会も増えますし、自分たちの手で有用なものをＤＰで精製できるとすれば、ダンジョン管理者代表の私たちも好意的に受け止められるでしょう。なにせ、本人たちの希望で、ＤＰを使っていろいろできるわけですから。そして、自分自身の手で運営するという分かりやすい証拠になるでしょう」

			　ラッツの付け足しに、みんな納得が言ったように首を縦に振ったり、なるほどと言っている。

			『・ＤＰを住人たちに使用してもらう（住民感情向上のため）』と。

			「最後に、もう一つ。ダンジョン自体を、宣伝のために、娯楽施設とは言いにくいですが普通のダンジョンとして使えないでしょうか？　ダンジョンがあることで冒険者が根付くかと思いまして」

			　もともと冒険者ギルトで働いていたミリーらしい意見だな。

			「ミリーの言っていることは、俺も考えていた。まあ、これはあとで詳細を話すが、簡単に言っておく。皆に……そうだな、今のグループごとにダンジョンコアを１個ずつ渡して、ダンジョンを作ってもらおうと思う。ダンジョンの中に、さらに別のダンジョンって変な感じだが、訓練用とか調整ができるから、初心者冒険者にもウケると思うんだ」

			「おおっ!!　それ楽しそうじゃないか!!　俺も作らせてくれ!!」

			　ここにきてようやく反応を見せるモーブ。

			「分かった。分かった。それは、またあとでな。今は会議の続きな」

			『・小ダンジョンの設営で冒険者を呼ぶ』と。

			　これで、エリスたちの意見が出終わる。かなり濃かったな。

			　こっちもいろいろ盲点を突かれた。

			　大事だよな、会議。

			「で、最後になったがエルジュたちは、何かあるか？　いろいろ書いてたみたいだが？」

			　そう言うとエルジュたちに皆の視線が集まる。ミリーとカヤは、今にも文句を言いたそうだが、この会議の意味を分かっているのか、言葉にはしない。

			「はい。しかし、まず最初に、この会議でいろいろと考えさせられました。この場に参加させていただき感謝いたします」

			　エルジュが深々と頭を下げる。

			「それで、私からは、お医者様をこのダンジョンに置いていただくわけにはいかないでしょうか？　いくらユキさんの管理の下とはいえ、怪け我が一つないことなどは不可能だと思います」

			「そりゃ、当然だな。だが、医者や治療術師は雇うとな……」

			「いえ、雇っていただかなくても結構です。私とルルア様を使ってください。聖女と呼ばれていたこともありますので、お役に立てるかと」

			　そうエルジュが言うが、ミリーがすかさず批判の言葉を挟む。

			「失礼ですが、聖女様たちは今や死んだ身。下手に人前に出られては、ダンジョンの運営に支障をきたします。それはやめていただきたいのですが」

			　当然だな。生きているかもしれないと噂されるだけでも、いろいろと面倒なのだ。

			「……ミリーの言いたいことも分かるわ。でも、ちょっと怒らずに聞いて。私は、エルジュ様とルルア様の治療行為には賛成だわ。死んだと思われているのだから、ちょっと容姿……そうね、髪でも切ってもらって眼鏡でもかけてもらえば、別人に見えると思うの。そして、治療行為は、そんなに大回復魔術を使うわけでもないし、逆に、それで何かしら変な行動を起こそうとする人がいるなら、このダンジョンに要らぬ手が入っているということ……」

			　エリスがそう言うと、ラッツも反応する。

			「そういうことですか。あえて、問題の起こりやすいポイントを作るんですね。そうすれば、あらかじめ問題が起こりやすいと分かっているから対処もしやすい。指定保護の関係で、このダンジョン内では私たちに武力行使はできないですし、安全というわけですか」

			「はい」

			　ラッツの説明にエリスが同意する。

			　ふむ、あえて餌にね。俺もそれを考えてはいたが……本人たち次第だな。

			「ということだ。エルジュたちさえよければ、病院……治療院を作って、そこを運営してもらおうと思う。しかし、これはみんなにも言えることだけど、絶対安全ではないからな」

			「それは、どういうことでしょうか？　ユキ様の指定保護を受けていれば、ダンジョン内であれば武力行使はできません。違うのでしょうか？」

			　ルルアが疑問を口にする。

			「あ～、武力行使ができないことが安全って認識になってるんだな。こういうのは、ルールの抜け穴をよく考えることだ。いいか、このダンジョンでは武力行使ができない……つまり」

			「外ではできるということか。私たちが眠っている間にでも拉致されて外に連れ出されれば、できないことはないか」

			「オリエル、正解。といっても、皆に、安全用にワープできる指輪を渡しておくけどな。ワープ先は、この宴会場に飛ぶようにしておく。が、絶対じゃない。外に連れ去られて、指輪を使う前に殺されればそれまでだ」

			　そう言うと、みんなは神妙に頷いた。

			「と、話がずれたな。そんな感じになるが、エルジュとルルアはいいか？」

			「はい」

			「承知の上です」

			　ほいほい。『・病院の設立』と。

			「では、次は私だ。今までの発言で出てなかったので言わせてもらう。治安維持のための警けい邏ら隊たいを組織するべきだと思う。ラッツが言ったように、奴ど隷れいから雇用という感じにすればいいだろう」

			　オリエルのこの意見は、当然だな。人数がすくなかろうが、警けい邏ら隊たい……自警団みたいなものは必要だな。『・警邏隊の設立と活動場所』と。

			　これには誰も否はないらしい。

			　ある意味無難すぎたな、オリエル。最後にルルア。

			「私からは、そうですね。今から作る村や街の区分けを、今から考えておくべきかと」

			　皆を見回すと、ルルアの言ったことが理解できないようだ。

			　まあ、この意見は、ある程度の街を運営したことがない人間には分からないだろう。

			「そうだな、ルルアの言っていることは……住む場所や、働く場所を分けることで、人を管理しやすくするってことだ。ここら辺の街とかで見たことはないが、こう、貴族が住んでいる場所は、分けられてたりしてなかったか？」

			「ああ、ありましたね。……無作為にいろいろ建物を建てられると問題がある、ということですか？」

			「そうだな。例えば、夜騒がしい酒場の周りに民家があると、そこの住人は落ち着いて寝られないだろう？」

			「確かに」

			「ある程度区分けすることによって、問題が起きた時に住人の安全を図りやすいんだ。例えば、住民地区という住民が住んでいる場所があったとしても、昼に火事になるのと夜に火事になるのは、どっちが被害が大きいと思う？」

			「それは、当然みんなが帰って寝ている夜でしょう。ああ、とても分かりやすいですね。昼は仕事区みたいな仕事をする場所に、人が集まっているということですね？」

			　ラッツとの問答で、ルルアの言いたいことをみんなが理解したようだ。

			　あと、変な空間を作らないためでもあるんだがな。スラムとかね。

			「さて、大体意見が出終わったな。これからは、どれから取り掛かるべきかを考えよう。必要なことがあればその場で言ってくれ。街ができた後で付け足すのが一番面倒だからな」

			　そう言って、ホワイトボードをみんなに見せるために真ん中に移動する。

			　

			●ホワイトボードの内容

			チームラビリスの意見

			・遊ぶ場所や広場（集会できる広場）

			・畑（生きるため）

			・鍛か冶じ場（必要な物を作るため）

			・人が住む場所（家）

			　

			チームトーリの意見

			・露天風呂（娯楽施設）

			・訓練場

			・緑（獣じゆう人じん、エルフのため）

			　

			チームエリスの意見

			・土地選び

			・移民の詳細

			・奴ど隷れいの雇用

			・ＤＰの有効活用（店舗など初期投資を多くするべし）

			・雇用するための資金（ロシュール国の援助を第一案、ＤＰで貴金属精製後換金が第二案）

			・住人の意見を求める会議場所の設営

			・ダンジョンコアの説明（住民の安心のため）

			・ＤＰを住人たちに使用してもらう（住民感情向上のため）

			・小ダンジョンの設営で冒険者を呼ぶ

			　

			チームエルジュの意見

			・病院の設立

			・警けい邏ら隊たいの設立と活動場所

			・区画の整理を決めておく

			　

			俺の意見

			・学校の設立（学力の向上。住人の交流）

			・トイレは絶対作る

			・モビルスー◯とネクス◯を納入して遊ぶ（私事）

			・俺がダンジョン内や外の世界へ遊びにいく交渉（却下された）

			　

			　さーて、お仕事お仕事。

		

	
		
			第35掘：メロンの気持ち

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			「さて、まあロシュール国との細かい話は、まだ向こうから連絡がきてないし、できないから、今はダンジョンの土地選びを始めようか」

			　ユキは会議の結果、優先すべき順に問題を片付けていくようだ。

			　結局、今できるのはダンジョンの土地選びらしい。

			　土地選びを始める前に、ユキは私たちに指輪を配ってくれた。

			「忘れないうちに、さっき言ってたワープできる指輪だ。〝転送〟の単語で、ここに自動的に飛ぶ。あとは階層を先に言って転送と言えば、その階にいく。まあ、いったん宴会場の端に寄ってくれ。ここの小舞台に転送されるんだ。見ててくれ、転送」

			　ユキが指輪をはめてそう言ったら、姿が消えて舞台上にいきなり現れた。

			　これは便利な道具ね。

			　万が一誘ゆう拐かいされても、これが外されない限り逃げられるわ。

			「心配しなくても、障害物があれば自動でずれるから、同じところに重なってグロいことにはならない」

			　ん？　ユキの言っている意味がよく分からない。同じ場所に出るんなら、最初にいた方が上から潰されるんじゃ？

			　ユキに触れると、ユキが想像している映像が出てきた……よりにもよって、私とアスリンだ……。

			　こう、いきなり私の体がバラバラになってアスリンがそこから生えて……うっぷ……。

			　酷ひどい物を見たわ……こういうことを言ってるのね。

			「ごめん、ごめん。変なもん見せたな、よっと」

			　私が気分を悪くしてたのを見たのか、お姫様抱っこをしてくれる。

			　……これは、気分がいいわ。ラッツもこんな感じだったんだろうか？

			　そのままユキの首へ腕を絡ませる。

			　肩車もいいけど、これもなかなか捨てがたいわ。

			　私は体が小さいから、すぐに片腕抱っこになってしまうのが難点ね。

			「よし、みんな指輪をはめたな。各自で練習しといてくれ。で、土地選びだが、ここでいったん方針を考えよう。このダンジョンマップで状態は確認できるからな。ダンジョン内の内装は、ＤＰがあるからいつでも変えられる」

			　そういってホワイトボードをのけて、ルルア様が逃げ込んで来た時に出したダンジョンマップや周辺の地図を表示させる。

			「ユキさん、お言葉ですが、セラリア様でしったっけ？　ロシュール側から何がどれだけ送られてくるか分からないのでは、選びようがないのでは？」

			　エリスが疑問を口にする。

			　確かに、土地は状況に合わせるために選ぶのだ。今は選びようがない。

			「そうだな、確かに詳細を煮詰めるのはまだできないな。だけど、大まかなことは決められる。住む場所を１階層にしたり、働く場所を２階層にしたりとかな。あと、川とか井戸とか他に必要なものはないかとかな。住む場所にしても完全に住居だけにするのか、少し、娯楽施設を混ぜるのかとかな」

			「はは～、なるほど。確かに向こうの規模が分からないとはいえ、必要な物は分かりますね。階層ごとに区分け（？）でしたっけ。それを行うのは、私もいい案だと思いますよ」

			　ラッツが賛同している。

			　ユキはいつでも色んなことを考えている。

			　私には意味の分からないことも多いが、このダンジョンに関してや、私たちのことにはとても心を砕いてくれている。

			　そして、私たちをここの運営に利用すること。心の中では、それを気にしている。

			　私たちのような女子供を運営代表に据えたのは、ユキにとっては予定通りの思惑。

			　ユキは、私たちがこれから来る住人に侮あなどられるだろうと知っていながら代表に据えている。

			　これから作るこの場所は、誰でも意見が言える場所。だから、意見を言いやすい女子供の私たちが適しているのだ。

			　別の意味では、私たちに害をなそうとする者を燻いぶり出しやすくするためでもある。

			　この場所は誰でも同じ立場で、私たちを見下す奴はその時点で必要ない。

			　私は、とてもいい考えだと思う。

			　アスリンやフィーリアは怖がるだろうけど、それなら彼女たちを代表にしなければいいだけ。

			　これを理解してる、理解できる私やエリスたちに任せればいいのだ。

			　彼女たちは、喜んで矢面に立ってくれるわ。

			　ユキが見せてくれた未来は、とてもいいものに見えたのだから。奴ど隷れいから助けてくれたユキの手助けをするのは当然。

			　でも、ユキはそんなことですら悩んでいる。

			　ユキが、わざと私たちが賛同するように仕組んだのだと。

			　賛同しやすいように、私たちを助け、奴隷から解放し、厚こう遇ぐうしているのだと。

			　私たちの思いを操っているのだと。

			　こんなことをラッツやエリス、ミリーなどに伝えれば、お説教コースだろう。

			　確かに、私たちは賛同するように誘導されたかもしれない。

			　だけど、私たちは、ユキのすることはとても素晴らしいものだと、自分で思って決めて協力するのだ。

			　とっても優しい、とっても甘い人。

			　変に賢いから、こういうことで悩む。

			　もし、２～３日たっても変わらず悩んでいたら、皆にばらしてお説教してもらおう。

			　今だけは、私たちを思うこの温かい気持ちを……私だけ感じていたいわ。

			「ん？　ラビリスどうした？　具合がまだよくならないか？」

			　私は思わず、ユキにギュッと抱き付いてしまっていた。

			「……いいえ。嬉しいだけよ。こんな風に抱かれるのはアスリンたちだけだったから、私は初体験なのよ」

			「そうか、それならいいんだが。具合がよくないなら、無理せず言えよ」

			「ええ」

			　今後、アスリンとフィーリアに交渉の余地ありね。

			　ローテーションで回してもらおうかしら？　

			　でも、肩車も捨てがたいのよ。ユキの頭にしがみ付けるの。

			　おっぱいを押し付けるのは、少なからず喜んでくれているみたいだし、アスリンとフィーリアでは代わりにならない……悩むわ。

			「……で、実際に街を作るのは、３階層からがいいと思うのです」

			「なるほどな、エリス。攻め込まれたとき、１階層、２階層で時間を稼いで、避ひ難なんやこちらの防衛機能を動かす時間を作るというわけか」

			「はい、１階層や２階層に駐ちゆう留りゆうする人を置くかは分かりませんが、私たちでダンジョン内の動きは把握できますし。大規模な敵が攻めてきた場合は、距離がある分、有利かと」

			「居住区に行くまで時間はかかるが、安全を考えると当然か。交易商人たちが来たりし始めると、文句言いそうだな」

			「ああ～、そんなのほっとけばいいのですよ、お兄さん。交通の利便よりも、安全を選ぶべきです。しかも、防衛層を予定してる１階層、２階層は魔物も盗とう賊ぞくも出ません。安全ですし、そこで文句なんぞ言われる筋合いはないですよ」

			「ラッツの言う通りですね。しかし、２階層ぐらいに宿なんかは置いてもいいかもしれませんね。タイミングが悪ければ、夜ですしね」

			「それなりに、荒事に対応できる人材が必要ですね～。まあ、まだ先のことになりそうですが、考えておいて損はないでしょう」

			　私が考え事をしているうちに、いろいろと話が進んでいるようだ。

			「それじゃ、防衛用に１階層、２階層は空白地帯って感じでいいか？」

			「あのー、お兄ちゃん……ごめんなさい。ユキさん、聞きたいことがあるんですが」

			　アスリンが、お兄ちゃんと言った。

			　彼女はユキのことを大層気に入っている。

			　女としてというのとは違う気がするが、彼女が私に言っていたのだ。

			　兄がいるなら、ユキさんみたいな人ではないのかと。

			　ユキは一瞬、アスリンの呼び方に目を丸くしていたが、すぐに笑顔になり、温かさが増しているのが分かる。

			「アスリン、謝らなくていいぞ。特に大したことはできない男だが、それでもよければ兄とでも呼んでくれ。フィーリアもいいぞ？」

			「ほ、本当ですか!!　兄様とよばせてもらいます!!　兄様!!」

			「お兄ちゃんは立派です!!　大丈夫です!!」

			　２人とも頭を撫なでられて、とても嬉しそうだ。

			　皆、いったん会議を中止してその光景に和んでいる。

			　素晴らしいわ、アスリン、フィーリア。

			　貴女あなたたちは天使だと思うの。

			「あ、あの。アスリンちゃん、フィーリアちゃん。私のこともお姉ちゃんって呼んでもいいんですよ？」

			　その場面で、天使たちの可愛かわいさにやられたエルジュ様が進み出てくる。

			　だが、２人はどうしていいか戸と惑まどう。

			「え、でも。エルジュさまは聖女様だし……」

			「あ、あのオリエルさんが……」

			「今は、私は聖女ではないですし……オリエル!!　口出しは許しませんよ!!」

			「……私は問題ない。エルジュ様を姉と呼んでやってくれ……」

			　オリエル、結構苦労してるわね。

			「え、えるじゅお姉ちゃん!!」

			「エルジュ姉さま!!」

			「きゃー!!　はい、貴女あなたたちの姉ですよ!!　ちぃ姉さまの気持ちが今なら分かるわ!!」

			　アスリンとフィーリアを抱き上げて、幸せそうなエルジュ様……もう、ただのバカね。

			「そこまでにしとけ。アスリンは、俺に何か質問があったんだろう？」

			「あ、うん。お兄ちゃん、ここってダンジョンの中なのに、なんでお空があって夜とかにもなるの？」

			「ああ、それもＤＰ消費して作るんだよ。天候も自由に変更できる。まあ季節限定とか、気候を限定すると、その分安くはなるんだが」

			　なるほど。旅館の外が夜になったり、夜空があったのはそのせいなのね。そこで、ラッツが疑問を口にする。

			「ちょっと待ってください。お兄さん、今後も天候は重要ですが、ちなみにお幾らＤＰで？」

			「そうだな。俺たちが今いる旅館の最下層は、天候自由に変更可能で５０００ＤＰだ」

			「ぶっ!?　ちょ、いくら50万ＤＰ稼いだとはいえ、高い……気がするのですが？」

			「どうだろうな。狭い空間なら割り高だろうが、１階層ごとの設定だしな。階層が広ければ、それなりに割のいい感じになるんじゃないか？」

			「なるほど。畑や牧畜の階層は、できるだけ広く土地をとるべきですね。無駄に階層を造って階層ごとに５０００ＤＰつぎ込むメリットはないですね」

			「まあ、そうだろうな。……ちょっと待てよ。雪だけ降らせる階層があれば、スキーやスノボーし放題!!　俺は今、凄いことに気が付いた!!　このダンジョン、レジャー万歳じゃね？」

			　ユキが、なんか１人で納得して喜んでる。

			　何かしら、スキー、スノボーって？

			　気になったのでユキのイメージを見ると、雪の上を木の板（？）みたいなものを足につけて滑っている。

			　へえ、こんなことで遊びに使えるのね。

			「そして、広めた暁あかつきには、プチ冬のオリンピックを……」

			　ユキがそんなことを言っていると、突然、彼の前にコールによる画面が開く。

			　そこに映っていたのは……。

			『ユキ、なに変な顔してるのよ。こっちの準備はあらかた終わったわよ。報告したいのだけどいいかしら？　嬉しいでしょう？　しばらく顔を合わせていなかったのだから、素直に、セラリアの顔が見れて嬉しいって言っていいのよ？』

			　私はその顔を見た瞬間、イラっとした。
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			第36掘：メロン＆うさぎVSモモ

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　久しぶりに、と言ってもわずか20日ほどかね？

			　王都までは片道10日。この前の騒動で、エルジュ偽物とセラリアは王都へ帰還。入れ替わりにモーブたちが帰ってきたわけだ。

			　その間に、いろいろＤＰを弄いじくって遊ばせてもらいましたとも。

			　あの時の、ロシュールの近衛を主体とした精鋭４００人強。美味おいしくいただきました。

			　で、セラリアの方の動きは特に問題ないようだ。最初の挨あい拶さつの時点で元気なのは分かった。

			　イラっとしたがな。

			　俺の予想としては、もうちょっと手間取るかと思っていたが、カリスマ性や手腕はそれなりにあるようだ。

			「報告を聞く。言ってくれ」

			『……なによ。久々に顔合わせたのに冷たくないかしら？』

			　めんどくせえ……相変わらず。

			「別に冷たくはない。そっちが忙しかったように、こっちはそっちの報告を聞いて、ダンジョンの整備をしないといけないんだ。セラリア側はそれで一息だろうが、こっちはこれからが本番なんだよ」

			『それもそうね。いいわ。とりあえず、そのダンジョンへの移民の人数は奴ど隷れいのみで３００人ほどね。悪いけど、そちらの状況を知っているのは私だけでしょ？　いきなり難民をダンジョンに放り出すのは、議会が許さなくてね。だから、先行で奴隷を行かせることになったわ』

			「その奴隷は犯罪奴隷とかじゃないだろうな？　こっちが警戒しないといけないのは面倒だぞ？」

			『そこは、心配しなくていいわ。奴隷と言っても、今回の争乱で売られた人たちよ。難民と変わりないわ。なら、なんで奴隷としてそっちに送るのかは分かるでしょ？』

			「……ガルツ国側の難民奴隷ってことだろう？」

			『その通り。ロシュール国の難民を奴隷として売るのは、極力控えたいのよ。自国の民を今回の争乱で奴隷にしましたーなんて、国のいい恥さらしよ。といっても、今回の争乱で食い扶ぶ持ちを得るために売られた人も少なくはないでしょうね。

			　そういったわけで、大半はガルツ国の出身と思われる人たちよ。下手に難民として抱えこんでも争いの種になりかねないし、ユキに押し付けることで、上手くいけば、ガルツ国に我が国は誠意をもってそちらの国民を保護したと言えるし、失敗したとしても争いの種がなくなるんだから万々歳よね』

			　セラリアは嫌そうな顔をしつつも、事実を告げる。

			　こういう所はしっかりしてるんだよな。個人的には、エルジュよりセラリアの方が評価は高いのだ。

			「俺に押し付けることによって、国家運営の人材、費用も軽減できるって踏んでるわけだよな。難民奴隷のためにいちいち開拓してたらアレだしな。ロシュール国としちゃ、丁度いい厄やつ介かい払いになったってわけだ。で、他は？」

			『あとは、私がそこのダンジョンの表向きな統治者となるのは、理解してるわよね？』

			「そりゃ、ロシュール国の公認が欲しかったからな。逆に、セラリア以外の統治者に来られても大問題だ。これは予定通りだろう」

			　そう、このダンジョンにとってセラリアの存在意義はそこにある。

			　ロシュール国の公認。第２王女が認める。これ以上の公認はなかなかないだろう。

			　これによって、各国からすれば、俺個人が「安全ですよ」と叫ぶのに比べて、はるかに安全に見えるだろう。

			　結果、人が集まりやすくなって、今後の展開に便利というわけだ。

			『まあ、表向きよね。実質、ユキが統治者でしょう。私は楽させてもらうわよ。と、それに加えて、私の直ちよつ轄かつ部隊がダンジョンの護衛、及び奴ど隷れいたちの護送任務につくわ。私を介してなら、無茶しない限り自由に使っていいわよ』

			「へえ、そりゃありがたいな。いいのか、俺を信用して？」

			『何言ってるのよ。わざわざ手加減して、ダンジョンに来た軍を追い払ったくせに。ユキは無駄なことはしないって理解してるわよ』

			　セラリアは決してバカではない。まあ、変に戦いに関してポリシーみたいなものを持っているようだが。

			「他には？」

			『そうねー。一応、開拓と変わらないから、建前上の資金とか物資はもらっているわ。資金に関しては白金貨で約３００枚ほどね。多そうに見えるけど、開拓には全然足らないわよ。一般的な一軒家を建設するのに大体１枚から５枚、貴族の邸宅なら10枚から40枚。しかも、これは大工や資材が近場にあっての話ね。３００人の家を建てるには資金不足ね。しかも、資金援助はそれで終わり。

			　物資に関しては、簡易的な家を建てるだけの資材を30家屋ほどね。ぎりぎり、３００人は収容できそうよ。食料に関しては必要最低限の15日分って所ね。そっちに行くまでに10日……だけど、この計算は、ほぼ単騎や軍での移動での数字。移民を連れての移動だから15日分はぎりぎりでしょうね。そっちについたら即座に狩りでもしないと飢うえるわ。唯一の救いは、５年ほどは徴税が発生しないということかしら』

			「それはそれは。建前上は死んで来いって話だな。もうちょっと議会から引き出せたんじゃないか？」

			『そうね、できなくもないでしょう。でも、私は丁度いいと思ったわ。下手に支援をしてもらって、後々発展したところで口出しされるのは面白くないわ。逆に、この不利な状況を使って、今後の手出しを跳ね除けられる。それとも何？　ユキは３００人と私たちを養うだけの準備ができていないと？』

			「いや、準備はできてるが……まあ何とか足りるかな。そっちの援助を水増ししてもらおうかと思っていたが、セラリアの話を聞くに悪手だな。どのみち変な横やりは入るだろうが、なるべく不安要素は減らすべきだな」

			　エルジュの援助を乞うことには、こういう不利な側面もあるな。

			　まあ、あまり期待はしてなかったが。

			『何？　何か欲しい援助でもあったの？』

			「……ダンジョン内で、ある程度のお金による雇用体制を作ろうと思っている。３００人全員の雇用って、１か月いくらぐらいかかるんだ？」

			『ああ、なるほど。ダンジョンマスターの能力で、飼い殺しにするつもりはないわけね。それもそうか。ユキが、ずっとそこにいるわけでもないでしょう。ユキがいなくなることで機能停止するなんて場所だったら、恐ろしくて住めないわね。最終的には、そこに住む人たちで生きていく流れを作るわけね？』

			「そういうこと。で、いくらぐらいだと思う？」

			『ん～。参考にはならないでしょうが、私たちの部隊の１か月の給与が金貨３枚から５枚ね。平隊員が３枚。副隊長が４枚。隊長が５枚。エルジュから聞いてなかったっけ？　一般家庭の４人家族なら金貨１枚でこと足りるわ』

			「確認のためだよ。間違ってたら、物価の差で酷ひどいことになるからな」

			『それも当然ね。分かったわ。一般的な給与を調べとくわ』

			「そういえば、奴隷と一緒に来る部隊の給与は、ちゃんとそっちから支払われるのか？」

			『当然よ。いくら忠誠心が高いとはいえ、その給与で家族を養っている隊員もいるんだから。毎月ダンジョンに幾ら送ればいいか申請書がくる手て筈はずにしておくわ。他の報告も含めてね。ま、ダンジョンで使うことなんてないでしょうから、独り身じゃない限り、家族の所へ給与は回すでしょうね。食うには困らないのだから』

			　ふむ、あれ？　これって、外貨を得るいいチャンスじゃね？

			「ちょっと待った。部隊の皆には、ある程度の資金を持たせるようにしてくれ」

			『どういうこと？　ダンジョンに店があるわけでもないでしょう？』

			「いや、これから作る予定だ。分かるだろ？　ＤＰがあれば、大抵のことはどうにでもなる。セラリアが気に入ってたシャンプーやリンスも、限定的ではあるがダンジョンで販売しようと思う」

			『なんですって!?　それは大変なことね。私だったら大金運んで行くわ。でも、それだけじゃないんでしょう？』

			「そりゃ、雇用体制を作るんだ。ちゃんと消しよう耗もう品ひんとか衣類、食料も売る予定だよ」

			『……そうすれば、畑を作るにしても、狩りをするにしても、それまでに飢うえる心配はないわね。でもいいの？　下手に、あのシャンプーやリンス……石せつ鹸けんなんて嗜し好こう品ひんが広がれば、よからぬ輩やからが四方から集まって来るわよ？』

			「すぐというわけでもないだろう。人を集めなきゃ始まらないし、特産品のない場所には誰も近寄らない。まあ、これから来る元難民の奴ど隷れいたちが慣れるまでの２、３か月は、そっとしといて欲しいが」

			『そのぐらいなら、下手に隠す必要もないでしょう。このコールみたいなスキルがなければ、馬か人の足でしか情報は伝わらないわ。部隊には、私から口止めをしておきましょう。完全とはいかないでしょうが、解禁する時期を決めていれば、それまでは黙っててくれるでしょう』

			　人間、永遠に黙ってろと言われると噂うわさを広めたがる。だが逆に、この時期まで黙ってろと言われると案外黙っているものである。

			　……セラリアも、上に立つものとしての資質が十分にあるみたいだな。

			「あ、そうだセラリア。冒険者ギルドをこのダンジョンに立ち上げたいんだが、何が必要か分かるか？」

			『……自殺願望でもあるの？』

			「いやいや。セラリアが、一応、自由にダンジョンの制御をできるってことになってるだろ。だから、その証明として訓練用ダンジョンとかをダンジョン内部に作って、それを初心者冒険者用の場所として使うのはどうかなって。人集めにもなるしな」

			『へえ、面白いこと考えるわね。私も、そのダンジョン作りに混ぜなさい。ギルドに関しては、こっちから必要な人材を連れていくわ。さっきの訓練用の話を伝えれば飛びついてくるでしょうし』

			　セラリアはダンジョンを作るのが楽しみなのか、ブツブツ何かつぶやいている。

			　……とりあえず、強力な魔物のごり押しＭＡＰにならないことを祈ろう。

			「いろいろ考えているところ悪いが、こちらに来る人数を細かに伝えてくれ。住む場所を造らないといけないからな」

			『ああ、ごめんなさい。ええっと……まったく羊皮紙は使いづらいわね。コピー用紙が懐かしいわ……。あった、あった。３２５人ね。それと私の部隊が54人。合計で３７９人ね。これから増える可能性もあるけど、４００人は超えないと思うわ。だって、物資がもたないもの』

			「分かった。４００人を想定して家屋は建てておく」

			　俺が横に目をやると、エリスやラッツがコピー用紙に俺たちの会話を書き留めている。

			　よくできる子たちだ。現代日本でも、いい人材ではないだろうか？

			「じゃ、あとはセラリアたちの到着を待ってるよ。一応、家屋の準備ができたらそちらに連絡をする」

			『そうしてくれると、ありがたいわ。そっちに安全なねぐらがあると分かれば、道中の心労も少しは軽くなるでしょう。あと、こっちもそっちが言ったことを準備するのに、もう５日ほど時間がかかるわ』

			「……これで、ようやく始められるのね、ユキ？」

			「ああ。ラビリス、これから忙しくなるぞ」

			　そこで、初めてラビリスが口を挟んできた。

			　まあ、大体話がまとまったし、それを待ってたんだろう。

			　ラビリスの頭を撫なでていると、画面の向こうでセラリアが不思議そうに見ている。

			『ところで、その小さい女の子はどうしたの？』

			「モーブたちが買ってきた子供……。ああ、そうだセラリア!!　小さい子供たちを奴ど隷れいや孤児中心で集めてくれないか？」

			『え？　ええ。別にいいけど、何？　そういう趣味なわけ？　道理で私と一緒にいても、何の反応もしないわけね』

			　ラビリスが強く抱きしめてくる。何かしら力いっぱいな気がするけど、気のせいだろう。

			「いや、そういう趣味はないが。別に、このラビリスのことは好きだぞ？　ほれ、可愛かわいいだろう？」

			「……ユキ、恥ずかしいわ」

			　ラビリスを抱えて画面の前にもっていく。

			『……不自然に胸が大きいわね。で、なんでまた子供を？　特に理由がないなら、長旅になる道のりに足手まといは極力連れて行きたくないわ』

			「子供のいない場所ほど先がない場所もないだろう？」

			『それはね……。なるほど、次代として育てたいわけね』

			「そういうこと。ああ、なるべく女の子な」

			『なんでよ？』

			「男と女どっちが侮あなどられやすい？」

			『女ね。……それをトップあるいは、重役に据えて、住人の差別意識を取りさろうってわけね？　その子もその一環？』

			「まあ、一環ではあるけど。付き合いは、ある意味、セラリアより長いからな」

			「……セラリア様。ユキの正妻、ラビリスです。よろしく。そして、ユキに手をだすな！」

			　空気が凍った。

			　あれ？　今の会話にセラリアの落ち度はないと思ったが。

			『は？』

			　セラリアは、言葉の意味が分からないのか茫ぼう然ぜんとしている。

			「ラビリスちゃんもやりますね～。では、私も。お兄さんの第２夫人のラッツと申します。セラリア様、お見知りおきを。あ、私は別段、お兄さんに手を出しても構いませんよ？」

			　ラッツが乱入したところで、セラリアに怒りの感情が入り込む。

			『こっちが忙しいときに、随分なご身分じゃない？』

			「おちつ……」

			「そっちが勝手にユキを巻き込んだのでしょう？　おっぱいの小さいセラリア様」

			『なっ!?　大きければいいってものでもないわ!!　いい、私は軍部からはモモの様に綺き麗れいな胸と……』

			「使われなくちゃ、意味はありませんよ、セラリア様。私たちのお兄さんみたく使ってくれる人物がいるとでも？」

			『……いないわよ。だって私、第２王女だし。私より強い男じゃないと認めないし……』

			　あ、なんかいじけ始めた。

			「それは、それは。戦姫といわれるセラリア様の御眼鏡に叶う人物は少ないでしょうね……もうちょっと、基準を下げてみては？」

			　ラッツが、凹へこんだセラリアのフォローに入る。

			「……言いすぎたわ。セラリア様、大事にしてくれるなら、ユキのことは分けてあげるわ」

			　ラビリスもセラリアのフォローに入る。

			　……あれ、俺って分割販売できたっけ？

			『本当!?　ユキってば、さりげなく胸を押し当てたりしても反応しないのよ。自信がなくなりそうだったわ。だから、今度こそって思ってたのよ!!』

			「あー、それは分かりますよ。お兄さんって変に精神を制御できて厄やつ介かいですよね～」

			『あ、でもユキが好きとか、旦那に欲しいってわけじゃないのよ!!』

			「……難儀な性格ね。大丈夫。私たちの手伝いで、ユキと一緒にお風呂に入って欲しいわ」

			『それなら、仕方がないわね!!　一緒に入ってあげるわ!!　楽しみに待っていなさいユキ!!』

			　そう言って画面が切れる。

			　……ん？

			　大事な話はまとまったけど……なんか間違ってね？

		

	
		
			第37掘：個室の重要性

			　

			　ｓｉｄｅ：ミリー

			　ユキさんはセラリア様との会談を終え、私たちに向き直って言いました。

			「さて、聞いてたと思うが、予定の人数が決まった。４００人が住める場所を用意しようと思う。で、だ。どんな家がいいと思う？」

			　何の躊躇ためらいもなく私たちに協力を求める彼の姿に、私は敬意の念が絶えません。

			　本来、このような……ダンジョンマスターなどという人智を超えた能力を持ってなお、人のためにその力を振るおうとしているその気高さ、優しさ。

			　ここにいるどこかの国の聖女たちなどより、とても救世主らしいのです。

			　本来であれば、私たち奴ど隷れいは、そのまま慰なぐさみ者として使い潰される運命でした。

			　しかし、私はモーブさんたちに買い取られ、そして、ユキさんに出会い、新しい時代を見ることができています。

			　彼にそう言うと「まだまだ、何も始まっていないけどな」なんて苦笑いをするだけです。

			　でも、私は分かるんです。貴方あなたが示してくれた未来が実れば、私たちの身に起こったような不幸な出来事は今よりも少なくなると。

			　そう、そしてユキさんは実際に、そうした不幸をゼロにするのは無理でも、できるかぎり減らすと言ってくれたのです。ゼロにすると綺麗ごとを言わないぶん、説得力があります。

			　いえ、ダンジョンマスターの力を手に入れているのですから、ゼロと言っても信じてしまいそうですが。

			　彼は力に驕おごらず、独善にならないように私たちに協力を仰ぎます。

			　……正直な話、ユキさんがロシュールやガルツ国を併へい呑どんすると言って挙兵しても、私はついて行きましょう。

			　それほど、私は彼を信頼しているのです。

			　……これが運命というものでしょうか？

			　とりあえず、彼は独裁や王政をあまり好ましく思っていないようで、私たちを抱いて跡継ぎのための子供を生なそうとはしません。

			　今はラッツやラビリスちゃんが攻勢を仕掛けているので、私は静観しています。

			　……まあ、私の発言でルルア様を強制的に、ユキさんの子供を孕はらませるようにしましたが。

			　個人的には恨みがありますが、彼女の能力は私たちよりも上です。

			　ならば、利用させてもらいましょう。より優秀な子供のために、ルルア様は性処理道具にでもなってくださいな。

			　願わくば、ユキさんの一夫一妻の概念が消え、私たち全員を孕ませるいいきっかけになればいいのですが。

			　……みんなは、ルルア様に果した条件を名目上と捉とらえて、子供ができなくても生かすつもりでしょう。でも私としては、ユキさんの子供も孕はらめないような有害な生き物を匿かくまう理由がないので、殺したいと思っています。

			　こんな場に出ずに、夜、ユキさんの性処理を行っていればいいのです。

			　子供ができても私たちが育てます。ご心配なく。ユキさんの血が流れているので、大事に育てます。ルルア様は、そのまま首輪でもつけて一生部屋の中で過ごしてくださいな。

			　そんな、黒いことを考えていますと、ユキさんが私に意見を求めてきます。

			「……か。ラッツとしてはそうなのか。なあ、ミリーは、家ってどんな感じの所に住んでたんだ？」

			「私ですか？　ギルドに勤めていた時は、キルドの宿舎で３人の仕事仲間と同室でした。家族の家もありましたが、そこも特に変わりはないですね」

			「個人の部屋ってのは、なかったのか？」

			「いえ、個人の部屋なんて、余程の豪商か中～大貴族、王族のみに与えられる特権ですよ」

			　ユキさんは、何やら難しそうに考え事をしています。

			「エリス、ユキさんは何を難しそうにしているの？」

			　私は考え事に夢中で話を聞きそびれていたので、エリスにそれとなく聞いてみます。

			「何って……ああ、またエルジュ様かルルア様のことで思い悩んでたのね。分からなくはないけど、ユキさんのお話の方が大事よ？」

			「ごめん、気を付けるわ。で、ユキさんは？」

			「ユキさんは、これから来る奴ど隷れいや、護衛で駐ちゆう留りゆうする兵士に個室……というか、家族がいないのであれば、１人につき１部屋与えようと言っているのよ」

			「えっ、いくらユキさんが優しいとはいえ、それでは奴隷が図にのってしまいそうな……」

			　これから来る奴隷たちに、ユキさんの存在を伝えることは禁止されています。

			　ユキさんの存在は、私たちの胸の中に秘めなければいけないのです。

			　だから、ダンジョンマスターという名前を使って、奴隷たちに敬意や畏い怖ふの念をもって従わせるのは不可能です。

			　奴隷たちの管理は、まずは私たちが代表となって行っていかなくてはいけません。

			　ですが、個室を与えるというのは、それだけ身分の高い者が得られる特権です。

			　そんなモノを与えてしまえば、奴隷が奴隷という自覚をなくし、言うことを聞かなくなってしまいそうです。

			「そもそも、奴隷ってのは雇用するための口実だし、差別意識をなくすのに丁度いいんじゃないか？」

			「それは分かりますがね～。……ううん、今後、普通の難民が来たとしても、それがここの普通だと認識させればいいのですかね？」

			　ラッツさんが、ユキさんの提案をそう解釈する。

			「そうだな。この大陸の最下層である奴ど隷れいが１室与えられるってのが、差別意識を取り去るのにいいんじゃないか？」

			「しかし、ここで行う雇用制度や奴隷の扱いだけでも、しっかり差別意識を取り去るのに十分だと思いますよ、お兄さん？」

			　ラッツさんの言う通り、これから来るであろう奴隷たちは想像もしてないだろうが、ここは楽園のようなのだ。

			　個室でなくても寝る場所がしっかりあり、食事もある。奴隷としては、これでも厚こう遇ぐうなのだ。

			　床で丸くなって寝て、残飯を食べる。それが奴隷としての普通だ。そう思った私は、自分の意見を言ってみる。

			「ユキさん、奴隷は私たちのようにどこかの部屋にまとめて、４００人とはいきませんが、１００人？　50人？　ですごさせればいいと思いますが？　なにか個室に思い入れでも？」

			「ああ、なるほど。個室の意味が分かってないのか……。そうだな、みんなついてきてくれ」

			　そう言ってユキさんは、ラビリスちゃんを抱えたまま歩き出します。

			　正直、ラビリスやアスリン、フィーリアがうらやましいです。

			「おや、ここはダンジョンコアの部屋では？」

			　ラッツがそう言います。確かにここはダンジョンコアの部屋のはずです。

			　私たちが来た当初、触れないようにと厳命された場所です。

			　前は意味が分かりませんでしたが、コアをこのダンジョンの核としっかり認識した今、触ろうなどと思いもしません。

			「おう、ダミーだけどな。ま、そこは置いといて、こっちだ」

			「はぁ!?　お兄さん、このコア偽物ですか!?」

			「そりゃ、本物を分かりやすい所に置くかよ。といっても、このダンジョンの機能に関係ないだけでコアのひとつなのは本当だ」

			「……本物だけど、本物じゃないってことですか」

			　ラッツが驚きを通り越して、呆れています。……本当に抜け目のない人です。

			　そして、コアが置かれている左の壁が動いて扉が現れます。

			　……今いるこの部屋ですら、隠し部屋のようなものです。さらに隠し部屋ですか。

			　というか、この場所にたどり着ける冒険者などいるのでしょうか？

			　聞いた限り、ダンジョン内は今までのどのダンジョンよりも凶悪なトラップばかりでした。

			「ほい。ここが俺の個室ってやつだ。いらっしゃい」

			　ユキさんが扉を開いて、皆を招いている。

			「はい、お邪魔します」

			　私たちはそう言いながら、玄関に通されます。

			「あ、靴はそこで脱いでくれな。旅館と同じだ。スリッパでも履はいてくれ」

			　そうやって、私たちはユキさんの個室に通されました。

			　……そこは、私たちの理解を超えていました。

			「あ、あ、あ……ここは……」

			「なんとまぁ。あの旅館は、お兄さんにとっては一部というわけですか」

			　広さは宴会場などよりも狭いのですが、なんというか、とても綺き麗れいです。

			　私も色んな部屋を見たことがありますが、貴族御用達の宿とはまた違った綺麗さでした。

			　１つ１つの家具が豪奢ではなく、洗練されたような無駄のない形をしています。

			　その綺麗な机の上にはコピー用紙や、コールの画面が付いた変な物が置いてあります。

			　そして、壁に目をやれば本棚があり、そこには色とりどりの本が置かれています。

			　鮮明に描かれた風景画も飾ってあって、部屋の隅にはダンジョン地図が映された画面が見えます。

			「まあ、いろいろ珍しいモノが多いだろうが、まずは座れ。15人は多いが……ソファーに８人。テーブルの椅子の方に５人。あとはすまんが、床に座ってくれ。……部屋を拡張しといてよかったよ」

			　ユキさんに促うながされて、ソファーに座ります。

			　子供たちは、ユキさんに付き添って後をついて行きます。

			「そういえば、牛乳飲めないやつっているか？」

			　ユキさんはそう言って確認をとります。

			　なんときめ細やかな心遣いでしょう。

			「よし、じゃココアにでもしてみるか」

			　ここあ？　なんでしょうか？

			　しばらく待っていると、トレーにコップを乗せたラビリスたちがやってきました。

			「大丈夫か？」

			「お兄ちゃんは座っててください!!　アスリンはやくにたつんです!!」

			「です!!」

			「……ユキ、あきらめるのね」

			　ちょっと不安定ではあったけど、私たちにここあ（？）の入ったコップを配っていきました。

			　中身は茶色の暖かい……泥水？

			「見た目はともかく飲んでみろ。別に毒じゃねえから」

			　ユキさんの言葉に従い、口を付けてみると……。

			「甘いっ……!?」

			「ふぁっ!?　な、なんですかこれ!?　物凄く美味おいしいですよ!?　さ、砂糖でも入っているんですか!?」

			　口から言葉が出てきたのは、私とラッツのみ。他は目を丸くしながらも、また口を付けてここあを飲んでいます。

			「あ、もしかして、砂糖も高級品だったり？」

			「当然ですよ……」

			「はい」

			　本当にユキさんは底がしれない。

			「で、お兄さん。ここに連れてきたのは何が理由で？　ココアを飲ませたかったわけではないのでしょう？」

			「まあ、一環ではあるんだがな。この部屋を見て、どう思った？」

			「それは、なんというかお兄さんらしい部屋ですね」

			　ラッツさんがそう答えます。

			　私もそう思います。変に豪華にしていないのに綺き麗れいで、そして優しい場所に感じます。

			　１個１個の家具もこのコップも、ただ使うのではなく愛あい嬌きようがあるように思えます。

			　変なところに無駄のある、けど、気持ちのいい部屋。

			「そうだろう？　個室を持つと、自分の趣味で埋めたくなるもんだ。ミリー、ちょっとお姫様抱っこさせてもらっていいか？」

			「え？　え？」

			「時間がないんで、嫌だったらあとで謝る」

			　私は答える間もなく、ユキさんに抱えあげられる。

			　ああ、幸せ……。

			　そんな風に呆ほうけていると、何か「カシャッ」っと音がします。

			「ありがとう。大丈夫か？　嫌だったらごめんな？」

			「いえ!!　いつでも歓迎いたします!!」

			　私は、降ろされた後も頬ほおが赤かったと思います。

			　ユキさんは、机の上にあったモノを何か指で操作（？）しています。

			　そうすると、下にあった四角い箱が何やら紙の様なものを吐き出します。

			「ほら、ミリー。これは写真って言ってな、あー、なんて言っていいのやら、その場の風景を綺き麗れいに写してくれるモノなんだ」

			　そうやって、私にそのシャシンを見せてくれます。

			「あ、こ、これは、さっきの私と、ユキさん!?」

			　そのシャシンには、先ほどの抱えられた私とユキさんが映っていました。

			　彼はそのシャシンに目を向けていますが、私はその時動揺していたのもあって、ユキさんの顔をぼーっと眺め続けました。

			「これは、また凄いですね～」

			「……うらやましいわ。私もシャシンを作って」

			　シャシンをのぞき込んだみんなは、賞賛とともに口々に自分も欲しい言います。

			「ミリーは、さっき個室に思い入れがあるのかって聞いただろう？」

			「はい」

			「こういうのは、自分の部屋にこっそり飾るものじゃないか？　それとも、誰にでも見られていいものか？」

			「……ちょっと、友人でもない人に見せたくはないですね」

			　だって、そのシャシンの私は、ユキさんに見み惚とれているんですから。

			　ああ、恥ずかしいのに嬉しい。シャシン……素晴らしいモノです!!

			「でだ。個室があることで、写真を飾ったり、自分の趣味の物を集めたりするだろう。そしたら、給与がダンジョン内で循環するだろう？」

			「ああ、そういう狙いですか。確かに、雇用しておいても支払ったお金を使ってくれなかったら、資金の調達が厳しい私たちは、枯こ渇かつしてしまいますからね。私は個室に納得しましたよ」

			　ラッツが、うんうんと納得する。

			「ミリーはどうだ？」

			「文句なんてありません!!　あと、このシャシン、もっともらえませんか!!　個室も欲しいです!!」

			「いや、同じ写真があっても仕方ないだろうに……。個室に関しては旅館にあるぞ。もとより、みんなには個室に住んでもらう予定だったからな。旅館に戻ったら、どの部屋がいいか話し合って決めてくれ」

			　そのあと、全員がユキさんとシャシンを撮って個室に飾ることになりました。

			　みんなで撮ったシャシンは、旅館の玄関に飾られることになります。

			　やはり、ユキさんが目指すものはとてもいいものだと思います。

			　私は、貴方あなたのために何でもしましょう。

			　ですから、願わくば、優しいその貴方の顔が歪ゆがむことのないよう……。

			　

			　あ、そのあとで発見したユキさんの本棚にあった女性の裸が大量に映った本は、趣味であろうが私たちの判断で破り捨てました。

			　ユキさんの表情は歪んでいましたが、あれは趣味に含まれないと判断します。

		

	
		
			第38掘：狼娘も活躍する

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　初めまして、トーリです。

			　今回は私の視点で、ダンジョン運営のお話を進めていこうと思います。

			　と、そうは言いましたが、現在、ユキさんが議題にしている住人たちのお部屋については、ラッツさん、エリスさん、ミリーさんが主体で、あまり私たち獣じゆう人じん族や子供たちは参加できていません。

			　私としてもユキさんには感謝しているので、なんとかお手伝いしたいのですが……あまり頭がよくありませんので、こういったことは不得手です。

			　こう、体を動かすことは得意なのですが。

			「ねえ、トーリ。僕たちも何か言った方がよくないかな？　ユキさんに使えないって思われるのはいやだよぅ」

			　猫人族のリエルが猫耳をぺたんとさせて、私に相談してきます。

			　彼女も、彼女なりにユキさんの手伝いをしたいのでしょう。

			「うーん。でも、エリスさんたちがしっかり話しているし、私たち、なにかいい案言えるかな？」

			「……でも、でも、……僕は腕っぷしに頼る仕事のが得意だけど、それ以外もお手伝いしたいよ。ユキさんのことだけじゃなくて、エリスたちだけに任せるのも違うと思うんだ」

			　リエルの言っていることは、よく分かる。ユキさんは適材適所と言って、私たちには私たちに相応しい活躍の場があるから、ここで活躍できなくても何も問題ないと言ってくれていた。

			　そう言いつつも会議には参加させてくれて、私たちに意見を言う場をくれているのだ。

			　だからこそ、こういう時にお手伝いできないのは悔しい思いがする。

			「ねえ、カヤは何かいい案ない？」

			　そう言って、リエルは今までのんびりココアを飲んでいたカヤに声をかけます。

			　カヤは狐人族で、私たちとは違い魔術を主体とした戦いを得意とするタイプです。

			　何か別の視点から、いい案が出るのでは……と、私も期待します。

			「……ない。もう、個室を用意するつもりで話がまとまってる。ここは下手に口出すと、話が振り出しに戻る」

			　カヤは喋しやべるのがあまり得意ではないみたいだけど、話はしっかり聞いてるようで、これ以上口を出すべきではないという考えのようだ。

			「カヤもダメかー。僕は個室もいいと思うけど、ここのみんなとなら、一緒の部屋でも別に何か恥ずかしいこととかあまりないんだよな～。特に、トーリとカヤって獣じゆう人じん族だしねー。変なことしても、習性だって納得してくれるでしょう？　というか、トーリとは今更だし」

			「……私もそう思う。だけど、個室の方が便利なのは確か。この写真は、自分の部屋に飾っておきたい。……宝物」

			　リエルの言うことも分かる。実際、今まで一緒に過ごしてきたのだ。別に文句はない。

			　だけど、カヤの言うように、先ほどユキさんにもらった写真は個人の部屋に飾りたい。

			　私とユキさん、私とリエルとカヤ、私とみんな、私とアスリン……。

			　写真の組み合わせは、いろいろだ。私の写真だけで10枚はある。これを全部、みんなと一緒の部屋に飾るのは迷惑だろう。

			　それに、もし間違って捨てられたり、クシャっとされたら怒りそうだ。

			　だけどリエルは、やはり皆でいる部屋を捨てがたいようで、私に向かって言う。

			「う～ん。でもさ、僕たちはこうやって、自分の個室だけで保管したいものがあるから、個室の方がいいんでしょ？　ここに初めて来る人は、そうじゃないんだし……」

			「……それは、ユキが言った。これから個人でいろいろ買い物とかしてもらって、個室の便利さを味わってもらうって」

			　あれ？　そういえば、アスリンたちもこれからは個室に１人で暮らすのだろうか？

			「あの、ユキさん。聞きたいことがあるんですが」

			「ん、トーリ、なんかいい案があるのか？」

			「いえ、個室を私たちにもくれるって言ってたじゃないですか。それって、アスリンたちもですか？」

			「ああ、当然だ。アスリンたちも１室ずつあるぞ」

			「それって、ユキさんはもう、アスリンたちと一緒に寝ないってことですか？」

			「そりゃ、個室があるんだしな。一緒に寝る理由がないだろう？」

			　当然のようにユキさんがそう返すと、アスリンたちの表情が固まった。

			「い、いやでずぅぅ!!　お兄ちゃんといっじょにねまずぅぅ!!」

			「兄様、個室なんでいりばぜん!!　いっじょがいいでずうぅぅ!!」

			「……あーあー。ユキ、もうちょっと言い方を考えた方がいいわよ」

			　見てられないといった調子で、ラビリスが言う。アスリンとフィーリアは号泣している。ユキさんにしがみ付きながら……。

			「ごめん、ごめん。ほら泣き止めって。一緒に寝るのはいいから。別に、自分の部屋があるだけで、俺の部屋に来るなってわけじゃないからな」

			　ユキさんがそう言って、アスリンとフィーリアの頭を撫なでて落ち着かせる。

			「ええっと、私が原因ですけど、ちょっと聞いて欲しいんですが。アスリンたちのような子供たちに、無理に個室を与える必要はないと思うんですよ。今まで過ごしてきた相手と一緒の方がいい場合もありますし」

			　私がそう言うと、エリスさんが何かを察したように、ユキさんに話しかける。

			「……なるほど、トーリさんの言うことももっともですね。私たちも個室の利点を聞いて賛同しましたが、今の共同部屋が嫌かと言えばそんなことはありません。個室は、希望する人に与えてはどうですか？」

			「そうだな。アスリンたちみたいな子供も来る予定なんだ。そういうまとめて生活する空間も必要だろうな」

			「それなら、お兄さん。個室は家賃を取る形式で与えては？　ある意味、ちゃんと働いてる特権になりますし、好いた人同士で住むのにも必要でしょう。まあ、完全に個人用と家族用に分かれることになりますが」

			「そうですね。ラッツの言った方法に賛成です。個室は今後の目標みたいなものに据えてもらって、最初は、私たちみたいな共同部屋を与えて、ここでの暮らしやルールを教えるのに使えば便利だと思います。個室に移動したがらない人は、そのまま、その共同部屋にいてもらって、新しく来る住人の指導役になってもらえばいいかと」

			　ラッツさん、エリスさんが、私の話をきちんと整理して伝えてくれます。

			　こういう会議は本当にありがたいです。私みたいな学がない者でも、しっかり意見を聞いてくれます。

			「お兄さん。それと、わざわざ３００人に合わせた家屋建設よりも、今後を考えて１０００人は収容できる個人部屋や、共同部屋を作るべきでは？」

			「それもそうだな、ラッツ。あまり大きく作り過ぎると管理が行き届かないけど、そのぐらいなら、これから来る人たちに掃除をしてもらえばいいわけだしな。トーリ、意見を出してくれてありがとうな。やっぱり、みんなで協力した方がいいって証拠だな」

			　ユキさんはそう言って、私の頭を撫なでてくれます。

			　アスリンたちみたいな子供ではありませんが、ユキさんがしてくれるのです。否などありません。

			　あ、耳のそこは……きゅぅぅ～ん。

			　そういえば、先ほど泣いていたアスリンたちは、どうしたんでしょうか？　

			　泣き声が聞こえなくなっています。

			「……アスリン、フィーリア。私の言うことを聞けば、ずっとユキと一緒に寝られるわ」

			「本当ですか、ラビリスちゃん!!」

			「兄様とずっと一緒!!」

			　ああ、ラビリスがアスリンたちを宥なだめていたんですね。

			「その方法はね……ユキのお嫁さんになればいいのよ!!　ユキの赤ちゃんを産めれば、なお一緒にいてくれるわ!!」

			「なります!!　私、お兄ちゃんのお嫁さんになります!!」

			「私も、兄様の赤ちゃん産みます!!」

			「いい返事ね。その気持ちがあれば、きっといいお嫁さんになれるわ」

			　そう言って、ラビリスはほくそ笑んでいます。

			　度々思うんですが、ラビリスは黒いですよね。

			「ちょ、ラビリス。なにアスリンとフィーリアに教えてんだ!!　まだ、何もしらない子たちに……」

			　ユキさんが言い終わらないうちに、２人が胸を張って言います。

			「お兄ちゃん、バカにしないでください!!　赤ちゃんの作り方ぐらい知ってます!!　お兄ちゃんのピーをズキューンでバキューンするんです!!」

			「そして、兄様のピーをピーしてズギャンでドカーンです!!」

			「なんで、そんなこと知ってるんだよ!?」

			「……ユキ、女奴ど隷れいは基本的にそれ目的なんだから、小さい子供でも知ってるわよ？　教育されてるんだから。買った相手に失礼のないようにね」

			「ぎゃー!!　ラビリスよ、妙にリアルな話でいやですよ!?」

			　そう恥ずかしそうに答えるユキさんは、変なところで純真と言いましょうか、綺き麗れいと言いましょうか。

			　何ででしょう？　奴隷とは本来そんなものですが。そこで、脱線した会話を軌道修正しようとラッツが仕切り直します。

			「お兄さん、そんなことで時間をつぶさないでください。トーリの意見もまとめて、さっさと家屋建設計画をまとめますよ。セラリア様の来るまでの15日間に、やることは沢山あります。家屋建設の序盤で、いちいちつまずかないでくださいな」

			「そうですね。アスリンたちの頑張りには期待しますが、今は移民の準備を整えるのが先ですよ」

			「あれ？　エリスもアスリンとフィーリアの言葉はスルーというか、賛成してる!?」

			「……？　否定のしようがないのですが？　無理やりならともかく本人たちはヤル気ですし、あとはユキさん次第でしょう？」

			「ほら、お兄さん。ここから出て、３階層の視察に行きますよ。少なくとも３日後までには作らないと、いろいろ間に合いませんよ」

			　そう言ってラッツとエリスさんが、ユキさんを引きずって行きます。

			　私たちも、それに続いて部屋を出ます。

			　移動中、リエルとカヤが私のことを褒ほめてくれました。

			「やったね、トーリ。僕たちも役にたったじゃん!!」

			「……トーリ、凄いわ」

			「ううん、２人がいろいろ考えてくれたから私も思いついたんだよ。これからもよろしくね」

			　ユキさんが言うには、私たちの出番はまだ先らしい。

			　これからが、本番だ。

			　ユキさんの言った幸せな場所を創れるように頑張らなくては。

		

	
		
			第39掘：職業聖女とただの聖女

			　

			　ｓｉｄｅ：ルルア

			　私は今、旅館にあるユキ様の部屋へ来ています。

			　彼女たちの条件を満たすために。子作りをするために……。

			　でも、そこにはアスリンちゃんにフィーリアちゃん、そしてラビリスにラッツもいます。

			「まーた、しつこいな。建前と言っただろうに。なんで分かってて来るんだ？」

			　ユキ様は、私に条件を満たす必要はないと言います。

			「いえ、ユキ様。貴方あなたは勘違いをしています」

			「なにを？」

			「ラビリスやラッツは建前と納得していますが、ミリーさんとカヤさん……あの２人は、条件が達成できなければ、私を殺すように言うはずです。貴方が止めようとしても、無駄です。彼女たちは、貴方に惚ほれているわけではない。ただ、丁度いい代替です。失ってしまった幸せの替わり。そして、貴方は彼女たちの代わりに、私を汚す必要があるんです。そうしなければ、彼女たちは壊れてしまう……」

			　私がそう説明すると、ユキ様は真剣な表情になります。

			　当然です。彼は楽観視している。

			　人の心とは簡単なモノではないのに、奴ど隷れいから解放しただけで、彼女たちは自分の言うことを聞くはずだと勘違いしてる。

			　結局、ユキ様も、ご自身で言ったようにただの人なのです。

			　今の状況では、このダンジョンの協力体制は近いうちに、ミリーさん、カヤさんを中心に、私という異物のせいで壊れてしまうでしょう。

			「はぁ、で？　つまり、ミリーたちを納得させるためには、俺がルルアと子供を作る必要があると？」

			「はい、彼女たちの望みは、私が人としての尊厳を汚されることにあります」

			「俺が、汚す役ねぇ～。俺としては、好きな女性しか抱きたくないんだが」

			　そう言って、ユキ様はラビリスとラッツさんを両腕で１人ずつ抱きしめます。

			　なんというか、不思議な光景です。

			　ユキ様は、普段は彼女たちの好意をなるべく受け流すようにしているのに、今日は積極的です。

			「……ルルア様も大たい概がいね。……ユキがそんな理由で子供を作るわけないでしょ」

			「そうですねぇ～。お兄さんを、そんな風に見るとは。まあ、ある意味、リテア聖国のトップを降ろされたのは当然かと」

			　２人の言ったセリフが最初、理解できませんでした。

			　しかし、少し時間がたつにつれて頭が理解し始めました。

			　なぜ、今、そんなことを言う必要があるのかと？

			　なぜ、私は侮ぶ辱じよくされなければいけないのかと。

			　私は、こうするしか道がなかったのに。

			　ここの皆さんの秩ちつ序じよと平穏のために、この身をユキ様に捧ささげると言っているのに!!

			「……ユキ、興が醒めたわ。ルルア様にご説明でもしてあげて」

			「アスリンちゃんやフィーリアちゃんは、私が運んでおきますから、心おきなくやってくださいな。お兄さん」

			　２人とも名残惜しそうにユキ様の傍から離れると、アスリン、フィーリアを抱えて部屋の外へと出ていきました。

			「……ユキ様、ご説明願えますか？」

			　私は２人きりになった部屋でしばらく黙っていましたが、思い切って沈黙を破りユキ様に声をかけました。

			「ここまできて、まだ自覚なしか。……そろそろ、その〝様〟をつけるのをやめろよ。いい加減、その敬意も愛もない、気持ちのこもってない言葉をかけられても、萎なえるだけだっての」

			　ユキ……さんの、その私を犯す気のない発言で、心が乱れていきます。

			　なぜ……私のこの体は、女性としてはとても優れているはず。

			　容姿だって、教養だって……。

			「なっ!!　これは、貴方あなたに敬意を表してつけているのです!!　そんなに私を否定して、何が楽しいのですか!!　私を、このままミリーさんたちに殺させるつもりですか!!　死にたくない!!　死にたくないんですよ!!　貴方に媚こびを売ってでも生きていたいのは、ダメですか!?　ほら、私の胸大きいですよ。揉んで好きにしてください!!　……お願い、私に子供を孕はらませて」

			　彼の目の前で裸になって懇こん願がんします。
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			　ミリーさんたちに条件を突き付けられて、もう４日目。

			　セラリア様との話が済み、移住してくる移民たちの家屋は設営が終わり、他の設備の設営にも取り掛かっているところ。

			　でも、私はいまだにユキさんの精を受けては……いえ、１度も性欲を向けられてはいない。

			　このままでは、私は確実にミリーさんに殺されるでしょう。直接的ではなくとも、ここから追い出されたり、間接的に……。

			「ルルア、お前はこれから何をするつもりなんだ？　いや、なんのために生きるつもりなんだ？　今、俺が言えるのは、ルルアが生きるために子供を作っても意味がないってことな。分かるか？」

			「どういう……ことですか？　私がユキ……さんの子供を孕はらめば、安全は……」

			「とりあえずだ。ミリーたちが完全に納得するわけじゃない。一時しのぎもいいところだな。なんだ？　まさか子供を孕はらめば、ミリーたちとの関係がすべて改善されるとでも思ってるのか？」

			「それは……」

			　そんなわけない。簡単に改善されるわけない。でも、そうしないと生き残れないから、好きでもない男の子供を孕むなんて選択をとった。

			「……はぁ、ルルア、お前は能力があっただけなんだな」

			「何をっ!!　私がどれだけっ、どれだけ積み重ねてっ!!　聖女の座についたと思っているんですか!!」

			「おう、だから能力はあったんだよな」

			「……何が言いたいんですか」

			「ルルア、転んだことってあるか？　あれって結構痛いんだわ。下手すれば、膝を擦り剥むいて血が出てな、子供の頃は大泣きしたっけ」

			「私が、転んで血を流して泣いている子供とでも言いたいんですか？　ふざけないでください!!　そんなのと比較になると思っているんですか!!　私は、わだじは、祖国に斬って捨てられたんですよ!!　なんでっ、私がこんな目にっ!!　助けてくださいよ!!　ねぇ!!　助けてよ!!」

			　目から涙があふれます。もう止まりません。

			　今までため込んでいたものを、ユキさんに投げつけるように吐き出します。

			「同じだよ。いや、ある意味。痛みをこらえて、泣かずに立ち上がる子供もいるんだ。その方がよっぽど立派だろうよ。そもそも、子供と比較されている意味に気が付け。ルルア、お前だって分かってるだろうに。今するべきことは、俺との子供を孕はらむことじゃないってことに。

			　いい加減、お前も１人で立ち上がる意味に気付けよ。エルジュは、誰に言われなくとも行動に移すぞ？　ルルアは知らないだろうがな、エルジュもミリーに会った時は、そりゃ酷ひどい罵ば声せいを浴びせられたもんだ。その時、エルジュは何をしたと思う？　頭を下げたぞ。ごめんなさいってな。ありゃ、誰にでもできることじゃない。まさにエルジュだからできる芸当だろうよ。エルジュをセラリアが大事にするわけだ」

			　エルジュ様にも、そのようなことがあったのですか……しかし、私はミリーたちの要求を受け入れることで責を果たし……。

			「いい加減、悲劇のヒロインを気取るのはやめてくれ。いや、悲劇のヒロインの方が、まだマシか。助けに来てくれた王子様の手を握り返すくらいのことはするんだからな」

			「……謝るなんて……エルジュ様のようにいくとは限りませんし、そんな度胸は私にはありません」

			「だろうな。ルルアはエルジュじゃない。そして勘違いしてるようだが、エルジュはミリーたちに許されたわけじゃない。それはお前も知ってるだろう？　この前の会議中に、エルジュがミリーたちに必死に頭を下げたのを」

			「エルジュ様も、贖しよく罪ざい中であると？」

			「……後ろ向きな答えをありがとう。まあ、正しい回答はエルジュに聞いてみな。やってる本人だから、本当の答えを教えてくれるだろうよ」

			「……何が言いたいんですか。私はエルジュ様じゃない!!　怖くて謝るなんてできるわけがない!!　下手に機嫌を損ねれば、いつ追い出されてもおかしくないんですよ!!」

			「だから、言っただろう。悲劇のヒロインを気取るなって。ルルアがやってるその役は、ここのメンバーならミリーやカヤ、ラビリス……ほかにもいっぱいいる。けど、そのみんなは、悲劇のヒロインなんぞやってないぞ。特に、ミリーは泣き叫びたいはずだ。でも、そんなことしない。なんでか分かるか？」

			「……そんなことをしても、何も変わらない」

			「そうだ。結局な、助けてくれる存在がいても、本人がその手をつかまなきゃ意味がない。ルルア、ここ数日のお前は泣き叫んでいただけだよ。やれ、不幸だ。やれ、仕方がないんだってな。ルルアは、生きるために子供を作ろうとしたんじゃない。生かしてもらうために、子供を作ろうとしたんだ。この言葉が同じように聞こえるなら、末期だぞ？」

			「……私がやるべきことは、子供を孕はらむことではない、と？」

			「今日はそれだけ分かりゃいいか。とりあえず、抱く抱かないの状況じゃねえから、大人しく自室に戻れ」

			　私は結局、脱いだ浴衣を軽く羽織り、部屋をトボトボと出ていきました。

			　しばらく、廊下で呆ほうけて……いえ、考えていたのですが、頭の中がごちゃごちゃでまとまりません。

			　私が取るべき行動は、ユキさんの子供を孕はらむことではない……。

			　なら、なんだろう？

			　このまま約束を違えて、このダンジョンから放り出されるのだろうか？

			　いや、それだと、私がこのダンジョンを他に広める可能性がある。

			　なら、指定保護を解除して殺害し、ＤＰにするのだろうか……。

			「あっ」

			　浴衣が足に引っかかり、廊下で転んでしまいます。

			「いたい……？」

			　膝から血を流していました。小さな傷です。取るに足らない。

			「あれ、ルルア様？　大丈夫ですか？　今、治療しますから」

			　暗がりの廊下から、優しげな声音と共にエルジュ様が現れました。

			「ヒール。これで良し。イタイイタイのとんでいけーって、すいません。子供じゃありませんよね」

			　エルジュ様は、照れたように謝ってきます。

			「いいえ、助かりました。しかし、そのイタイイタイというのは？」

			「ええとですね。小さな子供って、傷を治しても結構泣き続けるんです。子供は痛いことだけが泣く理由ではないんです。泣いたことに泣いてしまうとか、お父さん、お母さんに叱られたことや、心配させたこととか、もう他にいろいろですね。ルルア様は、そのような経験は？」

			「いえ、私は治療院での仕事などは、業務作業だけでしたので……その」

			「子供が治しても泣き止まないことってありませんでしたか？」

			「ありましたが、傷は治っているのでそのまま次の人に……」

			「ああ、ルルア様はリテアの聖女様ですからね。そこまで時間をとるわけにはいきませんね」

			「今となっては、〝元〟が付きますが。で、その話は、どういった意味でしょう？」

			「あ、すいません。子供って傷が原因で泣いているんです。頑張ったね。なんてのは、ほとんど意味がありません。大事なのは、傷が治ったと教えてあげることなんです。だから、イタイイタイのとんでけーっていうと、実際、治ってますし、治っていなくても治ったと勘違いをします。そしたら、泣く理由がないので笑顔になるんです。まあ、そのあと親御さんに叱られて、また泣いたりする子も結構いましたが」

			「そういうことですか。気の持ちようというわけですね？」

			「はい、多分そういうことだと思います。ですけど、大抵治してあげた子は、その次の日にはまた膝を血まみれにしてるんです。でも、泣いたりしてないんですよ。みんな笑顔で、エルジュ様に治してもらうんだって言うんです。怪け我がを増やされても困るんですけどね」

			　エルジュ様は、その場面を思い出したのか苦笑いをしています。

			「もう、あれから随分たちました……。あの子たちが、どうか戦火に巻き込まれていませんように。願わくば、あの笑顔のままいられますように。いつか、あの子たちにもらった大切なモノを返せる時が来ますように」

			　そうやって、エルジュ様はダンジョンの偽物の月に祈りを捧ささげます。

			「……大切なモノ？　その子供たちから何かもらったのですか？」

			　私はエルジュ様の言葉に、素朴な疑問を感じて聞きました。

			「はい、とても大事なモノをいただきました。転んでも泣かずに立ち上がる……立派な子供たちに。彼等にとっては怪我をすることは、初めての経験が多いのです。それは、今までで一番の恐怖、そして痛み。だから泣くのです。だけど最後は、どの子も自分の足で立ち上がって歩くのです」

			　彼女は一呼吸おいて、さらに続けます。

			「……私は自分の短たん慮りよのせいで、ルルア様やリテア聖国、ロシュール国、ガルツ国に多大な迷惑をかけました。以前は、自分の不幸を呪いました。なぜ自分だけが、こんな目に遭うのかと。でも、モーブさんたちやミリーさんたちに会って、それはただの自己満足だと気が付きました。そして、ユキさんには散々叱られました。

			　それだけあって、ようやく……気が付きました。私は転んで怪け我がをして立ち上がれないただの子供だと。まだ、私にできることは何なのか分かりませんが、それでも自分のできることを探していこうと思っています。

			　泣き叫ぶのはやめました。泣く暇があるなら、いっそこのダンジョンの暮らしを豊かにする手伝いをした方がいいと思いました。ミリーさんたちは嫌だったでしょうけど、このまま何もしないでいるのは、今まで立ち上がった子供たちに示しがつきません。後ろ指をさされたくはありません。怪我をして立てない聖女様だと」

			　エルジュ様のお話を聞いて、自分とは考えていることがまるで逆だと思いました。

			　なんて、眩まぶしい生き方だろうと。

			　結局のところ、私がしていたのは一貫して命乞いなのだ。

			　対してエルジュ様は……。

			「私は、取り戻せないことを嘆くのはやめました。これからは、未来を作る手助けをできうる限りしたいと思います。子供たちだって、怪我したことをいつまでも引きずってはいませんからね。新しい楽しいことを始めるのです」

			　贖しよく罪ざいが後ろ向きな答えですか……。

			　なんというか、私が甘いというか、これが清も濁も併せのむというやつでしょうか？

			「ルルア様？　私、やっぱり変ですか？　この考え方」

			　エルジュ様は、困ったような表情をこちらに向けています。

			　しっかり返事をしてあげないと。

			「とてもご立派です。そうですね、エルジュ様の言った通りです。子供でも立ち上がれるのです。私たちが蹲うずくまっているわけにはいきません。明日も頑張りましょう」

			「はい!!」

			　

			　まったく、ここまでしっかり勉強してきたつもりですが……お隣りの光が眩まぶしすぎていけません。

		

	
		
			第40掘：自分勝手

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			　ルルア様がエルジュ様と話をしているのを聞き届け、私とラビリスちゃんはお兄さんの部屋に戻ってきました。

			「お兄さんの予定通りです。わざと転ばせたら、怪け我がを治したあとでエルジュ様があのお話をしていました」

			「……ユキ、そんなに急ぐ必要はあるの？　ルルア様はまだ心の静養が必要。誰だって弱音は吐くもの。私は、ユキにあんなこと言われたら、首吊って死ぬわ……」

			　そう、いくらなんでも急ぎ過ぎだと私も思いました。

			　ルルア様がここに来て、まだ１週間ほど。祖国を追われた彼女に、この仕打ちはいかがなものかと。

			「彼女がただの貴族や小娘なら、それでよかったんだろうがな」

			　お兄さんは珍しく、お酒を飲んでいます。

			　彼は酔うことがないらしいのです。飲めば飲むほど余計飲みたくなって、結果、翌日吐き気に襲われるので、酒は基本敬遠しているそうです。

			　……どこまで本当かは分かりませんが。

			「ミリーたちが提示したあの条件も、あんまりなモノです。なるべく私たちが間に入って、緩かん衝しようになって時間を稼いでいるのに、心の整理のつかないまま立ち直れなどと……。納得のいく説明を聞きたいです。お兄さんの言うように、彼女が貴方あなたに盲目にならないためにも」

			　私はお兄さんに、ルルア様への仕打ちの説明を求めます。

			「……ルルアにその気があるなら、リテア聖国に戻って復権してもらう。その期限が近いから、自然と自分自身で回復するのを待っている余裕がない」

			「なっ!?」

			「ユキ、本気!?」

			　私はおろか、ラビリスちゃんさえも驚いて声を荒げています。

			　まさか、わざわざ死亡する可能性が最も高い所に、彼女を送り帰すつもりだったとは。

			「あのままじゃ、ここにいても近いうちに死ぬぞ。自分を可哀想かわいそうなんて言ってるやつは、自分から進んで不幸に飛び込む傾向が強いからな。ミリーたちの際限のない要求の上乗せ。そして、それで自分の不幸を噛みしめるルルア。果てはここから追い出されるか、自殺かだよ。

			　まったく、生きるために子供を作るならともかく、生きたいがために、仕方なく子供を作るなんてやめてくれ。俺は、わざわざ生まれてきた子供に、お前はお母さんが生き残るための手段だったとか、お母さんは無理やり犯されたあとに自殺しました、なんて言いたくないぞ」

			　お兄さんの言いたいことは、分かります。

			　冒険者をしていた頃、盗とう賊ぞく団を壊かい滅めつするクエストに関わったことがあります。

			　やはりというか、道具のように犯されていた女性たちが沢山いました。

			　助けたうちの半数は、大体１か月もしないうちに自殺を選んでしまいました。

			　……自分が血を分けた子供を置き去りにして。

			　私には理解ができなかったので、生き残った女性に話を聞きました。

			「なぜ、彼女たちは自殺を選んだのか。そして、なぜ貴女あなたは死を選ばなかったのか」と。

			　その彼女も助けられた直後に出産しており、その子を腕に抱いて私の不ぶ躾しつけな質問に答えてくれました。

			「私には、彼女たちの自殺の理由はハッキリと分かりません。ですが、きっと自身の心と折り合いをつけられなかったのだと思います。私も男たちに嬲なぶられ、この子を授かりました。今でも、この子を見ると思い出します。……子供を残して逝いってしまった人たちは、それに耐えられなかったのでしょう。

			　でも、私は……この何の罪のない子供を残していくのは嫌です。望まれた子ではなかったとはいえ、それでも生まれて来たんです。私が唯一、この手にしている確かな温もりなんです。逆に、私はこの子がいるからこそ、生きていこうと思います」

			　結局のところ、生きる人は生きようとする意志があるのです。死を選ぶ人は生きる意志がないだけ。

			　せっかく生まれた命や、助かった自身の命を次につなげることなく、不幸という檻おりに閉じこもってそのまま死へ向かうのです。それを理解したうえで、私は尋ねます。

			「……ルルア様をあえて挑発して、自殺に準ずることを回避したのは分かりました。しかし、なぜリテアに戻すなどと」

			「さっきも言ったように、彼女がただの貴族の娘やただの小娘なら問題なかった。ルルアの立場は、なんだったか覚えてるか？」

			「ルルア様は、リテア聖国の元トップであったお方ですよね」

			「そうだ。そして、このダンジョンで抱え込むには、ちと荷が重すぎるのは分かるな？」

			「はい。しかし、表さえ出なければ、ひっそりと暮らしていけるのでは？」

			「そうだな、ひっそりと暮らすなら何も問題はない。でも、彼女は交渉してしまった。ただのなんの力もない小娘としてではなく、情報を俺たちに売り込むという方法をとって。さらに、俺たちのダンジョン運営に口を挟んでいる。これはどういうことか分かるか？」

			「……っつ!?　彼女は、ルルア様は、まだ為政者であろうとしている？」

			「そうだ。まだルルアは、リテアの聖女としての矜きよう持じを残している。意識はしてなかったみたいだけどな。さっきの話で取り乱していたし、無意識にまだ残ってたんだろう。本当に彼女がこの場で助かりたいのならば、もう二度と為政者としての立場をとってはいけないんだよ。その方が、何も軋あつ轢れきを生まないし、ミリーたちにも反省していると思われるのにな」

			　そう……です。ルルア様が本当に安全にここで暮らしたいのであれば、もう為政者としての意見を言うべきではないのです。

			　ルルア様が手腕を振るえば振るうほど、このダンジョンにルルア様の手が加わるし、表に少なからず出ることになる。

			　それは、このダンジョンを同時に危険にさらすこと。

			　それは、私たちにとって避けるべき事柄。だから、ミリーは特に反発した。

			「だが、ルルアは自分が聖女であったことを盾にして、この運営に加わってきた。このダンジョンだからよかったものを、これがロシュール国やガルツ国、果てはただの民家だったらどうなるか」

			「……今は、両国ともリテアとの同盟が結ばれています。ルルア様を他国が保護したならば、即座に送り返すか殺してしまうでしょうね。国としては、それが一番利益がある。一般家庭については、考えるのも愚おろかしいですね。ルルア様のここでの行動は、助けてくれた家庭に身分を隠さず宣言をしたあと、自分が原因でこの村が潰れるかもしれないけど村の発展には協力する、などと言っているようなものです」

			　お兄さんの質問に答えつつも、自分でも眩暈めまいがしてきました……。

			　本来、彼女はどこに行っても、もう自分の正体を知られる行動をとってはいけないのです。

			　……聡明な彼女が、それを理解してないはずが……。

			「……なるほど。それで無意識なんですね。あわよくば、まだ私はリテアに戻れるとルルア様は思っているわけですね。けどそれは、現状では言うことは疎おろか考えることも憚はばかられる」

			　なんという我わが儘まま。いや、我儘だとどこか理解しているから無意識なのでしょうか？

			「そういうこと。まあ、絶対ってわけじゃない。たぶん、ルルアはどこまでのラインなら許されるのかを無意識に探っている。わざわざミリーたちと溝を深める行動をとったり、自分が自殺するかもしれないと思わせる行動をとってな」

			　だから、お兄さんは、まずルルア様の自殺という結末を嫌って、その手を早急に潰そうとした。エルジュ様から聞いた〝いい話〟を利用して、わざと怪け我がをさせて、エルジュ様との会話に持ち込んだ。

			「お兄さんは……ルルア様が復権できるように、手伝おうというわけですね？　時間がないというのは……まさか」

			「ルルアが来てから１週間。隣国のリテア聖国までは足で約１か月。馬で10日。早馬ならもっと早いだろう。つまり、リテアの上層部では、もうほぼルルアを死亡認定しているだろうな。わざわざ、護衛の大半を強硬派で固めたんだ。死亡報告を聞かなくても、ルルアが戻ってこないのなら、もう死亡したと処理できるだろうよ。まあ、適当にルルアの私物でもどっかから持ってきて、死んだと伝えているだろうな。さて、ラッツ、ここで問題だ。なんでルルアは、暗殺されそうになったと思う？」

			「それは、前にも話が出ましたが、ルルア様の権威や能力が強すぎたから邪魔になった……!?　つまり、こういうことですか!?　まだ、リテア聖国にはルルア派とはいかないまでも強硬派に属していない派は閥ばつが存在していると!?」

			「そういうことだ。完全に強硬派が全権を握っているなら、ルルアがあっさり降ろされたところで、訴えも何もなかっただろうよ。わざわざ殺す必要があるのは、強硬派に属さない派閥を降ろすためだ。さて、ここでルルアを始末したと思っている連中が、最後の仕上げに入っているところに、生きているルルアが現れて暗殺云々を言えばどうなるでしょう？」

			「それは、一気に立場が逆転しますね。強硬派は、ルルア様がいないところでリテアの主導権を握ろうと画策したのに、ルルア様が現れて自分の暗殺計画を暴露すれば、一気に流れが傾くはずです。むしろ、これ幸いと強硬派の中でもルルア様につく者が現れるでしょう。大義もくそもないのですから」

			　しかし、それは上手くいけばだ。

			　そこまで持っていくのに、どれほど手札が必要でしょうか？

			「しかし、お兄さん。ルルア様のために、なぜそこまでするんですか？　これは、失敗する確率の方が高いと思うのですが」

			「ん？　誰も、ルルアのためなんて言ってないぞ？　これは失敗しようが成功しようが、俺にとってはどっちに転んでもいいんだよ。例えば、ルルアが最悪リテアに赴おもむいて死亡したとしよう。そうなれば、ミリーたちの鬱うつ憤ぷんは晴れるだろう。逆に成功すれば、リテアのトップに返り咲くかどうかはしらんが、かなり立場が上で復権できるはずだ。そうすれば、大義名分をもって彼女にこのダンジョンへの援助をさせられる。私は、このダンジョンに助けられたってな」

			「また、酷ひどいですね～。お兄さん。いい加減、本心は違うのにわざと自分勝手なフリをするのはやめてくださいな」

			「……本当にね。正直に、ルルア様を助けたいって言えばいいのに」

			　ラビリスも私に同調する。そう、お兄さんはルルア様を助けたいだけなのだ。

			　本当にどっちでもいいのなら、面倒なことを支援する必要はない。

			　全部ルルア様に任せればいい。でも、そうしない。

			　わざわざ自分の利益になるなんて自分勝手な理由をつくって、助けようとする。

			「あのなー、ルルアを助けるために下手に動けば、ロシュールやこのダンジョンに多大な迷惑がかかるんだ。利益を計算して動かないなんて無理ですよ？」

			「はいはい、ユキは悪者ですね」

			「セラリア様にルルア様を保護したと伝えなかったくせに、よく言いますね。自分１人で迷惑を被こうむるつもりだったでしょう？　ねぇ、お兄さん？　お酒はそこまでです。ルルア様の今後を考えるのであれば、ここで一番の頭脳を持つお兄さんの頭を、鈍らせるわけにはいきません」

			　そう言って、お兄さんのお酒を取り上げます。

			「はぁ、寝つけの酒ってしってるか？　そのために飲んでたんだから、何も……」

			「さて、時間がないというのは、これ以上時間を延ばすと、リテア聖国の強硬派が地盤を固めてしまうからですね？　早急に、ルルア様をあの戦場に送っても大丈夫なようにしたかったということですね？」

			「……そうですよ。今のヘタレなままだと、あっという間に死んじまう。それなりに手は打つつもりだが、本人のやる気がなければどうしようもない。こちらから出せる手札は、モーブたちだけだ。あとは、俺が出すアイテムぐらい」

			「やっぱりですか。あのままのルルア様では、成せることも成せないでしょう。私たちやセラリア様、エルジュ様は、名目上はロシュール国の人間。手を出せば内ない政せい干かん渉しようで同盟に亀裂が入りかねません。あとで宣言する分には構わないですが、今介入するのは問題があるのですね？」

			「そういうこと。これは、あくまでも、ルルアが個人で成し遂げないといけない」

			「ルルア様に自覚してもらう必要があるのですね。リテアに戻る方法は、自身で成すしかないと。私たちに言われて動くようではこの先などないと、お兄さんは言っているのですね？」

			「自分で動かないことにはな。リテアはルルアがいた国だ。俺がすぐに助けられることじゃない。……俺が間に合うと思う時間は、あと３日だ。それまでにルルアが動かないなら、リテアに戻るのはとても厳しくなるだろう」

			「それはまた……ルルア様、間に合いますかね？」

			「エルジュ並に、考えなしなタイプならよかったんだろうが」

			「……それは手厳しいわ。エルジュ様は、いい意味でも悪い意味でも真っ直ぐよ？」

			　ラビリスがエルジュ様をフォローする。

			　さあ、ルルア様。

			　貴女あなたが出すべき答えは、もうすでに持っているのです。

			　なんとか、お兄さんの望んだ答えを出してください。

		

	
		
			第41掘：白熱

			　

			　ｓｉｄｅ：リエル

			　さあ、ダンジョン運営も半ば。

			　正直、自分たちの手で村や街なんて、作れるとは思っていなかったんだけど。

			　ユキさんのダンジョンマスターの能力があれば、本当に僕たち９人で、ほとんどの作業ができてしまう。

			　現在の状況を書き記した紙を見る。

			　

			　ダンジョン村（名前未定）　リエル候補：ユキと愉快な仲間たち村

			　

			●階層詳細

			・最初に全体的な土地購入で四方20㎞分　購入済みの土地に追加。今後の増減もあり。

			　１８００ＤＰ　１㎞四方につき１００ＤＰ

			　年間維持費１８０ＤＰ　１㎞四方につき10ＤＰ　

			・１階層を防衛層として四方５㎞　ベースは草原。２階層までの道は舗ほ装そう済み。

			　天候の追加（朝と夜）

			　５００ＤＰ　年間維持費50ＤＰ

			・２階層を最終防衛ライン層として四方10㎞　軍駐ちゆう屯とん、塹ざん壕ごう、鉄てつ条じよう網もう、検問など。ベースは荒野。※ユキ的にはトーチカも置きたいのだが、ＤＰが不足。トーチカ１個につき10万ＤＰ必要。

			　天候の追加（朝と夜）

			　５００ＤＰ　年間維持費50ＤＰ

			・３階層を居住区として四方10㎞　ベースは現代日本風。自重などしない。

			　天候の追加（四季）

			　５０００ＤＰ　年間維持費５００ＤＰ

			　自然やその他など

			　１０００ＤＰ　年間維持費１００ＤＰ

			・４階層を農業区と工業区、仕事場として四方20㎞　ベースは草原と林。

			　天候の追加（晴れと雨）

			　２０００ＤＰ　年間維持費２００ＤＰ

			　農業区（ラビリスたちに聞いたこの地方の畑と、ユキのおすすめ畑）

			　４０００ＤＰ　年間維持費なし　一回収穫後、自分たちで育てていく。

			　鍛か冶じ場、工業区（この関連はさっぱりなので適当に……フィーリア小さいし）

			　１万ＤＰ　年間維持費１０００ＤＰ　

			・５階層は冒険者区、娯楽区、レジャー区として小ダンジョンを設備予定。　

			　四方20㎞　ベースは草原。

			　天候の追加（四季）

			　５０００ＤＰ　年間維持費５００ＤＰ

			・新フロア作製

			　４・５階層の追加で６００ＤＰ　１階層につき３００ＤＰ

			　小計　３万４００ＤＰ　年間維持費２５８０ＤＰ

			　

			●移住者家屋の詳細　※なお住める人数は、ユキの感覚（現代日本）で数えています。

			・家屋一軒家20軒（最大６人ぐらい住める）予定収容数１００人

			　１万ＤＰ　１軒あたり５００ＤＰ　年間維持費１０００ＤＰ　

			・アパート15棟　１棟につき10室（長屋？　最大４人ぐらい）予定収容数６００人

			　１万５０００ＤＰ　１棟あたり１０００ＤＰ　年間維持費１５００ＤＰ

			・集団訓練施設２棟　１棟に約３００人収容可能な場所　個室に加えて集団部屋多数。

			　１万５０００ＤＰ　１棟あたり７５００ＤＰ　年間維持費１５００ＤＰ

			・軍部駐ちゆう屯とん所１棟　１棟に約２００人収容可能。訓練設備も含む。

			　※これも現代日本の設備を基準。セラリアたちには半分以上用途不明だろう。

			　５万ＤＰ　年間維持費５０００ＤＰ　※ユキの趣味の銃器も備品として組み込み済み

			小計　９万ＤＰ　年間維持費９０００ＤＰ　　※全家屋に風呂・トイレ込みの試算

			　

			●食料品・消しよう耗もう品ひん・商店の商品

			・食料品　絶対必要値＝５年は３食を食わせられる。約４００人分

			　３万ＤＰ　肉・野菜・スープ　居住者が生きていくための必要最低限。

			・嗜し好こう品ひん食料

			　３万ＤＰ　カップラーメン・お菓子・デザート・酒など……。

			・消耗品

			　２万ＤＰ　衣類・トイレットペーパー・コピー用紙・ファイル・ペンなど……。

			・嗜好品消耗品

			　３万ＤＰ　趣味衣類・シャンプー・リンス・石せつ鹸けん・香水など……。

			・冒険者用商店商品

			　５万ＤＰ　武具・武具の整備・ポーション・道具一式など……。

			・警備用の武具

			　１万Ｐ　スタンガンみたいなの（？）・鎧よろい・制服など……。

			・教育用教材

			　１万ＤＰ　ホワイトボード・ペン・必要道具など……。

			・ユキのモンスター部隊増強物資

			　10万ＤＰ　銃器、車など……。

			　※拳けん銃じゆうで最低３００ＤＰ、車の乗用車で１５００ＤＰから。

			　※なお、魔力での個人認証が必要なので、奪われても使用できない。

			　※現在、ゴブリンアーミー、スライムアーミーが銃器・自動車訓練中。

			小計　28万ＤＰ

			　

			●その他施設の詳細

			・商店店舗の設営　系列をラッツカンパニーで統一。管理者ラッツで決定。

			　３・４・５階層に最低２店舗ずつ予定。

			　１万ＤＰ　予算　店舗のみなんで足りる。

			・娯楽施設の設営　酒場、旅館、宿屋、銭湯など……。

			　２万ＤＰ　予算　ぎりぎり足りるんじゃね？

			・学校

			　５０００ＤＰ　予算　そんなに子供いないだろうし、十分じゃね？

			小計　３万５０００ＤＰ

			　

			●あと、小ダンジョン設営費・ギルド設営費

			・小ダンジョン５個　

			　２万５０００ＤＰ　予算配分１個につき５０００ＤＰ

			・ダンジョンコア５個

			　２万５０００ＤＰ　コア１個５０００ＤＰ　

			　いらないけど、ダンジョン維持に気合が入るように渡してる。

			　一応コアを奪われたら、小ダンジョン運営失敗。コア没収。

			　なお、ここで手に入ったＤＰは、ダンジョンを作ったメンバーで自由に使用可能。

			小計　　５万ＤＰ　維持費予算でやりくりしろや。

			本合計　48万５４００ＤＰ　年間維持費１万１５８０ＤＰ

			残　　　２万２３０４ＤＰ　年間維持費１年分くらいしかねぇ。

			　

			　いろいろユキさんのコメントがのってるけど、しっかり詳細が書いてあって僕でも分かりやすい。

			　でも……。

			「「「モンスター部隊の増強物資を減らしてください」」」

			　エリス、ラッツ、ミリーに速攻で突き上げを食らっている。

			「ちょ、いきなり!?　ナイスな配分じゃね!?」

			「この銃器というのが分かりませんが。現在設置してあるトラップで、軍への対応が可能だったのに、なんの武器がいるんですか？」

			「うっ」

			　エリスの鋭い指摘が飛びます。

			「お兄さんの希望を通してあげたいのは山々ですが。10万ＤＰもこれにつぎ込むのは、なしです!!　せめて、３万ＤＰでどうにかしてください」

			「半分以下ですか!?」

			　ラッツに、あっさり半分以下のＤＰまで予算を削られる。

			「申し訳ないですが。せめて３年……何も収入がなくてもやっていけるＤＰは、必要だと思うんですよ」

			　ミリーが申し訳なさそうに、理由を告げる。

			「……その通りだと思います」

			　ユキさんも分かっているのか、あっさり引く。

			　なんだろう、ダメだってのを理解してたみたい？

			「ねえ、みんな。これから決めるのは何？　階層詳細や移住者家屋は、もう作り終わったよね？　議題がもうないのなら、僕としては、さっそく軍駐ちゆう屯とん所の訓練施設に行っていろいろやってみたいんだけど？」

			　僕はそう提案する。

			「リエル、甘いですね。ここで初めて食べたアイスクリームよりも甘いです。まだ、決めておくことはあります。これから、ここで決めるのは……」

			　ラッツがミリーに目をやる。

			「嗜し好こう品ひんの物資について、何をどれだけ仕入れるのか決めるのよ!!」

			　ミリーが拳を空へ掲げる。いや、天井あるけど。

			「まあ、分かりやすく言えば……そうですね。リエルの好きな魚料理を増やすとか、変な武器を仕入れるかどうかを、考えるんですよ」

			　エリスが苦笑いしながら、僕に分かりやすく説明してくれる。

			「その嗜好品の値段を考えることも必要だな」

			　最後に、ユキさんが付け加えます。

			「なんですと……!?　それじゃ、あの八方手裏剣を仕入れてよ!!　あれ、もっと欲しいんだ!!　銅貨１枚ぐらいで!!　小太刀も同じぐらいで!!」

			　思わず、そう主張する。

			　僕は以前、ユキさんから日本（？）の武器をもらって、その凄さを実感していた。

			　手裏剣とか、僕の趣味に断然合ってる。手投げで矢みたいにダメージを与えられるし、小太刀や刀って物凄い切れ味なんだから!!

			　それを販売すれば、きっと流行るよ!!　安ければ、なお!!

			「ばっかですか!!　いったい手裏剣や小太刀が、いくらすると思ってるんですか!!　手裏剣１個50ＤＰですよ。小太刀、刀に至っては最低で５００ＤＰです。それを銅貨１枚で販売するとか舐めてますか？」

			「ひっ!?」

			　ラッツが物凄い勢いで怒ってきた……。

			　なんで、そんなに怒るんだよ～。

			「まあまあ、ラッツ落ち着いて。そうですね、リエル。貴方あなたは冒険者時代、１日いくらぐらい稼いでましたか？」

			「え、エリス、何いきなり？　え～と、多くて銀貨５枚。少なくて銅貨７枚ぐらいだったかな？　これでも僕、凄かったんだよ!!　銀貨５枚!!　つまり、金貨１枚の半分を１日で稼いでたんだから!!　金貨１枚は４人家族が１か月過ごせるぐらいだからね」

			　私は、当時の稼ぎを自信満々で言いました。
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			「ほぉ。リエルの嬢ちゃん、訓練に付き合った時になかなかヤルと思ったが、しっかり稼いでたんだな。ランクは……そうだな５、いや６か？」

			　モーブさんが、楽しそうに話しかけてきます。

			「おお。〝守りの英雄〟はさすがだね!!　僕はランク６だったよ。まあ、モーブさんはランク８だから負けるけどね」

			「そりゃな。それまで、しっかりやってたからな。さすがにリエルの嬢ちゃんに抜かれるほど柔じゃねーよ」

			　ダンジョン運営に関して僕はあまり出番がないから、もっぱらモーブさんたちとのんびり雑談することが多いのです。

			　そして、昨日。訓練所ができたのでモーブさんたち、トーリ、カヤで晩御飯までずっと訓練してました。

			「リエル、お話し中すいませんが、普通の一般人が１日で稼げる額は銅貨２～４枚です。ＤＰは１時間で一般人から１ＤＰ。つまり、１日で24ＤＰ吸収できます」

			「うん。それは分かるよ」

			「リエルは思ったより稼げるようだけど。仮に稼ぎが、１日銅貨７枚＝24ＤＰとなるとしましょう」

			　エリスがホワイトボードの方に歩いて行き、さっき言ったことを書き込んでいきます。

			「手裏剣でしたっけ？　リエルが欲しいと言ったのは50ＤＰ。つまり、リエルが２日はダンジョンにいないと手に入らないＤＰです。小太刀や刀は５００ＤＰ、およそ20日分。それを、１日も使わず稼げる銅貨１枚で販売していくと、あっという間にＤＰが尽きてしまいます。分かりますか？」

			「うん。ラッツ、考えなしでごめん。ちょっと舞い上がっちゃった」

			「いえ、私も怒鳴ってすいませんでした。しかし、リエルの話でＤＰの換金率が大体分かりましたね」

			「ええ、大体24ＤＰで銅貨５枚前後と言ったところでしょうか？　物によっては、いろいろ上下させる必要はあるでしょうが」

			　そう言って、エリスとラッツが話に戻る。

			　僕は、ちょっと涙目でしゅんとしていた。

			　やっぱり、僕はあまり役に立たないな。

			「リエル、落ち込むな。しっかりお前は大事なことを言ったぞ。おかげでいろいろ話が進むだろう」

			　ユキさんが頭を撫なでてくれる。

			「僕の言ったこと、役に立つんですか？」

			「おう、リエルが言った変な武器は、ある意味、ここの特産になるだろうからな。お金とＤＰの大体の価値も分かったしな。お手柄だ」

			　そうやって、ユキさんと話していると……。

			「ふふふ、エリス、ラッツ。ＤＰの価値が大体分かったのならば、私から提案があるわ!!」

			　ミリーがみんなの視線を集める様に大きな声で、２人に声をかけます。

			「なんですか、ミリー？」

			「どんな提案ですか？」

			　エリスとラッツが、ほぼ同時にミリーに聞き返す。

			「５０００ＤＰをつぎ込んで、超高級品のロマネコンテ◯や、バラ◯タイン◯年などを入れるべきよ!!　きっと住人は、それを目標にしっかり働くわ!!」

			「「黙れ、この飲んだくれ!!」」

			　何だか、ミリーがお酒のことで暴走してるみたい。

			　いくら私でも、５０００ＤＰもつぎ込むのがどれだけバカか、さっきの会話から分かる。

			「ラッツさん。これが欲しいです!!」

			　その言い合いの中、アスリンがトテトテとコピー用紙を持って来てラッツに渡します。

			「アイスクリーム、ポテトチップス、チョコレート……ミリーにはこういう、純粋な心がないんですかね？」

			「ぬぐぐぐ……アスリン!!　美味おいしいお酒飲みたいわよね!!」

			「ふぇ!?」

			「ええい、いい加減にしなさい!!　アスリンちゃん、こっちに来てください。その女は、ただの酒狂いです!!」

			　なんだか白熱してるな～。

			　でも、アスリンみたいに欲しいものを書いてまとめれば、ラッツも分かりやすいかな？

			　そう思って、私もコピー用紙に書き留めようとすると……。

			「あの!!　聞いてもらえますか!!」

			　今までずっと黙っていた聖女様たちが発言しました。

			「……なんですか？　不満でも？」

			　ミリーが冷たい目で睨にらみ付けます。

			　僕は仕方のないことだと思っているけど……。

			　彼女は、そうはいかないんだろうな。カヤも同じみたいだし。

			「はい。先日提案した治療施設と警備施設の予算が組まれていませんので、ご再考をお願いします」

			　……今、気が付いた。

			　さっきから喋しやべってるのはルルア様だ。

			　今まではエルジュ様ばかりだったのに、なんか心境の変化でもあったのかな？

			　でも、そんなことを考える間もなく……。

			「あっ、忘れてた。すまん、予算に入れるわ」

			「お兄さんの減らした枠から当てましょう」

			「ひど!?」

			　そして、各々の欲しい嗜し好こう品ひんの購入案件で会議が進んでいく。

			「と、僕も好きなモノ書いていかないと!!」

		

	
		
			第42掘：狐と答え

			　

			　ｓｉｄｅ：カヤ

			　私は何もできなかった。

			　燃え盛る村を見ていた。

			　ボロボロの体を起き上がらせる力もなく、ただ、無様に横たわって……。

			　村では、私は次期自警団の団長候補とまで言われ、武術、魔術、そして冷静な指揮能力もそれなりに自負していた。

			　その村には、私の恋人もいた。

			　男のくせに力事はからきしだけど、とても優しい人。幼おさな馴な染じみだった。

			　生活は幸せだった。慎ましやかだけど、ほとんど飢うえることもない。

			　穏やかな時間が流れる村だったはず……。

			　でも、ある日……エルジュ聖女様が村に訪れて、すべてが焼け落ちた。

			　いや、厳密にはエルジュ聖女様が私たちの村を訪れて立ち去ったあと、同じロシュール国の兵士が訪れて略奪をしていった。

			　彼等は、私たちがガルツ国と繋がっていることが分かったので処分しにきたそうだ。

			　意味が分からなかった。なぜ、攻撃されるのかと。

			　この村が、そんなことをするわけないのに!!

			　私は必死に自警団の皆とともに、村人を逃がすために応戦した。

			　狐人族は、獣じゆう人じん族の中でも特に魔術が得意な珍しい種族だ。

			　卓たく越えつした狐人族は、魔術を主体にして体術を織り交ぜ、遠近万能な戦士となる。

			　それでも、味方の数が圧倒的に少なくて、なすすべもなかった。

			　団長と私が、最後まで必死に数多あまたの兵をなぎ倒していると、奥から豪華な服を着た男がやって来た。……私の大事な人に剣を突き付けて。

			　人質をとって、その卑怯者は要求を出してきた。

			「横の男を殺せば、この男と君の安全は保障しよう。私はロシュール国の大臣ロワール・エッシャ。他の村人も同じだ。こちらで保護している人たちの安全は、その男を殺せば保証しよう」

			　何を今さら……そう思っていると、その男の言葉が嘘であるのに気付いた。

			　男の後ろでは、この村のほとんどの村人が私たちの成り行きを見守っているが、見当たらない村人が何人かいる。

			　小さな村だ。１００人にも満たない。誰がいないかなんて、私でもすぐ分かる。ここに転がっている仲間の遺体以外で考えると、４、５人。

			「君たちがまだ抵抗を続けるのなら、この村人たちを完全に、ガルツ国の間者として認めることになる。つまり、この場で処刑する」

			　もう、私たちには選択肢はなかった。

			　その言葉が嘘で罠と分かっていても、要求をのまざるを得なかった。

			　結局、村人はほとんど皆殺し。

			　……若い娘が生き残ったが、その場で数人が慰なぐさみ者になって死んで……。

			　残りが奴ど隷れいとして売られていった。

			「……ヤ!!　カヤ!!　しっかりしろ!!」

			「……ごめん。私を置いていって。このままじゃ、２人とも捕まる」

			　そして、またこの夢を見る。

			　普段は貧弱なのに、この時の幼おさな馴な染じみは凄かった。

			　彼が、私を抱えて森を走っているのだ。

			　それでも、体力が無限に続くわけでもない。

			　彼の息が荒くなっていく。

			　追いつかれて、皆殺しにされると理解した瞬間。

			　村の術師が、一斉に閃せん光こうの魔術を唱えて目を潰した。

			　私も最後の力を振り絞って、幼馴染と一緒に逃げだした。

			　予想していたのか、周りから雨のように矢が降り注いで、逃げ出せたのはごくわずかだった。

			　前の戦闘と、逃亡時の傷で、私はほとんど体力をなくしていた。

			　だから、せめて彼だけでも助かって欲しかった。

			　でも……。

			「こっちにいたぞ!!　さっきの最後まで抵抗してたやつだ!!　囲め囲め!!」

			「カヤは、カヤは俺が守るんだ!!　まだっ……走れっ……」

			　彼の頭に、斧おのが突き刺さっていた。

			　敵の誰かが投げたのだろう。

			　そのまま、動かなくなった彼と一緒に倒れる。

			「女の方はボロボロだが、上玉だな。殺しても割に合わん。治療して売ってしまえ!!」

			　ロワールとか名乗った男が、私の髪をつかんで顔を見るように引っ張る。

			　ああ、彼が綺き麗れいと言ってくれた髪が千切れる音がする。

			「この男はどうします？」

			「頭に斧が当たって生きていられるわけがない。捨てておけ」

			　彼と引き離される。

			　握っていた手に力を入れて、最後の抵抗をする。

			　でも、そんな抵抗もあっさり振りほどかれ、彼は置き去りになってしまう。

			　目から涙があふれ出す。止まらない。

			　

			「……っつ!!」

			　薄暗い部屋で目を覚ます。

			　ここは、どこだったか？

			　辺りを見回して、トーリとリエルが視界に入った段階でようやく気が付く。

			「……旅館、か」

			　そうだ、ここはダンジョンの最下層にある旅館。

			　ダンジョンマスターによって与えられた個室だ。

			　でも、ほとんどのメンバーは、誰かの部屋に集まって３人～５人ほどで寝ている。

			　まったく、贅ぜい沢たくな個室もあったものだと私は思う。

			　私も個室なのだが、トーリとリエルが寝ていても一室を使うだけ。

			　個室は主に３部屋でしきられている。10畳と８畳、８畳ってユキは言っていたっけ？

			　彼が言うには、10畳がリビング。８畳が寝室。そして、最後の８畳が趣味部屋。

			　しかも、トイレと簡易キッチンを完備。クローゼット（？）もある。

			　本来ならお風呂もあるそうなのだが、ここには「旅館で自室風呂とかバカなの？　死ぬの？」なんて理由でないらしい。

			「……水」

			　あんな夢を見た後にすぐに眠りにつけるほど、私も神経は太くないらしい。

			　トーリとリエルを起こさないように注意して、布団から抜け出す。

			　キッチンに行って、コップに水を注ぐ。

			「……贅ぜい沢たくね。ここは、私たち以外にとっても、とても贅沢な幸せな場所になる」

			　人は慣れるものだとユキが言っていたが、そうらしい。

			　わずか６日。それでもう、キッチンやこの施設の便利さに、驚かなくなった。

			　そして、分かる。

			　この贅沢、便利は、きっとここで住むであろう人々を幸せにする。

			　それだけじゃない。ユキの方針でこのダンジョンを運営するなら、ここで住む人々が自らの手で、望んだものを選び取れる。

			　ユキや私たちが私欲に走ったりしない限り、このダンジョンは外敵に対しても、とても有効な要よう塞さいだ。

			「……だから、私情はできる限り排除しないと。……このダンジョンに争いを持ち込むわけにはいかない」

			　自分に言い聞かせる。

			　ここに来た次の日、私は自分の村がなぜ焼かれたのか、その原因を知った。

			　エルジュ様が、リテア聖国の支援を受けるロワールに踊らされて、戦意を煽あおぐような行動を起こしていたのだ。

			　いや、エルジュ様が寄った町や村をわざとロワールが焼いて、ガルツ国の仕業として戦争状態に持ち込んでいたのだ。

			　だから、あの日、のうのうと私の前に現れたエルジュ様が憎くて仕方なかった。

			　その時には、すでに黒幕のロワールは処分されていて、私の仇かたきと呼べるのは、目の前にいたエルジュ様だけだった。

			　私が行動するより先に、ミリーが彼女に湯ゆ呑のみを投げつけて叫び、みんなの視線を集めていたけど。私も衝動的にエルジュ様につめ寄ろうとしたところを、トーリとリエルに押さえつけられた。

			　エルジュ様も自分で思うところがあったのか、ミリーに頭を下げて謝っていた。

			　……だからといって、許せる話ではないのだが。

			　意外だった。彼女もロワールと同じだと思っていたからだ。

			　それからのエルジュ様は、あの人なりの償いというべきか、やるべきことを見つけて、頭を下げてまで私たちの手伝いをしたいと言うようになった。

			「……なんだか、調子が狂う」

			　そう、エルジュ様は不思議な人だ。

			　どうせ必死に許しを請こうか、ふんぞり返るだけかと思っていたが、違った。

			　彼女としては、自分が正しいと思うことをやっていただけなのだろう。

			　モーブさんたちとの関係も聞いた。

			　自身を奴ど隷れいにして暴行を加え、慰なぐさみ者にしようとしたモーブさんたちに、頭を下げて謝ったそうだ。

			　……とんでもない、お花畑。

			「……汗かいてる。お風呂」

			　水を飲みほしたところで、自分の体が汗で濡れていることに気が付く。

			　このまま寝てもアレだから、気持ちの切り替えにお風呂にでも行こう。

			　そう思って、替えの浴衣を持って部屋をこっそり出る。

			「あ」

			「……あ」

			　脱衣所に入ると、誰かが浴衣を脱いでいるところだった。

			　誰かと思えば、それは……。

			「カヤ……さんでしたよね？」

			　もう１人の私の仇かたきと言うべき、ルルア様がそこにいた。

			　彼女は、私の機嫌を窺うかがうように声をかけてくる。
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			「……」

			「……すいません。お邪魔なようですね。私は出ていき……」

			「……別に構わない」

			　私はそれだけ言って、彼女の横で浴衣を脱いでそのまま浴場に行く。

			「……入らないの？」

			「いえ、お邪魔させてもらいます」

			「……別に、私の許可はいらない」

			　お互い気まずい空気が漂うが、嫌とは言ってない以上、下手に距離もおかず、体を洗って一緒に湯船につかる。

			　空には……偽物だが、綺き麗れいな夜空が広がっている。

			　沈黙が続く。

			「……なんで、こんな時間にお風呂に？」

			　なんとなく、私はルルア様に質問をしてみた。

			「ちょっと、考え事をですね。……これから、どうしたものかと」

			　ああ、そうか。

			　私も、自分とこのダンジョンのことで一杯一杯だったが、ルルア様も大変なのか。

			　エルジュ様と違って、自分の国からの要請で保護されているのではなく、邪魔だから切り捨てられた挙句、暗殺されそうになって、ここに転がり込んできた。

			　ある意味、私と同じだ。全部失くしてここにいる。

			　私がそんなことを考えて沈黙していると、ルルア様が気まずくなったのか……。

			「……私が憎いですか？」

			「ええ、この場で殺してやりたいくらい」

			　彼女の質問に、しっかり答えてやる。

			　その気持ちには偽いつわりがない。

			「……でも、いつかルルア様やエルジュ様を、許せる日が来たらいいとも思ってる」

			「どういうことですか？」

			「……私の大事だった人は、貴女あなたを殺してもきっと笑ってくれない」

			「……」

			　そう言って、自分自身で気が付いた。

			　ああ、残ってるじゃないか。

			「……私は……大事な人が、彼が笑ってくれるような道を生きたいと思ってる。……まだ、残ってた。失くしたと思ってた……全部」

			　目から涙がこぼれる。

			「……大丈夫ですか？」

			　ルルア様が、私の泣く姿を見て声をかけてくる。

			　そうだ、彼女自身は何も悪くない。

			　まあ、国のトップとしてはダメなんだろうが。

			「……大丈夫。ルルア様、ありがとう。おかげで思い出せた。……村もみんなも、大事な人も、私はすべてを失くしたと思っていたけど、違った」

			　そう言って目を瞑つぶる。

			　今まで思い出すのも辛かった村人や、大事な人の笑顔が自然と浮かんでくる。

			「……失くしたことには違いないけど。まだここに、確かにみんなの思い出がある。復ふく讐しゆうなんかしても、村のみんなは微妙な顔をするに違いない」

			　そうだ。この手を復讐の血で染めても、村のみんなは、彼は、否定はしないだろうけど、微妙な顔をするだろう。

			　だって、優しかったから。

			　なら、私は彼らが笑ってくれる生き方をしよう。

			　それはきっと、私にとっても幸せなはずだから。

			　ああ、多分これからも、彼や村が焼かれる光景を夢に見てうなされるだろう。

			　でも、復讐に身を染めるほどでもない。

			　モーブさんたちも、こんな気持ちだったのだろうか？

			　いや、モーブさんたちはしっかり暴れまわった分、余計に気まずいはずだ。

			「……先に上がります」

			「あ、はい」

			　そう言って、私はルルア様を置いて湯船から上がる。

			　今日は、もうぐっすり寝られるような気がする。

			「……ルルア様。全部失くした私にも、まだ残っているモノがあった」

			「……」

			「だから、ルルア様も何か残ってるはず。それを見つければ、悩みは解決すると思う」

			　彼女の悩みは、私には分からない。

			　けど、きっと残っているはずだ。

			　彼女のこれからを、心の底から納得して決められる何かが。

			　

			「……私の、残っている、モノ……」

		

	
		
			第43掘：忙しいのに!?

			　

			　ｓｉｄｅ：エリス

			「だぁぁぁあああ!?　仕事が多すぎます!!　書類の計算もやってられっかぁっぁぁあ!!」

			　ラッツがいきなり、爆発したように叫び出します。

			　それでも、書類の山を崩さないだけの正常な判断はできるようです。

			「ラッツ、落ち着いて。ほら、お茶。いったん休憩しましょう」

			「そうね。根をつめてミスしても問題だし、休憩しましょう」

			　私がそう言ってお茶を出すと、ミリーも私の意見に賛同してくれました。

			　しかし、実際問題、ラッツの言う通り仕事は多いです。

			　今、私たちがいるのは、住民区にあたる３階層の総合庁舎。

			　今後、移住者たちの代表が選挙で選ばれた際、仕事を行う場所です。

			　最初、移住者のみんなは、ユキさんの意図が分からないはずなので、私たちが代表ということで仕事をしていくことになりました。

			　建設計画や物資の搬入物の選別は、もう終わってます。

			　なので私たち以外のみんなは、各部署に分かれて仕事をしています。

			「ううう……お兄さんを、お兄さんを呼んでください。パソコンを使ってもらって……」

			「ラッツ。ユキさんは今、倉庫に物資の搬入をしているんですから……」

			「まあ、パソコンは便利だけど、私たちが覚えないとね。ユキさんにばかり任せるのはね」

			　ラッツはユキさんにパソコンを使ってもらって、計算をしてもらおうと言っています。

			　でも、ユキさんはここのダンジョンマスター。

			　一応、私たちもいろいろ権限を与えてもらいましたが、最初の納入などはユキさんが自分も立ち合うと言って赴おもむいているところです。

			　いや、向こうのメンバーに、こういう業務的な作業ができる人がいないだけなのですが。

			　業務を効率化するために、ユキさんは備品として各自１台ずつ、パソコンを部屋に置いてくれているのですが……。

			　まだ、使えるわけがありません。

			　ここにきて、まだやっと１週間が経つかどうかというところ。

			　ここの……いえ、ユキさんが出す便利なモノに驚いてばかりで、いまだ上手く使えません。

			　特に、このパソコン。

			　ユキさんですら完かん璧ぺきに使えないというのに、私たちに渡して３日でヤレというは無理というものです。

			　救済として電卓などもあるので助かるのですが、それでも物理的に、人手が足りません。

			「うがぁ～。なんで私たちが、他の部署の会計まで、やらないといけないんですかね～」

			「仕方ないでしょ。しっかり算術できるのは、ここの３人と、あとはユキさん、ラビリス、トーリぐらい。残りのできる人は搬入に行ってるんだから」

			　弱音を吐き続けるラッツを、ミリーが宥なだめます。

			　まあ、仕方のないことです。

			　ラッツはこの部署での仕事に加えて、商店の会計もしないといけないのです。

			　まあ、私も娯楽施設の会計を任されていますが。

			　私はお茶を飲みながら、部署分けが書かれた紙を確認します。

			　

			　今期人事の詳細

			【ダンジョン代表】セラリア　※お飾り

			【ダンジョン副代表】ラビリス　※実質代表

			【居住区代表】男・ユキ、女・エリス

			【仕事区代表】農地・カヤ、 鍛か冶じ・フィーリア　※ユキとリエルが補佐

			【多数区代表】冒険者・ミリー、娯楽・エリス、レジャー・ユキ

			【軍部】ロシュール代表・セラリア、ダンジョン代表・ユキ、警察代表・トーリ

			【生活区代表】商店代表・ラッツ、病院代表・エルジュ、学校代表・ユキ　

			【総合庁舎内人事】総合代表・ラビリス、副代表・アスリン、戸こ籍せき管理・エリス、会計・ラッツ、苦情受付・ミリー、行事管理・リエル、保険管理・エリス、設備管理・ミリー

			　

			　……私は４つ掛け持ち。

			　ラッツは２つだけど、警察や鍛か冶じ部門の会計もある。商店に至っては、代表なので全部を見ないといけない。

			　ミリーも３つと多い。特に、冒険者区の管理は住人が住んで実際に稼か働どうし始めると、かなり忙しくなるだろう。

			　他の部署も同じ。どう見ても人が足りない。

			　さらに、最初に来る移住者に対しての訓練人事もある。

			　

			【集団訓練施設内人事】

			　代表 ・ユキ

			　副代表・ラビリス

			　運営講師・ユキ　エリス　ミリー　※このダンジョンの意味、運営方法、目的など。

			　算術講師・ラッツ　ラビリス　トーリ　※計算ができる人物を増やすため。

			　常識講師・エリス　カヤ　リエル　※ダンジョン内の施設、品物の使い方の説明。

			　仕事講師・カヤ　フィーリア　ラッツ　※ダンジョン内の主な仕事、給与説明。

			　選挙講師・ユキ　エリス　ラッツ　※代表の決め方、方法。

			　

			　頭の痛いかぎりです。

			　一刻でも早く、移住者に運営の手伝いをしてもらいたいものです。

			　そうしないと、仕事に殺されます。

			　……為政者は大変なんですね。

			「……ったく。こうやって贅ぜい沢たく品でも食べてないと、やってられませんね」

			　ラッツが、パリパリとポテトチップスを食べ始める。

			　嗜し好こう品ひんについては、こちらの世界に合わせて最初は極端なものを出すのをやめようという話も出たが、ゆくゆくは出すのだから気にせず出していこうという結論になった。

			　逆に、あとから出したことで今まで隠していたのかと思われて、住人から不満が出る方がまずいという判断もある。

			「あー、ポテチは美味おいしいわね。特にこの青のり」

			「何言ってんですか。コンソメですよ？」

			「「あ!?」」

			　ミリーの言葉にラッツが容よう赦しやないツッコミを入れて、にらみ合いが始まります。

			「落ち着いて。そんなことでにらみ合いする前に、この机の書類をかたづけないと、ユキさんに残念がられますよ？」

			　まあ、２人のにらみ合いは基本じゃれ合いなのでほっといてもいいんですが、今回は本当に遊んでいる暇がない。

			「このあと商店の商品価格の設定を私、ミリー、ユキさんで決める予定なので、ラッツは関連書類をまとめておかないといけませんよ？　ミリーは冒険者区にある宿屋、酒場の料金設定をして、私に提出しないと。私は私で旅館やカジノ、遊ゆう戯ぎ施設の方をまとめないといけないんですから……」

			「うわ～、やめてください!?　お兄さん助けて……頭が沸ふつ騰とうしそうですよ!?」

			「……お酒飲みたいわ」

			　はあ、現実逃避する２人を叩き起こして、さっさと仕事に取り掛かりましょう。

			　気が付くと、ユキさんが私たちの仕事場まで来ていました。

			「おーう、なんか酷ひどいな」

			「あ、ユキさん。搬入の方は終わったんですか？」

			「ああ。とりあえず、必要な物資は各区画の主な場所に置いてきた。数は確認済み。必須食料に関しては、４つの倉庫に分けてしっかり保管済みだ」

			「それでは、あとは……」

			「こっちの価格設定を決めて、訓練所の内容を決めれば、一段落だな。で、草案は一応まとまったか？」

			　ユキさんは私から視線を外して、書類の山に頭を突っ込んで動かないラッツ、ミリーに目を向けます。

			「……お兄さんの熱い抱ほう擁ようがあれば、書類は提出しますよ……」

			「……お酒。……美味おいしいお酒を……」

			「はいはい、分かった。それを出して話し合えば、価格設定は終わりだ。頑張ってくれ」

			「約束しましたよ!!　お風呂で抱擁をお願いします!!」

			「モエシャ◯って飲んでみたかったんです!!　お願いしますね!!」

			　２人がいきなり生気を取り戻して、今までまとめていた書類を持って会議室へ移動します。

			「……まあ、書類仕事ってそんなもんだよな。エリスも何か希望はないか？」

			「いえ、特に私は……」

			「んー。ま、こっちで何か用意しておくよ。エリスだけ何もなしってのは、いただけないからな」

			　そう言って、ユキさんも会議室へ歩きだします。

			　私も、彼の背中を追いかけます。

			　見た目はとても若いのに、中身はとても老成している変な人族。

			　思考や知識は、私たちエルフ族に劣らぬ人。

			　奴ど隷れいの身から助けてくれたことは感謝しているが、いまだに私は、この人を心のどこかで警戒し恐怖していた。

			　ぼんやり考えていると、昔、長老から教えられたことを思い出した。

			　長老は、こう言ったのだ。

			「エリス、いいかい？　恐怖というのは、何かを怖がるから恐怖するのではない。元があるのだ。そうだな、強い魔物が怖くて、我々は恐怖する。なんでか分かるかい？　それは勝てないから、死んでしまうから恐怖するのだ。親に怒られることを恐怖する。それは怒られることが怖いのだ。だから、恐怖を感じた時は、本当は何が怖いのか、何が原因なのかをよく考えなさい。それが、きっと道になるだろう。大事なものを見落とさないために。

			　恐怖というのは必ずしも、自分の身を守るための物ではない。過剰に怖がれば、必要ないことをしてしまうものだ。善意で成された行動でも、受け取る側が恐怖に支配されていれば、その手を払いのけてしまうだろう。エリス、君はとても賢い。だからこそ、特殊な恐怖に悩まされるかもしれない。だから、よく覚えておきなさい」

			　私はユキさんの背中を見つめて、自分が彼の何に恐怖しているのかを考える。

			　なんだろう……ここまで答えが出そうなのだが。

			　彼の力が怖いのか？　

			　いや違う。そもそも、怖がっても仕方がない。彼がその気になれば、あっという間に私たちを八つ裂きにできるだろう。

			　なら、彼の聡そう明めいな知識が恐ろしいのか？　

			　それも違う。その知識は、私たちのために使われている。

			「あ……」

			　分かってしまった。

			　私は彼が、ユキさんが、何を考えているのか分からないから恐ろしいのだ。

			　得体がしれない。目的は一応、聞いている。しかし、それが真実だと私にはどうしても思えなかったのだ。

			「どうした、エリス？」

			　知らず知らずのうちに立ち止まっていた私に気が付いて、声をかけてくるユキさん。

			「……少し失礼な話ですが、よろしいでしょうか？」

			「別に構わないけど」

			「私はユキさんが怖いです。……恐怖しています。貴方あなたは、何を本当の目的に据えて、こんなことをしているのですか？」

			「ありゃ？　気が付いたか？」

			「……っつ!?」

			　彼が片手を挙げたので、思わず体を硬直させます。

			　しまった。……わざわざ彼の感情に波立てることを、私の要らぬ恐怖を鎮めるためにしてしまった。

			　大事なのは、彼が何をしようとしているかではない。今まで私たちを、ここまで大事にしてくれたのに、恩を仇あだで返すようなことをしてしまった。

			　ポンポンと、頭を軽く撫なでられる。

			「まあ、今、本当の目的を言っても、信じられない可能性が高いし、バカと思われるのが関の山なんだ。もうちょっと安定してきたらみんなに話すから、それまで協力してくれないか？　無理にとは言わないがな。移住者が来たら、移住者と同じ立場になって忘れてくれてもいい」

			　ユキさんは、なんだかとても申し訳なさそうな、悲しそうな、そんな表情をしていた。

			　ああ、分かっていたではないか。

			　彼は最初から強制などしていなかった。

			　ただ、頭を下げて手伝ってくれと誠意を見せていたのに、そして、私はそれを承しよう諾だくしたのにも関わらず、彼を信頼しないで酷ひどい言葉を投げつけた。

			「……ごめん、なさい。……ひっく、私、なんて、酷いことを……」

			　気が付けば、涙を流してユキさんに謝っていた。

			　泣きたいのは彼のはずなのに、私は泣く資格なんてないのに……。

			「お、おい!?　あれ、俺、何かしたか!?　エ、エリスさん、大丈夫ですか!?」

			　ユキさんが目の前で慌てている。

			「お兄さん、エリス、遅いです……よ!?」

			「エリス!?　ユキさん、いったい何をしたんですか!?」

			　いつまでも来ない私たちの様子を、ラッツたちが見に来たのだろう。

			　ラッツ、ミリー、違うの。ユキさんはまったく悪くない。

			「……多分、俺が原因だと思う。すまないが、エリスを宥なだめてやってくれ。今日の会議は明日にしよう。……ごめんな、エリス」

			　彼はそう言って、逃げるようにその場から離れていきます。

			「……お兄さんがそんなことをするとは思えませんが、エリス、部屋に戻って話を聞かせてくれますね？」

			「……グスッ。ええ、ラッツ」

			　私はラッツとミリーに付き添われながら自室に戻り、事の顛てん末まつを話しました。

			「……何もお兄さんは悪くありませんね」

			「……ああ、ユキさんにあんな態度とってしまったわ。どうしよう……」

			　ラッツとミリーが頭を抱えています。

			「……ごめんなさい。私が悪いの」

			「まあ、エリスの気持ちも、分からないではありませんが……」

			「ユキさんのこれまでしてきたことを見れば、考慮するべき問題じゃないわよね……。でも、なんでユキさんは自分は悪くないのに、あの場で何も主張せずに離れていったの？」

			　ミリーの疑問にラッツが答えます。

			「……お兄さんは、本来、私たちを巻き込みたくないのですよ。お兄さん自身、望んでダンジョンマスターになったわけでないですからね。だから、私たちに頼み込むという方法をとったんですよ。まあ、この村の政策のためでもありますが、私たちが嫌といえば引き留めることなんてしませんよ。どんな理由であれ、辞めたいとさえ言えば」

			　沈黙が続く。

			「とりあえず、エリスはお兄さんに謝らないといけません。それだけは事実です」

			「……うん」

			「ですが、お兄さんはそれを受け入れてくれるだけで、何もしないでしょう」

			「うん」

			「だから、私がぶん殴ります。覚悟してください。頭でっかちで、お兄さんにあんな顔をさせやがった罰です!!」

			　その日の晩御飯の場で、ユキさんに謝まりました。

			　ユキさんはラッツが言ったとおり、少し悩んだような顔で「これからもよろしく」と言うだけでした。

			　傍にいたラビリスが凄い目で睨にらんできて、その場でラッツに叩かれたのとは逆の頬ほおを叩かれたので、みんなが慌ててしまいました。

			　決めました。私は最後までユキさんについて行こうと思います。

			　彼の得体の知れなさを、恐怖を、ちゃんとこの目で見届けるんです。

			　そして、彼の本当の目的を聞いて、それを手伝おうと思います。

			　さあ、明日も大変です。

			　今日、少し遅れてしまいましたし。

		

	
		
			第44掘：ドッペルゲンガー

			　

			　ｓｉｄｅ：アスリン

			　今日もお兄ちゃんと一緒に、いろいろ頑張ってきました。

			　お兄ちゃんは、ご褒ほう美びに大好きなイチゴアイスを晩御飯のデザートにくれました。

			「美味おいしいね～。ね、ラビリスちゃん」

			「そうね」

			「美味しいです。兄様!!」

			　昨日は、ラビリスちゃんがエリスお姉ちゃんの頬ほおをぶったりして驚いたけど、きっと何か理由があったと思います。

			　だって、今、イチゴアイスを食べてるラビリスちゃんは、こんなに優しいんだもん。

			　エリスお姉ちゃんも、よく分からないけど私たちに謝ってました。

			　何も悪いことはしてないと思うんだけど。

			　だけど、今はみんな仲良しだからいいかな。

			　美味しそうに晩御飯を食べてるもん。

			　うん、晩御飯を頑張って作ったかいがありました!!

			　ここ数日、お兄ちゃんにいろいろキッチン（？）の使い方を教わって、美味しい料理を作るためにべんきょーしてたんだから!!

			　でも、これからいろいろ、算数（？）とかお勉強しないといけないんだって。

			　難しいけど頑張る。

			　お兄ちゃんもみんなも、喜んでくれるよね？

			　ラビリスちゃんが言ってたもん。「いい女はいろいろできるもんだ」って。

			　だから、私はいい女に成るために頑張ります。

			　いい女になって、お兄ちゃんのお嫁さんにしてもらって「ピー」して「ズギューン」して「バキューン」もらって、赤ちゃんを作るんだ。

			　まだ体が大人っぽくないから、お兄ちゃんは私にせいよくを感じないみたいだけど、すぐにラビリスちゃんみたいにバインバインになるんだから!!

			　そんなことを考えていると、ルルア様がみんなに聞こえる大きな声で話し始めた。

			「みなさん、聞いてもらえますでしょうか」

			　その声で、みんなの目線がルルア様に集まる。

			「私は……リテア聖国に戻りたいと思います。保護してくれと勝手なお願いをしながら、それを受け入れてくれたみなさんに対して大変失礼かと思います。ですが、気が付いたんです。私はまだ、リテアの民。そして、聖女だったのです。たとえ死ぬことになったとしても、リテア聖国の間違いを正す必要があるんです。どうか、ここを出ていくことを許してください」

			　難しいことはよく分からないけど、ルルア様はリテアに戻りたいんだよね？

			　なら戻ってもいいと思う。

			　私たちと違って戻る場所があるんだから、そっちの方がいいに決まってる。

			　でも、みんな黙ったままです。

			　ミリーさんは、とても怖い顔をしています。なんでだろう？

			「ねぇ、お兄ちゃん。ルルア様には帰る場所があるんだよね？　帰れるなら、帰った方がいいよね？　知り合いはみんな、きっと心配してると思うんだ」

			　私はそう言って、お兄ちゃんの袖を引っ張ります。

			「そうだな。アスリンの言う通りだ。みんなはどうだ？」

			　お兄ちゃんは私の頭を撫なでながら、みんなに聞きます。

			「いえ～、本人が行きたいのなら、止める理由はありませんね」

			「それが、自分自身の納得のいく答えなのであれば」

			「……これでお荷物がなくなって精々するわ」

			「ルルア様のお顔は、覚悟を決められています。止めるだけ無ぶ粋すいかと」

			「僕は止めないよ。要るのは自分の意思って決まってるんだ」

			「……特にないわ」

			　みんな、ルルア様が帰ることに賛成してくれました。

			　でも、仲良しだったエルジュお姉ちゃんは少し寂しそうです。

			「ルルア様。でも、それでは……」

			「エルジュ様、それはダメです。ルルア様は、ルルア様の生きる道があるのです」

			　エルジュお姉ちゃんがルルア様を止めようとしますが、オリエルさんが諌いさめます。

			「エルジュ様。私が死ぬ確率は高いでしょう。しかし、やらねばならないのです。誰にも任せることはできません。私が聖女になった意味は、今ココにあると思うのです。大丈夫です。無策で行くわけではありません」

			「え!?　ルルア様死んじゃうの!?　ダメだよ!!　せっかく仲良くなれたのに!!　お兄ちゃん、助けてあげられない!?」

			　ルルア様から死ぬという言葉が聞こえて、私の目から涙があふれてくる。

			「そうだな。せっかく助けたのに、あっさり死なれても困るな。どうだろう？　俺の提案を呑むなら、手助けしてやらないこともないけど？」

			「お兄ちゃん!!　ルルア様にいじわるしちゃだめ!!」

			　普通に助けてあげればいいのに、お兄ちゃんは意地悪を言います。

			「アスリン、大丈夫。ユキはルルア様を守れるように、お話をしているのよ」

			「そうなの？」

			　私はラビリスちゃんにそう言われて、お兄ちゃんの顔を見ます。

			「……はぁ、アスリンがこんなんだから直球で言うぞ。復権に成功したら、このダンジョンへの侵攻はやめてもらう。そして、外交で援助をしっかりしてもらうぞ。というか、死なれたらこっちの計画がパーだから、護衛と奥の手を連れていけ」

			　お兄ちゃんは降参したように手をあげて、ルルア様に手助けをすると言ってくれました。

			「……ええ。復権できれば、それはもちろんです。ですが誰を護衛に？　そして、リテアの状況はどのような手を使っても、簡単にはひっくり返りませんよ？」

			　ルルア様は、お兄ちゃんの話が信じられないように目を真ん丸にしながら、素朴な疑問を口にします。

			「まあ、そう驚くな。なにもルルアの護衛だけが目的じゃない。いろいろだよ」

			　お兄ちゃんが、悪戯いたずらを考えているような顔つきになります。

			　私はこの顔がとても好きです。

			　お兄ちゃんの悪戯は、みんなが笑顔になる悪戯なんです。

			　私たちにアイスクリームを初めて食べさせてくれた時のような、そんな顔。

			「まず、護衛は情報集めもかねてモーブ、ライヤ、カースに行ってもらう」

			「おう、任せとけ」

			「久々に長旅か」

			「分かりました」

			　お兄ちゃんが声をかけると、モーブおじちゃんたちが声を返します。

			　おじちゃんたちはとても強いです。これならルルア様も大丈夫です!!

			「そして、奥の手。というか、いろいろ手札を持っているやつを紹介しよう」

			「え？」

			　ルルア様が、誰だろうって顔をしています。

			　私も分かりません。だって、人間はここにいる人たちしかいないもん。

			　じゃ、あの強くて優しいゴブリンさん？　それか、ぷにぷにのスライムさん？

			　あ、きっとアレだ!!　とても強そうだった、ぶらっどみのたうろすのミノちゃんだ!!

			「どうも、初めまして」

			　お部屋の扉が開いて、１人の男の人が入ってきます。

			　見た感じ、お兄ちゃんよりも年下。だって身長低いもん。

			　髪の毛は金髪。でも、なんとなくお兄ちゃんに似てるかな？

			　……あれ？

			「お兄ちゃん……だよね？　あの男の人」

			　みんな初めて見る人に警戒してたけど、私の言葉で驚いた顔をする。

			　だって、だって、あのお兄ちゃん、動きとか雰囲気がお兄ちゃんそっくりなんだもん。

			「ありゃ。ラビリスじゃなくてアスリンが見破っちゃったか」

			　目の前のもう一人のお兄ちゃんは、そう言いながら私の頭を撫なでてくれます。

			　ん、この撫なで方は間違いなくお兄ちゃんです!!

			「……どういうことでしょうか？」

			　ルルア様が、本物のお兄ちゃんを睨にらみます。

			　だけど、本物のお兄ちゃんは目を瞑つぶったまま動きません。

			「あ、もしかして、ドッペルゲンガーですか!?」

			　エルジュお姉ちゃんが、思い出したように声を上げます。

			「正解」

			　お兄ちゃんは褒ほめるように、ぱちぱちと手を叩きます。

			　私も同じように叩きます。

			「エルジュお姉ちゃん、すごーい!!」

			「うん、うん。お姉ちゃんは凄いのよ!!」

			　私はエルジュお姉ちゃんに抱きしめられて、グルグル回ります。

			　最近はエルジュお姉ちゃんと一緒に寝たり、お兄ちゃんと一緒に寝たりでいろいろです。

			「さて、説明しようか。まずは、ドッペルゲンガーについてだ。魔物については、モーブたちが一番詳しいかな？　知っていることを言ってくれるか？」

			「あ、ああ。本当にお前はユキなんだな？　分かった。

			　……ドッペルゲンガーってのは、特殊な地域や特定の難易度以上のダンジョンに生息する厄やつ介かいな魔物だ。大体、トラップなんかで仲間がバラバラになった時に、仲間の姿を真似て不意打ちをしてくる嫌な敵だ。

			　だが、このドッペルゲンガーは姿や形を真似るだけで、記憶までは真似られない。普通、そのレベルのダンジョンに潜る人なら、相あい棒ぼうの違和感ぐらい気が付くからな。それで対処が可能になる。戦闘力については、ある程度、変身した元の人物の動きができるようだが、それまでだ。冒険者ギルド的な討とう伐ばつランクは……４ぐらいだったかな？」

			「うん、それで間違いないよ。僕も、ドッペルゲンガーとやりあったことあるし。そこまで強くない魔物だよねー」

			　そう言って、リエルちゃんがモーブさんに同意します。

			　うん、ドッペルゲンガーさんは、真似るのが得意な魔物さんなんだね。

			　あれ、でも、お兄ちゃんのドッペルゲンガーさんは全然似てないよ？

			「ふむふむ、そっちの認識はそんなもんか。では、こっちが調べたドッペルゲンガーの特性を教えよう。結論から言えば、レベルさえ追いついていれば、完全な模も倣ほうや変身が可能だ。つまり、記憶も完全に複製できる。

			　しかし、あえてそれをしない。個人としての記憶まで複製したら、大抵裏切る。というか完全に複製すると、自身が魔物だということも忘れてしまう。だから、あえて記憶を複製させないようにしているんだと思う。そうだな。万が一、モーブよりもレベルが高い偽物ができて、それがしっかり働くとどうなると思う？」

			「いや、便利なんじゃないか？」

			　モーブおじちゃんが、そう言います。

			　私もそう思う。

			　だって私よりも強いんだから、手伝ってもらえれば楽だし、きっと楽しいよ？

			「モーブ、逆に、お前よりレベルの低い使えない偽物がいたらどうする？」

			「そりゃ、邪魔になるなら始末……そういうことか」

			「そう、完全模も倣ほうしたドッペルゲンガーがいれば、そいつは本物になり替わろうとするだろうな。ま、偽物といっても、本物より性能のいい本物だからな。わざわざ、いつまでも偽物のままでいる理由もなければ、本物と手を取りあう理由もあまりないだろう。今までドッペルゲンガーと仲良く暮らしているってやつの話は、聞いたことあるか？」

			「いや、ねえな」

			「だろうな。例えばお前の偽物の場合、本物のお前にライヤやカースを取られてるわけだからな。偽物といっても完全な模倣だ。余程の精神力がないと耐えられんだろうよ。仲間だと思ってるやつに、偽物だと指をさされるのは嫌すぎる」

			「ああ」

			「まあ、これが完全模倣をしない理由だ。わざと記憶面の模倣を排除して、単一の命令を与えるのが便利な使い方だな。モーブが言ったように、仲間に成り代わって侵入者を排除せよってな。完全模倣後も命令で指揮下に置けないこともないが、元の記憶がある分、いろいろ不安定になるみたいだ」

			　よく分かんないけど。私よりも強い偽物の私がいたら「あなたは、お兄ちゃんにふさわしくないわ!!」って言って私を押しのけようとするのかな？

			　ん～、私だったら仲良くできそうなんだけどな～。

			「そして、ドッペルゲンガーのもう１つの機能で、意識の憑ひよう依いって分からないかな。直接操作ができるようになるんだ。でも、操作してる間は、本物の俺はあの通り動けないけどな。エルジュの偽物も、こうやって演技したわけだ」

			「はあ、なるほど。しかし、その姿は？　ユキさんとはかけ離れていますが？」

			「それは考えれば簡単な話だが、ドッペルゲンガーは何でも模も倣ほうできる。つまり、好きに部位を変身させられるんだ。まあ、まったく同じ体の方が、違和感なく動かせるけどな。この体、俺より小さ目だからな。完全模倣できるまでレベル上げする時に、慣れなくて苦労したよ」

			　へー。お兄ちゃんは、その違う体を動かせるんだ。すごーい!!

			　あれ？　でもそれって、この違うお兄ちゃんが来たってことは……。

			「も、もしかして。そのユキさんが、奥の手なんですか？」

			　ルルア様が驚いて目を丸くしている。

			「いやいや、この体はあくまでも手札の１つ。奥の手ってのは、いつ切るかで効果が違ってくるからな。この体なら殺されても問題ないし、ダンジョン側が関わっているとばれない。モーブたちは基本情報集めのみだな。ルルアがリテアで動くときの主な護衛は、俺がやる」

			「ちょ!?　しかし、聖なる場所で魔物だとバレれば、私の立場が危うくなります!!」

			「まあ、それも分かるから陰ながらってやつだな。ちょいと試しに、なんか聖なる魔術で魔物を暴く技とかないの？」

			「ありますが……」

			「やってみてくれ。それでばれるなら、陰ながらにする。ばれないなら直接護衛になろう」

			「知りませんよ？　聖なる光よ、魔の姿を暴きたまえ!!　ライトシャワー!!」

			　ルルア様がそう魔術を唱えると、綺き麗れいな光が部屋全体にあふれます。

			「ん、何も問題ないな」

			「なっ!?」

			「まあ、理由はいろいろあるけど、まず考えられられるのがレベル差かね？」

			「レベルって、いったいいくつなんですか!?　私だってアークビショップの44なんですよ!?　これでも、リテアの上から３番目なんですから!?」

			「あー……うん。いろいろすまんかった」

			　お兄ちゃんはそう言って、ドッペルゲンガーさんのステータスを見せてくれます。

			　

			【名前：ユキ

			　種族：ドッペルゲンガー

			　身分：魔物　憑ひよう依い中

			　性別：男

			　職業：興味を満たすもの

			　年齢：０歳

			　Ｌｖ：２３８　ＨＰ：６０２０　ＭＰ：２３２００　ＳＴＲ筋力：２７４０　ＤＥＦ防御力：１４００　ＩＮＴ賢さ：６９２０　ＡＧＩ素早さ：３０３２　ＬＵＫ運：１２０

			　スキル：まあ適当にいろいろ】

			　

			「お、お、お兄ちゃん凄いです!!　伝説の勇者様みたい!!」

			「おー、ぶっ飛んでるな。さすがダンジョンマスター。よくまあ今までの人たちは、ユキ以外のダンジョンマスターに勝てたな」

			「な、な、どうやってそんな……伝説のレベルに……」

			「いや、みんなと合流する前に時間が空いてさ。自分のダンジョンを、ドッペルゲンガーで攻略してみたんだよ。もちろん、トラップ無しのガチバトルでな。育てたメンバーはもちろん使わないよ。レベルの上昇の仕方とか見たかったし、こう普通にゴブリンとかと戦闘したり、無抵抗のドラゴンを高威力の武器で殺してみたりしてたら、こうなった。

			　いやー、思ったよりあっさりレベルって上がるんだなー。倒した魔物から何かを吸収する感じだな。だから、ラビリスたちも実地経験は伴わないだろうが、レベルだけなら極端に上げられるぞ？」

			　へー、なら私もすぐにレベル１００ぐらいになって、強くなれるのかな？

			「……私の人生は、いったい何だったのでしょうか……」

			　なんか、ルルア様が落ち込んでる。どうしてだろう？

		

	
		
			落とし穴１掘：寿司くぃね!!

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「鮪まぐろ!!」

			「烏賊いか!!」

			「貝柱!!」

			「鯖さば!!」

			「鮃ひらめ!!」

			「あの、たまご……」

			「えーと、エビフライが乗ってるのを、兄様!!」

			「……私はこの、あら汁（？）がいいわ」

			「イクラの軍艦巻!!」

			「大トロ!!」

			「稲荷寿司!!」

			　今、俺は、寿司屋スタイルで我が家のひな鳥たちに、寿司を握っている。

			　正直やっちまった。

			　あ、俺は今まで寿司屋でバイトしたことも、弟子入りしたこともない。

			　あれだ。こう、家庭で寿司パーティーなるものをやるついでに、実際に注文票を作って変に凝ってみたんだ。

			　そしたら、初めて寿司を食べた皆は大絶賛。

			　注文の嵐で、俺はひたすら寿司を握るはめになった……。

			　ああ、あの時の俺を殴りたい!!

			　

			　数時間前。

			「いやー、正直、毎日毎日、食事の時間が待ち遠しいですよ。お兄さん、今日は何を出してくれるんですか？」

			　仕事が終わったラッツと旅館へ帰る際に合流して、晩御飯の話をしていたんだ。

			「そろそろ、ネタ切れなんだがな……」

			「そうですかー。ま、今まで出たものが出ても十分に美味おいしいですが」

			「ん、ネタ切れ……。あ、ネタ!!」

			　そうやって俺は、とてもいいことを思いついて、頭に電球が光ったような感じがしたんだ。

			　だが、それは俺の首を絞めることになってしまった。

			「ラッツ、みんなを宴会場に集めておいてくれ。俺は、ちょっと準備してくる」

			「おお、何か美味しいモノでも思いつきましたか？　任されました。責任をもってみんなを呼んできますとも!!」

			　俺は、ただ調子に乗っていた。

			　だから気が付いてなかった。

			　俺しか寿司を知らない。つまり作れるのは、俺だけなのだ。

			　それなのに、わざわざＤＰ消費してまで、刺身包丁を数本と寿司屋にあるネタを見せるための展示用冷蔵庫（？）、専用のまな板、海苔、後は切るだけの状態の各種ネタを数多あまた取り寄せた。

			　電子ジャーをフル稼か働どうにして沢山のご飯を炊いて、お約束の酢飯も作りましたとも!!

			　シャリこそ寿司の命!!

			　あ、本場の人ごめんなさい。言ってみたかったんです。

			　まあ、そんな感じでノリノリで準備していったんだ。

			　今思えば、もうできあがっているものを、ＤＰで出せばよかったじゃんと思う。

			　だけどあの時は、自分でやるべきだと思ったんだ。

			　だって、寿司は日本の心だろ!?

			　そして、運命の瞬間が訪れたんだ……。

			　宴会場に来た皆は、俺の姿や周りにある道具に目を点にしていた。

			「ありゃ？　まだご飯ができていませんでしたか？　先ほどできたと連絡をもらった気がしたのですが？」

			　ラッツが首を傾げる。

			　ふふふ、まあ、そうだろうな。

			　寿司を知らないなら、この道具の数々を見てもすぐに食べられるとは思うまい。

			　少し練習した成果を見せてやろう!!

			「いや、準備はできている。これを見よ!!」

			　なんとなくシャリを上に放り投げて掴んで、切ってあった鮪まぐろを上に載せる。

			　そして、事前に握っておいた、一人前のセット皿の上に加える。

			　他の皆の分も握っておいたので、それらを全員に渡していく。

			　まずは基本の鮪、鯛たい、鮭さけ、烏賊いか、大トロ、鮃ひらめ、たまごを各種１貫ずつ載せてある。

			　俺の様子を見て、ラッツが疑問を口にした。

			「えーと、魚の切り身をご飯の上に載せてるだけですよね？」

			「甘い!!」

			「ひゃ!?」

			「目の前に置いてある小皿に醤しよう油ゆを入れ、それに寿司……その切り身が載せてあるご飯をつけて食べるといい!!」

			　ラッツを筆頭に、恐る恐る醤油につけて寿司を口に運ぶ。

			「「「！！？」」」

			　ふっ、まずは用意していた７貫が、あっという間になくなった。

			　すぐに食べ終えたみんなは、これで終わりなのかとこちらを見て気が付く。

			　そう、展示冷蔵庫の中にはまだ、切り身が沢山あるのに……。

			「お、お兄さん。も、もしや……」

			「これがメニューだ。食べたいものを頼むといい。その場で握ってやろう!!」

			「「「！！？」」」

			　全員が、メニューへと視線を向ける。

			　まあ、一応多めに握って準備したから、俺が実際に握る分はそんなに多くはないだろう。

			　そんなこんなで、序盤はこちらの圧倒的勝利だった。

			　まずはお約束の茶碗蒸し、貝汁、そして熱い緑茶!!

			　個別に好きそうなものを先に渡したり……。

			「こ、これは!?」

			「稲荷寿司という、カヤが好きなお揚げと寿司のコラボレーションだ!!」

			「あ、ああ」

			「大丈夫だ。沢山あるから心配しなくていい。沢山食え!!」

			　カヤに至っては、稲荷寿司を山ほど食べていた。

			　

			　……が、現在、ストックは切れ、俺が握るハメになってしまった。

			「はいよ!!」

			「烏賊いか!!」

			「ほれ!!」

			「たまごー」

			「はいはい!!」

			　畜ちく生しよう、俺が食う分は残るのか？

			　俺は寿司を握りながら、もう絶対に自分で寿司は握らないと心に誓った。

		

	
		
			落とし穴２掘：温泉の醍だい醐ご味み

			　

			　ｓｉｄｅ：リエル

			「よっ」

			「はっ」

			　今、旅館の遊技場でラッツ、ミリー、エリス、トーリ、それと私で卓球をして遊んでいる。

			　お風呂上りのちょっとした娯楽だ。

			　いや、贅ぜい沢たくだよね。

			　普通宿屋なんて、ご飯食べて寝られれば上出来。

			　安宿だとご飯もないし、埃まみれのベッドだったりするのに、この旅館は遊技場まであるんだから。

			　ここを使いたい放題なんて！　ちゃんと後片付けはしないといけないけど。

			「そこっ!!」

			「うわっ!?」

			「はい、エリスポイント」

			　審判役のラッツが、そう告げる。

			「あちゃー」

			「リエル、油断は大敵です。本日のシーザーサラダを半分いただきますよ!!」

			「うわー。本気だね、エリス」

			「もちろんです。シーザーサラダを本日リクエストして、何とか押し込んだんです。今日の夕食で好物が増える可能性があるのなら、私は手加減なんてしません!!」

			「お肉も好きじゃなかったっけ？」

			「ステーキもまたよし!!　しかし、シーザーサラダには及ばず!!」

			　エリスがそう言って、胸を張る。

			　プルンとサイズが大きい胸が揺れる……ちっ。

			「ええい、エルフ族の癖に変に胸が大きいよね!!　あの種族、ペッタンコでしょ普通!!」

			　僕はそう言って、力を込めてサーブをする。

			「べ、別に大きい仲間が少ないだけです。私はちゃんとエルフ族ですよ!!」

			「偽物だ!!　その胸は偽物に決まっている!!　私の胸がこんなんなのは、エリスの胸が大きくなったせいだ!!」

			「む、むちゃくちゃ言いますね!?」

			　憎しみを込めて弾を打ち返す。

			　それをエリスが打ち返す。

			　そのたびに、エリスの浴衣の中に隠れている綺き麗れいな膨ふくらみが揺れる。

			　たゆん、たゆん。

			　たぷん、ぷるん。

			「むきっ――――!!　そんなの脂肪なんだからね!!」

			「何を逆恨みしてるんですか!?」

			　悔しい。僕はなんでペタンコなんだろう。

			　胸が不必要に大きい相手が憎い!!

			　横では僕たちの会話を聞いて、トーリが首を傾げている。

			「なんかリエルは憎しみがこもってるね。なんでだろう？」

			「あー、トーリは私の胸を見てどう思う？」

			「ミリーさんの胸ですか？　大きくて柔らかそうで、女性らしいと思います」

			「……えーと、そういう素直な感想ではなくて、こう……嫉妬とか憎しみが湧わかない？」

			「？」

			　トーリの答えを聞いて、エリスよりも大きい胸を持つミリーが苦笑いを浮かべる。

			　そうなんだよ。トーリってば、純真すぎて私の悩みが分からないみたいなんだ。

			「ラッツ、どう説明したもんかな？」

			　ラッツに話を振ってみると、僕にとっては情け容よう赦しやない説明をしだした。

			「んー、そうですね。トーリ、私も貴女あなたより、胸は大きくて形がよく感度がいいと自負しております。つまり、胸が大きいというのは、女性として優れているという意味なのです」

			「はぁ、そうなんですか？」

			「まあ、一般的にはそうなんです。つまり、それから照らし合わせると、リエルは女性として劣っていることを、悔しく思っているわけです」

			「ああ、なるほど。でも、胸が小さいからって、子供が生まれた時におっぱいが出ないなんてことないですよね？」

			「……おっぱいが出ないのは、別の問題ですよね」

			「なら、体型の差なんだから、私はそんな風には思いませんね。きっと私を愛してくれる人は、私のすべてを受け入れて好きになってくれますから。体型も含めて、その人が愛してくれるなら、無理に体型を変えようとは思いませんよ」

			　ほら、トーリはこの通り。

			　もう、きらきらの純真。

			「分かった。分かったよ!!」

			「えーい、何がですか!?」

			　エリスが打ち返しながら聞いてくる。

			「トーリがそんなに余裕があるのは、僕よりもおっぱいが大きいからだね!!」

			「ええ!?」

			　エリスでなく、トーリが慌てた様子を見せる。

			「ほとんど錯さく乱らんしてますね。リエル」

			「まあ、気持ちは分からないでもないけどね～」

			　ラッツとミリーは、苦笑いしつつも止めようとはしない。

			　２人はなんとなく私の気持ちが分かっている。

			「あの、リエル。私、何かまずいことでもしましたか？」

			　トーリは不安げだ。

			　ああ、あとで謝っとかないと。

			「隙あり!!」

			「うわっ!?」

			　ペチン。

			　球が僕の胸に当たって床に転がった。

			「リエル、貴女あなたの言いたいことはよく分かります。私もエルフの里にいた頃は、よく妬ねたまれましたから。ですが、大きくてもあまりいいモノではないのです。厭いやらしい男の視線が集まりますし、防具も選ばないといけない。肩もこるんですよ？」

			「うるさ――い!!　そんな贅ぜい沢たくな悩みは聞く耳ないよ!!」

			　僕は、すべての憎しみを込めて球を打ち込む!!

			「きゃっ!?」

			　エリスは反応できず、球が彼女の胸に直撃する。

			　ぽよん。
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			「……」

			「これで、同点ね」

			　コロコロと、僕の足元に球が転がってくる。

			　君（球）、僕に当たった時、そんな音を出してなかったよね……。

			「えーと、リエル、続きしないの？」

			「うわーん!!」

			　僕は、泣き叫びながら遊技場を飛び出した。

			「リエル!?」

			「……まあ、今のはエリスが悪いですね」

			「……だよね。止めさしたね」

			「えと、何がいけなかったのかな？」

			　遊技場からそんな声が聞こえる。

			　おっぱいなんて、おっぱいなんて!!

			　とりあえず、個室で少し頭を冷やそう。

			　

			「……ん？　リエルか、今の？」

			「……そうね」

			「リエルお姉ちゃん、廊下は走っちゃ危ないよー」

			「兄様、それより今日は、エリス姉さまの希望でシーザーサラダを作らないと」

			「ああ、そうか。今日も頑張って料理しような」

			「「うん」」

			「……なんとなく、リエルの事情は分かるけどね。彼女以下って、アスリンとフィーリアだけだから……」

			　

			　その日、エリスはシーザーサラダを沢山食べて、リエルはみんなからステーキを分けてもらって、また飛び出したり、飛び出さなかったりｗ。

		

	
		
			第45掘：人身事故？

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「行ってきまーす」

			　そう言って、ダンジョンの出入り口にいる皆に手を振る。

			「行ってらっしゃい、お兄さん。これを機会に、この大陸をよく見てきてください。きっと、いろいろ役に立つはずです」

			「ダンジョンの仕事は任せてください。ユキさんの手をあまり借りないように頑張ります」

			「なにか、美味おいしそうなお酒があれば、よろしくお願いします」

			「お気を付けて。そのお体は偽物でも、私は心配です」

			「僕の言った通りにすれば、冒険者は問題ないからねー!!」

			「……行ってらっしゃい。気を付けて」

			「お兄ちゃん、私は、ついていきたかっだでず～～!!」

			「兄様、武器屋とか防具屋とか、何か鍛か冶じに見本になるものを!!」

			「……体のことは任せて。ちゃんと下のお世話もできるから。……気持ちよくなっても問題ないわ」

			　まずい。ラビリスに俺の本体が喰われちゃう。

			「ラビリス。帰ってきたらちゃんとするから、それまで我慢してくれ」

			　ラビリスの手を握って結婚式場をイメージし、ウェディングドレスを着た彼女を想像する。

			　そして、結婚式後の初夜イメージもぼかして伝える。

			「……!?　任せて、ちゃんとしておくわ」

			　よし、説得成功。

			　ちなみに、俺の本体は布団で寝ている。

			　新しん陳ちん代たい謝しやは普通に機能しているので、トイレやご飯の時は、こっちはオートモード……っていうのも変か、ドッペルゲンガーの元の性格で動いてもらう。

			　といっても、俺に長い間憑ひよう依いされているからか、元の性格も俺に近いものになっている。

			　腹違いの弟がいたら、こんな感じなんだろうなって思える性格だ。

			「エルジュ様。治療施設の件は書類にまとめてあります。最後までお手伝いできなくて、申し訳ありません。ですが、私がリテアに戻れたのならきっと……」

			「はい、ルルア様もお気を付けて。私は大丈夫です。きっとまた、お会いできると信じております」

			「ルルア様の願いが果たされることを祈っております」

			　エルジュとオリエルが、ルルアと別れの言葉を交わしている。

			「あ、モーブおじちゃんたちも無理しちゃだめだよ!!　私やフィーリアちゃんと遊んでくれるって約束したんだから、ちゃんと帰ってきてね。……行ってらっしゃい!!」

			　アスリンが、すっかり忘れ去られているモーブたちに声をかける。

			　モーブたちは一瞬驚いた顔をしていたが、すぐに笑顔になった。

			「おう、約束は守る!!　いろいろお土産も買って帰るからな!!」

			「……帰る場所ができた、か」

			「これはぜひ、約束を果たさないといけませんね」

			　そうやってモーブたちが、各々アスリンに言葉を返す。

			　しかし、なんか長引いたな。これはもう一度締めに言うべきか。

			「よし、もう一回言うか。せーの……」

			「「「行ってきまーす!!」」」

			「「「行ってらっしゃーい!!」」」

			　そして、勇者は旅に出た。

			　いや、ダンジョンマスターですけど。

			　詳しくは、ドッペルゲンガーですけど。

			　初めての旅立ちって、勇者のイメージしかありません。

			　おら、わくわくすっぞ!!

			　自分自身でもテンションが高いのが分かる。

			　偽物の身体とはいえ、初めてのお外!!　異世界のお外!!

			　ま、30分もした頃には、代わり映えのしない風景に飽あきてしまったんだが。

			　しかし、この大陸、日本とはだいぶ違うようだ。

			　だって、見渡す限り平原って、日本じゃ見ねーもん。

			　近くに森はあるけど、山はかなり遠目に青みがかって見えるぐらい。

			「とりあえずだ。近場の村か街に行って、馬を調達しねーと１か月はかかるぞ」

			　モーブがやっとテンションの落ち着いてきた俺を見て、そう言う。

			「ああ、そこら辺は心配するな。俺のアイテムボックスから乗り物を出す」

			「あ、アイテムボックスは、生き物は入れられないだろ？」

			「いや、生き物じゃねーし」

			　歩き飽きたので丁度いいだろう。なんか、青い猫型世界征服兵器の真似をしたくなる。

			　まあ、あのイメージで、ある物を取り出す。

			「じゃじゃ～ん。Ｃ４でも壊れないハマーを超える史上最強の市販車マローダー!!」

			　最近、ネットでこいつを見たんだ。日本円にして約４０００万円だと。

			　もちろん防弾ガラスで装甲は厚い。予備のタイヤも２個完備。

			　さらに、対弾用の専用タイヤ。並の乗用車なら踏み潰せます!!

			　オフロードもお手の物。まさにこの未開の大陸に便利な代物!!

			　でも、お高いんでしょう？

			　いえいえ、今ならなんと３万ＤＰです。

			　あ、ちなみに、俺のドッペルのレベリングには５万ＤＰほど使った。

			　あれー。持ってたＤＰって、確か50万ＤＰちょいじゃなかったの？　って聞きたくなるでしょう。

			　世の中、虚きよ偽ぎ報告ってのは必要なんだよ。

			　まあ、みんなが来る前に使ったからセーフ!!

			「さあ、乗るべ、乗るべ」

			　なんとなく、田舎くさく言ってみる。

			「……これは、乗り物、なのか？」

			　予想通りの反応だな。

			「そうだぞ。つかモーブ、ガラスの部分を剣で全力で斬ってみろ」

			「は？　壊れるぞ？」

			「いいから。そうすればこの乗り物の便利さが分かるから。ライヤもカースも、槍やりと魔法でいろいろやってみてくれ」

			「俺もか？」

			「さすがに魔法はまずいだろう」

			「いやいや、お前らの攻撃で壊れる程度なら、乗っても意味ねーよ。だから全力でやってくれ。ルルアもやるか？」

			「いえ、私は遠慮しておきます」

			　そうやって、ストリートファイ◯ーⅡのボーナスステージが始まる。

			　まあ、壊せない車両だから、ボーナスポイントは入らないが。

			　

			　……10分後……。

			「な、なんだ。このガラス!?　こ、壊れねぇ……どころか傷１つ、つけられねぇ」

			「この変な車輪はなんだ。突きが通らないぞ……何でできてやがる」

			「……エクスフロージョンまで耐えるのか……。ありえん」

			　３人とも息が上がっております。

			　うむ。実はいろいろ魔術で底上げしてるけど、塗装もはがせないとか、怖いわー魔術。そして、マローダー。

			「よし、耐久性は大丈夫みたいだな。さあ、みんな乗り込めー」

			　そうやって皆を促うながし、俺は運転席へ乗り込む。

			　……あれ？　よく考えりゃ、俺しか運転できなくね？

			　しまった。助手席でのんびりできねーよ!?

			「……おい、奥に行ってくれよ。そっから乗るんだろ？」

			「……いや、３か所開くぞ」

			　車という概念がないと、いろいろ通じないことが多いな。

			　説明を兼ねて、２方と後部を開く。

			「荷物は後ろに放り込んどけ。座るのに邪魔にならない所に置いとけよ」

			「馬車みたいな感じか？」

			　モーブたちは後部座席に乗り込みながら、そうつぶやく。

			　まあ、馬車の進化型ってのは、多分間違いじゃない。

			「あ、カースはこっちの助手席に来てくれ。道案内がいる」

			「分かった」

			　カースが助手席に乗り込む。

			「……なんだ、この椅子は。……乗り心地が良すぎる」

			　そりゃ、木造の馬車と比べるなよ。

			「しっかし、ユキ。こんな鉄の塊かたまりが動くのか？　いや、動いても速いのか？」

			「そこはまあ、見てろ」

			　そう言ってエンジンをかける。

			　ちなみに、エンジンは鍵かぎではなく指紋と魔力認証です。

			　最先端と魔術の合体セキュリティ!!

			「と、ドアは閉めたか？　鍵かぎかけるからな」

			　いきなりドアを開けられても困るからな。

			　こっちの操作で鍵をかける。

			「……この変な凹へこみが、鍵の役割をしているんですね」

			　ルルアがオートで動いた場所を見て、鍵の確認をしている。

			「開けるなよ。今から動くからな」

			　注意を促うながしてアクセルを踏む。

			　車体がゆっくり動き出す。

			　うん。さっきの攻撃でも、エンジンや車体へのダメージは本当に何もないようだ。

			「うおっ。動いたが、この速度じゃ……」

			　モーブが不満を漏もらす。

			「じゃ、速度を上げるぞ」

			　時速10㎞から一気に40㎞ぐらいまで上げる。

			　これ以上は、地面がしっかりしてないと横転しそうだからな。

			「なっ、はやっ!?」

			「凄いな」

			「……これは、１週間もかからないかもな」

			「凄いですね。景色をしっかり見ながら、安全に移動できるなんて」

			　運転してるだけでは暇なんで、音楽をかける。かけるのはトップ◯ンのテーマ「Danger Zon◯」運転とかにぴったりな曲ではないでしょうか？

			「なんだこの音!?」

			「いや、音楽。暇だからかけた」

			「なんだよ、かけたって？　お前が弾いてるのか？」

			「なわけねーよ。魔法でいうとコールとかの応用だ。音を記録して流す機能がついてんだよ」

			「はぁー、贅ぜい沢たくだな」

			　いや、これがないと長距離運転は死にますからね、退屈で。 

			　しばらくのんびり運転をする。

			　現在、時速70㎞。えーと、大体他国には、小１時間で脱出できる速度じゃねーかな？

			　道路交通法なんてないのがいいね。オフロードだから多少がたつくけど。

			「で、カース。お前はこれに乗って、どこの村か街に寄ればいいと思う？　ああ、近くに行ったら、当然降りるぞ。これから大事を起こそうってんだ。わざわざ目を付けられる真似はしない」

			「……そうだな。この速度なら、このまま直進すると小規模な街がある。キリス街だな。そこは、ロシュール国とリテア聖国の国境近くだ。そこでいったん降りて、徒歩で関所を越えてリテアに入る必要がある」

			「関所を越えるために必要なのは？」

			「基本的に金だ。他には厄やつ介かいなことは特にない。……しかし、予定ならキリスまで早馬でも４日はかかる。なのに、こいつだと今日中には着きそうだな……」

			　カースが呆れ気味に、流れる景色を見ながら言う。

			「なあ、ユキ。途中でこいつを休ませないでいいのか？」

			　モーブが後部座席から声をかけてくる。

			「いらねえよ。こいつの本気の速度は、まだ上だ。あと、これ生き物じゃねーから休憩なんていらね。むしろ、休憩を挟んで冷える方が問題だ」

			「マジかよ。すげえ便利だな」

			「そっちは、適当に飲み食いしてろ。お昼はもう回ってるだろ」

			「そうだな、こっちは適当に食わせてもらうわ」

			　モーブはそう言って引っこみ、ペットボトルを引っ張りだす。

			「おい、さすがに酒はやめとけ」

			「ばか、ライヤ。黙ってろって!!」

			　あの野郎。ペットボトルに酒なんか仕込んでやがったか。

			「さすがに飲むな。一応、魔物も出てくるんだろう？」

			「ああ、ここらは主要街道だからな。強い魔物は排除されているが、盗とう賊ぞくや弱い魔物は出る。モーブさん、とりあえずやめてください。ユキも……素人しろうとですから。一応」

			「どこが、素人だよ」

			「いや、俺ってお外初めてだし？」

			「はっ、俺は酒飲んで寝る」

			　モーブたちとの打ち合わせでは、俺はモーブたちに助けられ、その強さに憧れて、ついてきているって設定になっている。

			　ルルアは俺の姉という設定で、同じくモーブたちについてきている。変装済み。

			「ねーちゃん。お茶頂戴」

			「……はっ!?　私のことですよね!?　凄い違和感が……」

			「茶頂戴」

			「は、はい。どうぞ」

			　後ろからお茶が差し出される。

			　適当に片手運転しながら、蓋ふたをあけて飲む。

			「器用なものだな」

			「慣れればカースにもできる」

			　あ、何台か馬車とかにすれ違って驚かれたが、まあ、基本アイテムボックスに隠すから。気の毒だが、不ふ審しん物ぶつとして報告しても周りからは信じてもらえないだろう。南無。

			　そんな風に、のんべんだらりと異世界運転サファリツアーを３時間ほどしたことろで、カースが何かに気がついた。

			「10時方向。森の際に……トロールが５、６体いるな」

			　カースのやつはゴブリンの訓練を見て、時計の方向の意味を理解していた。スゲーな。

			　で、その方向を見ると……。

			「おお、確かにあれはトロールだな。３メートル級に、５メートル級までいやがる。大物だな」

			　モーブもその方向を見てトロールを確認する。

			「どうする？　このまま無視もできるけど？」

			「こっちは急ぐ旅。とはいっても、このマローダーのおかげで尋常じゃない速度です。どっちでもいいのでは？」

			「５メートル級か。俺とモーブとカースの３人だと、討とう伐ばつに小１時間はかかるレベルだぞ。まあ、聖女やダンジョンマスターがいるから、時間はそんなにかからないだろうが」

			　ルルアとライヤが意見を言う。いったんマローダーを止めて会議をするが、俺としては、どっちでもいいんじゃねって判断だ。

			「きゃぁぁああああ!!　来るな!!　来るんじゃないわよ!!」

			　トロールの群れから、女の子のものらしき声が響く。

			「……あれ、人見えたか？」

			「いや」

			「……いや、なんか小さい人が見える。子供……にしてはなんか変だな？」

			「……!?　ユキ、助けることを推す。あれは妖精族だ!!」

			　モーブが、そう教えてくれる。

			「えっ!?　妖精族ですか!?　なんでこんな所に姿を現してるんですか!?」

			　ルルアは、妖精族の存在に驚いているようだ。

			　とりあえずエンジンをフカして、アクセルを踏み込む。

			　距離的に、速度は60㎞まで出ればいいか。

			「みんなシートベルト……そこのベルトで身体を固定しとけ!!　一気にトロールを潰す!!」

			「は!?」

			「降りて戦わないのか!?」

			「……まさか」

			　モーブたちが青ざめた顔をする。

			「そりゃ、あの程度の質量生物、速度が乗った車でペチャンコですよ？」

			　トロールさんは、見た感じデブの棍こん棒ぼう持ち。あれだ、名前通りドラク◯のトロールに近い。

			　まあ、それでも５メートル。だが、鉄塊でもなく四輪でもなく二足歩行だ。

			　足を狙って、マローダータックルを敢行する。

			　時速60㎞の鉄塊の威力を見よ!!

			「だれかぁぁぁああああ!!」

			　よく見ると、その妖精族の子は、もう１人誰かを抱えていた。

			　クラクションを鳴らして、トロールの注意をこっちに引く。

			　そのままトロールの群れに突っ込んだ。

			　そして、リーダー格のトロールは、この世界で初めて自動車事故で亡くなった生物になった。

			「え？」

			　妖精の視点では、横から来た変な物にぶっ飛ばされるトロールって感じだろう。

			　くの字に人体……いや〝トロール体〟って曲がるんだ。

			　衝撃はそこまで来なかった。魔術の衝撃緩和ってすげーな。

			　これ、迫はく撃げき砲ほうとか戦車砲の衝撃もしっかり軽減できそうだな。あとで考えよう。

			　残りのトロールも全員撥はねていった。ごめんよ。人を撥ねるってこんな感じかね？

			　所要時間わずか５分。

			　トロールさんはそのまま血まみれになって、わざわざこっちが踏みつぶす必要もないぐらい弱っていた。

			　思わず「ストライ――ク!!」って言った俺は悪くない。だって、ボウリングみたいだったんだもん。

			　１匹、タイミングよく棍こん棒ぼうらしきものをマローダーに当ててきたが、見事にはじかれた。

			　まあ、装甲車並ですからね。生き物が出せる力で壊すのは、無理じゃね？

			　止めに、横たわったトロールさんの頭を丁寧に踏み潰して掃そう討とう完了。

			「ひ、ひでえ理不尽を見た」

			「……これで城攻めでもするのか？」

			「こいつを止めるには何が必要なんだ？」

			「……あの、リテア首都で乗らないでくださいね？　ね？」

			　乗っていたメンバーのほとんどが不満の声を上げているが、無視する。

			　さっさと、妖精族の女の子の前に車を進める。

			「ひっ……!?　いやっ、こ、こないで!?」

			　彼女は気絶している（？）もう１人を庇かばうようにして抱え、後ずさる。

			　まあ、こっちは正体不明なうえ、トロールを撥はねて始末した物体だからな。

			　とりあえず、車から降りて彼女たちに声をかける。

			「こちらに敵対の意思はない。信用できないのであれば、すぐに立ち去ろう。そちらが許してくれるのであれば、治療等をしたいのだが……どうする？」

			　事務的に言葉を並べる。

			　どこかのヒーローみたいに、いちいち犬猫を拾って世話焼いてる暇はないのだ。

			　まあ、モーブたちの会話からすると珍しい種族らしいから、なんとか引き込めたらなーとは思う。

			「あ、え？　人族？」

			　彼女は混乱しているが、落ち着くのを待つ必要もない。

			　むしろチャンスだ。

			　混乱している時、相手の考えがまとまる前に、こっちが行動を起こせば……。

			「すまない。質問に答える時間も惜しい。俺たちについてくるなら治療をしよう。嫌ならすまないが、そのまま置いていくことになる」

			「え、え？」

			「分かった。これから君たちの道に、幸運があることを祈ろう。では……」

			　俺は、そう言って背を向ける。

			　そう。こんな風にすれば、余程じゃない限り……。

			「ま、待って!!　着いていく!!　着いていくから!!　この子を助けて!!」
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			　心理的にこうなる。

			　彼女の心理状態を察するに、こっちのことはトロールを一瞬で倒して回った得体の知れない化け物だ。だが、その化物から降りてきた人族が、なぜか彼女たちの治療をしようと善意を見せている。いきなり治療と言われても、彼女の判断能力はパンクしている。

			　さらに、俺は時間がないと、考える時間制限をつけている。

			　彼女に与えられている情報は「トロールを倒した」「結果的に助けられた」「得体が知れない」「治療をする」「嫌なら手出しはしない」「時間がない」だ。

			　この情報に、彼女的な善悪の判断をつけるとすれば……。

			・トロールを倒した　　これは「善」

			・結果的に助けられた　これも「善」

			・得体が知れない　　　これはどちらかと言うと「悪」

			・治療をする　　　　　当然「善」

			・嫌なら手出しはしない　これば微妙に「善」「悪」どっちもありうる。

			・時間がない　　　　　彼女にとっては「悪」だが、判断不能で「無」だな。

			　評決結果「善」が４か３。「悪」が３か２。

			　ある程度理性的な判断ができるのであれば、彼女は手を伸ばさざるを得ないわけだ。

			　逆に、もしそれでも拒否する場合は、近くに彼女たちの村や、それに準ずる何かがあると考えるべき。反応が無くただ茫ぼう然ぜんとしたり否定するなら、俺にとっても、これからの旅路の邪魔になるだけだからいらない。　

			　彼女たちが希少種族であろうが、手を取り合わない者と仲良くする気は基本ない。

			　そんなことを考えながら、彼女たちを抱えると、後部座席で茫然としているルルアに渡す。

			「治療を頼む。さて、トロールの討とう伐ばつ証明部位ってどこだ？　さっさと、取って移動しよう」

			　茫然としているモーブたちの尻を叩いて戦利品の回収をし、俺たちは再び目的地へ走り出す。

			「いったい、何がどうなってるのよ!?」

			　後部座席で治療を受けていた妖精族の女の子が、叫び声を上げる。

			　さて、いい暇潰しができたかね？

		

	
		
			第46掘：妖精族の事情

			　

			　ｓｉｄｅ：モーブ

			　なんというか……もう疲れちまった。

			　いろいろな意味で。

			　俺たちは今、国境の街キリスを目の前に歩いている。

			「なあ、アイテムボックスに道具だけでも入れようぜ……」

			　そう。希少で便利なアイテムボックスがあるのに、なんでわざわざ荷物を個人個人で持たなきゃならんのだ。　

			　あのマローダーはともかく、荷物までわざわざ手で持っていく必要はねーだろ。

			　トロール討とう伐ばつの理不尽から、まだ２時間ほど。

			　時間的にはダンジョンを出たのが、９時ぐらいだったから……えーと、コール画面を開いて時計を見る。

			　16時。おうおう、たった７時間で国境の街まで着いたのかよ、もう、ただスゲーよ。

			「バカ言うなよ。アイテムボックス持ちは希少なんだろ？　そんな人物がいたら目を付けられる。あと、俺がいなくなったらどうするつもりだ。アイテムが全部パーだぞ。必要最低限の個人携帯品は自分で持っとけ」

			　ぐ、ユキのやつが正論を言ってくる。

			　ち、ユキ相手には基本、口で勝てる気がしねえ。

			「うーん、距離は大体時速70㎞で７時間だから、約４９０㎞か。メーター見とけばよかった」

			　おうおう、その距離の単位は知っているが、ユキはそれまで算出できるのかよ。

			　お前、どこの坊ちゃんか学者だよ？

			「ねぇ、ねーえ!!　なんであのクルマ（？）に乗っていかないのよ!?　ナナだって、まだ完治してないのよ!!」

			　ユキの周りには、トロールの群れから助けた妖精族が飛び回っている。元気な方がコヴィル、ケガをした方がナナって名前らしい。

			　羽もねーのになんで飛べるんだって聞いたら「私たちの身体は、ほぼ魔力で構成されてるからね。人族とはいろいろ違うのよ」なんて小バカにされて返された。

			　じゃ、なんで飛んで逃げなかったんだよって聞けば「友達を見捨てて逃げられるわけないでしょ!!　このバカおっさん!!　それで動きが鈍ったのよ!!」

			　それでまあ、いろいろとあのクソガキと言い合いになった。

			　アスリンたちもあんな風にはならないように、しっかりと見ておく必要があるな。

			「さっきも言っただろう。あの車に乗っていくと騒がれる。そして、コヴィルとナナみたいな珍しい種族を連れてたら、ますます目立つ。ナナは俺が背負ってるし、お前はもう飛べるほどには回復してる。俺たちは、お前等を助けることが目的じゃない。ついでだ、ついで」

			「むっきっ――――!!　私たちは妖精族よ!!　もうちょっと優しくしても、罰は当たらないわよ!!　エンチャントされた武具が欲しくないの!?　エリクサーは!?」

			「エリクサーはよく分からんが、さっきまで乗ってる車以上の速さで移動できて、頑丈で魔物をひき殺せる便利なモノでもあるのか？」

			「ぬぐぐぐぐ……」

			　そう。こんなやかましい生物、妖精族じゃなけりゃ捨ててるわ。

			　ユキに噛みついているコヴィルは、14歳ぐらいの女の子をそのまま60㎝ぐらいに縮めた感じで、髪は赤髪サイドテール……スタイルはいいんだろうな。一応、出るとこは出てる。

			　が、なんつーか、基本サイズが違いすぎて食指も動かん。

			　しかし、こんなところで妖精族と出会うとはな。

			「これが、各国で手出し無用って言われてる種族かよ……」

			　俺が１人つぶやくと、聞いていたのかライヤが返してくる。

			「まあ、彼女は彼女だ。全員があんな感じではないだろうよ。彼女たち妖精族は、基本、その高い魔力で森の奥深くに住んでいて独自の文化を築いている。最も有名なのが、エンチャントされた武具とエリクサーだな。そこに関しては、彼女たちの作るものが一番優れているともっぱらの噂うわさだ」

			「そうですね。過去に妖精族の里を捜そう索さくや支配、拉致を試みた権力者が何人かいましたが、そのどれもが妖精族に叩き潰されています。さらに、その後それらの地域や国は、エンチャント武具やエリクサーの輸出が止まって国が傾く大損害を受けたとか。

			　そんなことがあったので、妖精族には基本手を出すなとまで言われているのです。奴ど隷れいの中にも妖精族は絶対にいません。今回のように助けて恩を感じさせて、多大な恩恵を受けることを狙うのが正しいでしょう」

			　カースも説明に加わってくる。

			　そんな話だっけ？　俺としては、あんまり興味ねーや。

			「そういえばエリクサーって、万能薬みたいなもんだよな、コヴィル？」

			「そうよ!!　余程でなければ完全回復する優れものよ!!」

			「お前、エリクサー持ってなかったのか？　持ってたら、ナナに使えたわけだし……」

			「バカね。エリクサーがそんな簡単に量産できるなら、私たちはこんなところに逃げてないし、里が魔物に押しつぶされることもなかったわよ!!」

			「へー。さっき聞いたけど妖精族は、魔術が達者なんだろう？　それで負けたのか？」

			「知らないわよ。変な魔物が来て、魔術が効かなかったんだから。ギリギリ自分が脱出できるぐらいの魔力まで撃ち尽くして、ダメだと思ってナナを連れて逃げたのよ。そのあとは、そっちの知っての通り。逃亡の途中でトロールの群れに不意打ちを食らって、右も左も分からない状況で逃げてたの」

			　コヴィルがユキに、ここまで来た理由を説明している。

			　なるほど……。しかし、魔術が、しかも妖精族の高レベルの魔術が効かない魔物？

			「……そんな魔物いたか？」

			「いや、効きにくい魔物はいるが、効かない、無効なんてのはいないはずだが」

			　俺の疑問にライヤが答える。そこで、カースも会話に入ってきた。

			「ユキのダンジョンの特別製のモンスターならいそうですが……。まあ、それはあり得ないでしょう。そもそも、妖精族すら知らない魔物なわけですし。とすると、これはユキの冗談が本当になったと言うべきですかね」

			「どういうことだ？」

			「ユキはこの前の騒動を、魔王の仕業として争いの矛ほこを収めました。しかし、今、彼女たちの話を聞けば、魔物が妖精の里を襲ったと。つまり、その特殊な魔物は、魔王の配下で意図的に里を狙ったと見るべきですね」

			　なるほど。確かに一理ある。

			「ははあ～。魔王にとっちゃ、従わない妖精族は目の上のタンコブだからな。潰す意味はあったわけか。しかし、偶然ってのもあるんじゃないか？」

			「ええ。でも、最悪を考えるとってやつですよ。偶然なら、それに越したことはありません」

			　それもそうか。魔王が実際攻めてきたら、ボーっとしてるのはまずいしな。

			「な、なんでよ!!　私たちの里を救ってよ!!　あのクルマで、ばーっと轢ひいちゃってよ!!　簡単でしょ!!」

			　コヴィルがユキに懇こん願がんする。

			「バカだろ。コヴィル、お前の里は森の中だろ。どうやってあのバカでかいクルマを入れるんだよ」

			「うぐっ」

			「あと、こっちは急いでる。治療はしたし、安全にキリスの街まで送ってやるんだ。手助けが欲しいなら、冒険者ギルドでも頼れよ。妖精族の里救出だろ？　みんな友好関係は結びたいようだし、余程じゃない限り実質無料で手助けしてくれると思うぞ？」

			「あんた以上に強いやつなんて、そうそういないわよ!!　分かってるんだからね!!　あのクルマも驚いたけど、人族のくせに内包してる魔力が異常よ!!　私たちの数倍の魔力を感じるわ!!　なんでよ、そんなに急ぐ用事なの!?　言いなさいよ!!」

			「それは言えない」

			「むっき―――!!」

			「バナナ食うか？」

			「サルじゃないわよ!!」

			　いや、ユキだけじゃなく俺もサルだと思ったぞ。

			　つか、バナナまで持ってるのか、あいつ。無駄なアイテムボックスの使い方してやがんな。

			　しかし、ユキもコヴィルの相手がよくもつな。俺なら、あの金切り声は耐えられん。

			「……はぁ。ルルア、どうする？」

			「え？」

			　いきなりユキが、聞き手に徹していたルルアに声をかける。

			　どういうことだ？

			「え？　じゃねーよ。ここの現場指揮はあくまでも、ねーちゃんの弟の俺だけど、最終的な方針を決めるのはルルアねーちゃんだ」

			「私ですか？」

			「そう、だってこの旅は、ねーちゃんのためだからな。どうする？」

			「え、そこの女の人がリーダーだったの!?　ユキがリーダーとばっかり思ってたわ。ねぇ、お願い!!　里を、里を助けてよ!!」

			「……正直に言います。私は、貴方あなたたちの里を助ける余裕はありません。しかも、襲われてほぼ壊かい滅めつ状態なんだとすれば、これは救出ではなく……壊滅の確認作業になる可能性が非常に高いです。コヴィルさん、魔術が効かなくてどうしようもないのは分かったんでしょう？」

			「……うん」

			「私たちは旅を急いでいます。コヴィルさんが納得するためだけの行動に、付き合っている余裕はありません。キリスの街で冒険者を募つのってください。ユキさんの言うように、多くの人が集まるでしょう。私たちが手助けする場合は、私たちだけで手助けをすることになります。今、私たちが注目を浴びることは、避けなくてはいけませんから」

			「……理由は、言えないんだね？」

			「はい、簡単に話していい内容ではありません」

			「……ひっく、みんなぁ、ごめん、ごめん。わだじ、みんなをだずけられない……」

			　ルルアがハッキリと拒絶を示すと、コヴィルは飛ぶのをやめて地面に降り、泣き始める。

			「ふむ、ねーちゃん。少し俺の話聞いてくれないか？」

			「なんですか？」

			「妖精族の協力を得られれば、旅の目的は達成しやすくならないか？　数多あまたの国から手出し無用と言われるほどの妖精族だ。それを連れてれば支持を得られるなら、攻撃、防衛、政治、いろいろな意味でねーちゃんに手出しができなくなると思う。

			　ここまでの旅は、予定よりも早い行程で進んでいる。ある程度、寄り道をしても余裕はある。万が一、妖精族の里が壊かい滅めつしてても、そこのアイテムや、最低コヴィルが味方に付いてくれるなら、相応な成果になる。いい手札になると思うぞ？」

			「しかし、早く着いた方が……!!」

			「そうだな。早い方がいいとは思うが、結局、向こうですぐ行動を起こせるわけでもない。どっちもどっちって感じだ。ああ、釘を刺しとく。これはあくまでも、提案だ。ルルアが最後に判断しろ」

			「……分かりました」

			　ルルアの嬢ちゃんの表情は複雑だ。

			　そりゃ、一刻でも早くリテアに戻りたいだろうからな。

			　でも、ユキの言う通り。上手くいけば、いい手札が手に入ることになる。

			「コヴィルさん、貴女あなたに提案をしましょう。先ほどユキさん……弟が言った通り私たちが手を貸す場合、里が全滅していてもアイテムは私たちのもの。コヴィルさん本人は、私たちに付いて来て、目的を達成するために協力してください。

			　あ、言いましたが、目立ちたくはありませんので、手伝うのは私たちだけです。嫌なら、このままキリスの街で、コヴィルさんの思うように動いてください」

			「ふぇ？」

			「泣いていないで答えてください。私たちは、言っての通り時間が惜しいのです」

			　嬢ちゃんは睨にらみ付けるように、コヴィルに返答を促うながす。

			「分かったわ。私はルルアたちの旅に付き合う!!　だから、里をお願い!!」

			　コヴィルが涙をぬぐって立ち上がり、ルルアに頭を下げる。

			「さて、キリスの街はお預けだな。マローダー出すから、それに乗ってある程度楽するか」

			　ユキがマローダーを出して乗り込む。

			　おいおい、ここまで歩いてきたのは無駄足かい!?

			　急がば回れってやつかね？

			　いい方向に転ぶといいんだが……。

		

	
		
			第47掘：四天王とダンゴムシ改

			　

			　ｓｉｄｅ：コヴィル

			　今、私の目の前には、魔王の配下で四天王の１人と名乗る魔族がいる。

			「がふっ……私を倒したことで、いい気になるなよ。……私は四天王の中で……」

			「言わせねーよ」

			　ユキのやつは相手の言葉を最後まで聞き届けず、今回、里を襲ってきたアンチマジックキャタピラーを投げつけた。

			「ぐぁ!?　き、貴様、いいのか。私はお前たちに、情報を与えているのだぞ。……お前等にとっては、ぜつぼ……」

			「だから、言わせねーよ」

			　ユキが再度、アンチ……メンドクサイや、ダンゴムシ改を投げつける。

			　なんだろう。話を最後まで聞いてもらえないって、こんなに相手の尊厳を傷つけるんだ。

			「ったく。四天王（笑）が、お約束言ってねーで、少しは黙ってろ。ダンゴムシ改から事情を聞いてみれば、御大層な目的じゃなくて、改造に成功したけどお腹が減ってたから脱走して、魔力の高い場所に移動してただけだろうに」

			　そう、里は滅ぼされたが、里のみんなはほぼ無傷だった。

			　里に近づいた時、このダンゴムシ改と出会ったのだが、なぜか攻撃をしてこなかった。

			　それで、ユキがモンスターテイマーのスキルがあるからって、話しかけたんだ……。

			　そうしたら「お腹減ってたから、魔力の多い所に移動してた。てへっ」だそうだ。

			　脱力極まる話だ。

			　結局、ユキがダンゴムシ改に話をつけて、ダンゴムシたちに里の一角に集まってもらうと……自称四天王が現れたんだ。

			「ここにいたのか、お前たち!!　早く戻ってこい!!　このままじゃ、私が大目玉を食らう!!　ちくしょー、四天王まで上り詰めたのに、このままじゃまた降格だよ!?」

			　世せ知ち辛がらい言葉を言って、そいつが現れたんだ。

			　でも、ユキがすかさず――

			「ボッシュート」

			　捕ほ獲かくした。

			　見た感じは落とし穴。

			　でも、そうじゃなかった。

			　落とし穴の中は変な檻おりになっていて、すぐ上の蓋ふたが閉じられ、四天王は何もできずに捕まった。

			　ユキ曰いわく、檻には「スキル封じ、魔術封じ、体力、筋力、敏びん捷しよう低下」を付けているらしい。

			　あれ、なんでエンチャントできるのよ？

			　しかも、〝封じ系〟って伝説レベルなんだけど!?

			　器用なことに、自称四天王が入っている鉄柵は、ダンゴムシ改を通す仕様になっていた。でかいダンゴムシ改を投げつけると、鉄柵にあたる瞬間、鉄の格子が湾わん曲きよくして中に通すのだ。

			　それを見て、自称四天王は脱出できると考えたのか、ダンゴムシ改が通る瞬間にその開いた場所から出ようとするが……。

			「ふべっ」

			「あほか、ダンゴムシ改がコンマ差で来るのに、どうやって通るつもりだよ。ほれ、ほれ」

			「いたっ!?　なんでだ!?　なぜ痛い!?」

			「ダンゴムシ改の恨みもあるだろうよ。勝手に改造しやがって、人権無視……いや虫権無視か？　……しやがって。せめて、ご飯の用意してから動物……いや、虫は飼えよ」

			　今、ダンゴムシ改たちは、ユキの魔力をもらって満腹状態。

			　その恩もあって、ユキに従うことに決めたらしい。

			　なんと忠誠心の薄い連中だろう。いや、むしろ最初からなかったのか。

			　ご飯をくれないなら、私だってそうするわ。

			　今のダンゴムシ改は、忠誠心の塊かたまりだ。だって、ユキが手を下に伸ばすと自分からボール状になって手に乗ってくる。

			　ユキ曰いわく、バスケットボール（？）ぐらいだなって言うんだ。

			　ダンゴムシ改は牙が鋭くて肉食に見えるけど、実は障害物をどけるためのものです、だって。

			　主食は魔力。甲こう羅らはアンチマジックなどではなく、リカバーマジックといって実際は魔力を吸い取るための物らしい。

			　私たちが全力で魔術を撃ったのは、彼等にとってはご飯だったわけだ。

			　だから、勢いをまして「ご飯ちょうだーい」ってなったんだって。

			　はぁ……。

			　そして現在、自称四天王がなんか言おうとするたびに、ユキがダンゴムシ改を投げつけて、喋しやべらせない状況ができ上がっている。

			　でも、時たま投げたダンゴムシ改が変にカーブしたり、落ちたりしてるんだよね。

			　魔術かな？

			「へー。バスケットボールの大きさでも、変化球ってできるのか。次、スライダー」

			「ええい!!　珍妙な魔術をつか……ぐぎゃ!!」

			　あ、今の痛そう。

			「さて、ねーちゃんに長老。こいつの始末、どうつける。次、ナックル」

			「……そう、ですね。人的被害はないんですよね、長老」

			「……ええ。死人や重傷者は出ていません。精々、軽い怪け我がくらいですね。しかし、里は見ての通り……」

			　うん。里はもうボロボロだ。復旧するにしても、数か月かかるよ……私でも分かるもん。

			　ダンゴムシ改は、自称四天王を名乗る魔族が作っただけあって、とてつもない強さだった。

			　けど、中身はただの子供みたいな感じ。

			　ご飯……魔術を放っていた妖精族のみんなには手出しせず。小さい妖精の子に至っては、背にのせて遊んでやっている。

			　もうちょっと警戒しなさいよ。ちびっこめ。

			　そこで長老様が、話を続ける。

			「問題は、それだけではありません。そこの自称四天王という魔王の重じゆう鎮ちんが、ここをどうしようと思っていたのかもです」

			「ええ？　だってこの人、偶然ここにやって来たみたいなんだよ？」

			「コヴィル。偶然やって来たとはいえ、ここを見つけたのです。彼はそのことに対して、何らかの行動をとるはず。今は、ユキさん……でしたっけ？　彼の特殊な魔術で完全に封ふう殺さつされていますが、本来、私たちが相手にすれば、凄まじい被害が出ていたのは明白です。感じたでしょう？　ユキさんほどとは言わないまでも、圧倒的な魔力を」

			　それは分かる。長老様の言う通りユキほどじゃないにしても、きっと私たちが束になっても、相打ちに持っていければいいぐらいだろう。

			「だってよ？　自称四天王。逃げ出せたとして、ここをどうするつもりだ？」

			「知れたこと!!　魔王様に報告し、ここのアイテムの数々、我らのために有意義に使って……ふべっつ!?」

			「ストラーイクってのは無しか。金的だもんな。デッドボールか。いや、ドッチボールならあり？　うーん、顔面セーフってルールあるしな……」

			　そうやって、ユキがまたダンゴムシ改を投げつけ始める。

			　本当に最後まで言わせてあげないのね……。

			「ここで、彼を逃がすことはできません。ここを再び襲うと言っているのです。それに、この場所で復興をするのは愚おろかでしょう。本当に四天王なら、別のものが彼の足跡をたどって来るはずです。逃がさないにしても、ここはいずれ見つかるでしょう。……今後、みんなと話し合って、新たな地に行くべきでしょうね」

			「そうですね。私もそれが良いと思います。長老様」

			　ルルアも、それに賛同する。

			　……そっかー。みんな無事なのはいいけど、ここにはもう住めないのか……。

			　なんか、悔しい。

			　その気持ちをはらそうと、足元にいたダンゴムシ改を、自称四天王に思いっきり投げつけた。

			「ぐぎゃ!?」

			「あらら、言っただろう。後頭部は守ってやれって」

			　ユキがそう注意するが、怒りの収まらない私が、もう一匹ダンゴムシ改を投げようとすると……。

			　炎が私を追い越して、檻の中の自称四天王を覆おおった。

			「ぎゃぁああぁあああ!!」

			　自称四天王の断だん末まつ魔まが響く。

			　……あ、名前知らないや。

			　でも、どこから炎が飛んできたんだろう。

			「あははははは!!　ザーギス、いい気味だよ!!　魔王様に変な色目を使ってるから、そうなるんだ!!　ついてだ、私がここの連中をぶっ殺してやるよ!!　アンタは名誉の戦死ってやつだ。喜びな!!」

			　森の奥から白髪で褐かつ色しよく肌の魔族（？）が歩いてくる。

			　凄い魔力だ。ユキには及ばないけど。

			「お前らも喜べ!!　いちいち次の住む場所なんか探さなくていいさ!!　私がここですべてを灰にして……」

			「ボッシュート＆言わせねーよ。ついでに自称四天王、いい加減にうるせえ」

			「ぐぎゃ!?　貴様!!　私が炎に焼かれているというのに!!　……熱くない？」

			「いや、熱いはずだぞ。外はしっかり燃えてるからな。いい加減、息しにくくないか？」

			　よく見ると、自称四天王は燃えてなかった。

			　ああ、そうか。スキル、魔力封じがあるから、檻おりの中まで魔力の炎は届かないんだ。

			　……というか、燃えてないならなんであいつは叫んでたの？　バカ？

			「ぐはっ!!　そういえば息苦しい!?　なぜだ!?」

			「いや、檻の周りは炎が燃えてるからな。そりゃ、煙いだろうよ」

			「消すのだ!!　私が死んでしまう!!」

			「……えー。魔族なんだろう？　それぐらい自分で何とかしろよ。あと、お前が死んでも……いや、死んだ方が後々楽なんだが」

			「消してください!!　お願いします!!」

			　あ、いきなり卑ひ屈くつになった。大人ってサイテーね。

			　ユキが魔術で水を出して炎を消していると、今度は後ろから、さっき捕まった女の魔族（？）が声を上げて叫びだす。

			「なんだこの檻は!?　出せ!!　貴様ら、私を四天王最強の炎の真黒と知っているのか!!　こんなことをして、タダで済むと思うのか!!」

			　こっちも自称四天王か。……もう、メンドクサイなー。

			「ダンゴムシ改、乱れ投げ!!」

			　ユキも大たい概がいめんどくさくなったのか、ダンゴムシ改を一気に数匹投げつける。

			　私も一緒になって２、３匹投げつける。

			「きゃっ!?　貴様女性の顔に!!　やっ、痣あざになる!?」

			「黙れ、自称四天王その２。その無駄にでかい乳を庇かばってないで、顔を庇えよ。乳なら勝手にダンゴムシを弾いてくれるだろう」

			「いやだ、断る!!　魔王様は、私のこの不自然に大きい胸を綺き麗れいだって言ってくれたんだ!!」

			　あー、うん。別に身長でかいから、あんまり気にならなかったけど。

			　あれぐらいの大きさなら、本人は気にするかもね。

			　コンプレックスをほめてくれた相手のために、胸を庇うか～、結構可愛かわいいのね。

			「ねーちゃん、提案。ここは見ての通り、自称四天王が２人も来てるし、妖精族全員だと大所帯だ。もう、ダンジョンに住んでもらった方がよくね？」

			「ええ!?　でも、そんなことをしていては、時間がいくらあっても足りませんよ!?　私たちの目的は知っているでしょう!!」

			　ダンジョン？　どういうことだろう？　ルルアが急いでるのは知ってるけど。

			「すみません。貴方あなた方に助けられたのは事実ですが、勝手に住む、住まないなどを決められても困るのですが……」

			　長老様が、そう言って口を挟む。

			　当然だ。ここに住めなくなるといっても、住む場所ぐらい自分たちで探すわよ。

			「いやいや、一時的にってやつだ。他に場所が見つかれば、すぐに移動してもらって構わない。まあ、無料で提供するっていっても気味が悪いだろうからな。今、人が住める場所を作ってるんだけど、そこの手伝いをしてくれれば貴方あなた方を保護しましょう。見ての通り、自称四天王ぐらいは、どうにでもできる力はあるからね」

			「……確かに、ユキさんの力で保護してもらえる場所なら、私たちにとっても願ってもない場所。……しばし、みんなと話し合いたいのですが？」

			「いいよー、と言いたいとこだけど、ここじゃちょっとまずい。場所を用意するから待ってな」

			　ユキがルルアを無視して勝手に話を進めていく。

			「ユキさん!!　どういうつもりですか!!　私が決定権を持っているのではないのですか!?」

			「まあまあ、落ち着け。実際、妖精たちを移住させる時間なんて１日で終わると思うぞ。いや、下手すりゃもっと早い」

			「は？　この50人以上の妖精たちを、あのマローダーに押し込むつもりですか!?　いや、それでも往復で２日はかかります!!」

			「あー。まあ、今まで見せてきたものだけで判断するなら、そう思うわな。じゃ、これなーんだ？」

			　ユキがそう言って、大きくて赤い玉を取り出す。

			「なっ!?　それは、ダンジョンコアですか!?」

			　ルルアが驚く。へー、あれがダンジョンコアかー。

			　ユキってやっぱり凄いんだ。

			　ダンジョンコアを取ってこれるって、相当な実力者ってことだよね？

			「まさか……」

			「おうよ。ここは運営の判断だ。妖精族を保護する。これが俺の決定だ。ルルアの意思は関係ない。まあ、時間は取らせねーよ。ゲートって知ってるか？」

			「……特定の箇所をつなぐ、失われた秘術ですね。……ダンジョンマスターのスキルで再現できるんですか？」

			「支払ったＤＰは高かったけど、まあ、使えるようにしといた。１個設置するごとに、なんと１万ＤＰだ。適当にここの土地を買い上げて、ダンジョンコアを設置するか。ゲートは、妖精族の家具とかを持ち出せる大きさでーっと」

			　……あれ？　なんか不思議な単語が聞こえたぞ？

			　ダンジョンマスター？　うっそだー。だって、災害級って言われる伝説の存在だよ？

			　勇者や魔王より上って言われる化け物が、こんな人族なわけないじゃん。

			「その体でマスターのスキルが使えるんですか!?」

			「いや、委い譲じようしてるだけだよ。ルルアも知ってるだろ。ある程度の権限は譲れるって。この体は、俺とほぼ変わりないからな。まあ全部じゃないが、結構使える。というか、建物がある場所の地下でもダンジョンを作れるんだな。こりゃ……後でいろいろ便利になりそうだな」

			「……リテアの地下を、穴だらけにしないでくださいよ」

			「それは状況次第だな」

			　ダンジョンの設置なんて冗談だと思っていたのに……光が立ち込めたあと、目の前にはダンジョンの入口が出現していた。

			「な、な……」

			　私は、思わず口をパクパクさせてしまう。

			「……なるほど。自称四天王を簡単にあしらうその力。ユキさん……いえ、貴方あなた様はダンジョンマスターであらせられましたか」

			　長老は動揺こそしているが、私と違ってしっかり対応している。

			「長老さん。そんなにかしこまることはないぞ。俺は、今までのダンジョンマスターと随分違うらしいから。とりあえず、貴方方に危害を加えるつもりはない。で、分かると思うが、このダンジョンには転移ゲートが設置されている。そこを通って、俺の拠点へ行って欲しい。そこならここよりは確実に安全だ。って言っても、信じられないよな。どう説得したもんか……」

			「……いえ、ユキさんほどのお力があれば、強制的に移住させた方が楽でしょう。なのに、私たちを気遣うその姿勢。貴方の真心を私は信じます。皆も良いですね？」

			　長老の言葉に、私を含めて皆が頷く。

			「長老、妖精族のみんな、得体の知れない俺を信じてくれてありがとう。とりあえず、ゲートは何度でも往復できるから、荷物は好きなだけ持って行ってくれ。俺は先に行って準備をしてくる。モーブたちは、みんなの護衛を頼む」

			「おう、任せとけ」

			「ねえ、ユキ。あの自称四天王たちはどうするの？　なんか、あんたがダンジョンマスターって知った途端、静かになったけど」

			「ああ、ほっとけ。どうせ、あの檻おりの中じゃどうにもできん。あいつらの処しよ遇ぐうは後でいい」

			「そうだね」

			　私の疑問に答えると、突然、気を失ったのかユキの頭ががっくり落ちた。

			「え？　え？　ユキ、大丈夫!?」

			「ええ、大丈夫です。兄さんはダンジョンに戻りました」

			　一瞬、気を失っていたユキが、何事もなかったのように元の様子に戻って言う。

			「え？　え？　兄さん？　どういうこと？　何、その言葉遣い。さっきまでと違って、丁寧すぎるよ!?」

			「あはは。兄さんは、固いのは基本嫌いですからね。申し遅れました。私、ダンジョンマスターの弟にして魔物のドッペルゲンガーで、兄の影武者をしております。名前をキユと言います。普段は、兄さんがこの体を操っていろいろしているのですが、今はダンジョンに戻って、コヴィルさんたちを迎え入れる準備をしていますよ」

			「へ、へえー。そ、そうなんだ？　ドッペルゲンガーということは、本物のユキと姿は同じってこと？」

			「いいえ。兄さんは、自分を守るために、同じ姿ではなくわざと違う容姿のドッペルゲンガーを作っています。私が、その例ですね」

			「……ドッペルゲンガーにわざわざ違う姿をさせるって、本当に凄いのね、ダンジョンマスターって」

			「と、コヴィルさん。あなたは、みんなと一緒に荷物をまとめに行かなくていいんですか？」

			「あ、そうだった。またねー。ユキ、じゃなくてキユ」

			　そう言っていったんキユと別れた。

			　里の家に戻り、手早く荷物をまとめてキユたちのところに戻ってくる。往復できるみたいだし、最初は必要最低限でいい。

			　ダンジョンに入ると、中は１階層だけの簡単な作りをしていた。

			　それにしても、ユキって本当にダンジョンマスターなんだね。

			「みなさん。ここのゲートをくぐれば、私たちの拠点です。申し訳ないですが、安全のためにゲート出口はスキル、魔術封じがしてあります。妖精族の皆さんは飛べなくなって不便でしょうが、地面に降りて進んでください」

			　あー、まあそうだよね。向こうで暴れられても困るだろうし。

			　みんなキユの言葉に納得して、地面に降りてゲートをくぐっていく。

			　私の順番がきて、くぐって行くと……なんか、変に綺き麗れいな場所に出た。

			　辺りは白い壁に覆おおわれている。奥の方には机が置いてあって、そこに誰かが座っている。

			　誰だろう？　ここの住人かな？

			「はーい、妖精族のみなさん。まずは、奥の机で名前の記入をお願いします。あと、怪け我が人などはいませんか？　大丈夫ですか？」

			「記入が済んだ人は、さらに奥の机へ。仮の身分証をお渡しします。仮の身分証をお持ちになった方は、再び荷物を取りに戻るか、そちらの椅子でくつろいでいてください」

			「飲み物など欲しい方はいませんか？　コップをここに置いてこのボタンを押せば、飲み物が出てきます」

			　えーと、エルフ族、兎人族、人族？　なんでこんなにいろいろな種族が誘導役をしているんだろう？

			　１種族だけの方が、いろいろとやりやすいだろうに。

			　別の所に視線を向けると、小さい子供――いや、私よりも大きいんだけど、あの大きさは人族の子供だと思う――が一生懸命、なんか白い粒の塊かたまりを配って歩いている。

			「おにぎりって言います。美味おいしいですよ。お腹すいている人は、どうぞー」

			「あわわっ!?」

			「あら」

			　子供の中の１人が、何もない場所でつまずく。

			「あっ、危ない!!」

			　私が支えようと飛び出すと……。

			「フィーリア、落ち着いて。大丈夫、ゆっくりやればいいから」

			　男がやってきて、そのフィーリアという女の子を支える。

			「ん？　おお、コヴィルか。おにぎりを食べろ食べろ。何も食ってなかっただろう？」

			　その黒髪の男が親しげにそう言って、私におにぎりを渡してくる。

			「なんで私の名前……もしかしてユキ？」

			「何言ってんだ？　ああ、こっちの姿では初めてだったな。これが俺の本当の姿ってわけだ」

			「へー。キユってかなり子供っぽいのに、ユキは結構大人なんだ」

			「まあ、あれはわざとなんだがな」

			「あ、旅のため？」

			「そうだな」

			「なるほど、なるほど。うん、まあ合格点を上げましょう。いい男じゃない」

			　私がそう言ってユキをほめてると、ちびっこの１人がユキに蹴りをいれた。

			　大した威力ではないのだが、ユキが目を丸くして驚いている。

			「どうした、ラビリス？」

			「……浮気よ。ラッツ、浮気よ!!」

			「はいはい、お兄さんも大たい概がいにしましょうね。妖精族は女しかいないんですから。そんな風に見境ないのはいけません。お兄さんの体は１つしかないのですから」

			　なんかよく分からないけど、そんな感じでユキは連れていかれた。

			　まあ、いいか。

			　さっさとみぶんしょう（？）をもらって、荷物を取りに戻らないと。

		

	
		
			第48掘：冒険を中断します

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「はい、ナールジアさんですね。こちらのカードが仮の身分証になります。このケースに入れておきますので、見えるように首から下げておいてください」

			　ミリーが一番奥のテーブルについていて、妖精たちの身分証の発行を行っている。

			「どうだ、ラビリス？　俺の鑑かん定ていでも、偽物や嘘を言っている妖精は見当たらないが」

			「ええ、私の目にも、その手の類はいないわ」

			　俺とラビリスは身分証発行場所で手伝いをしながら、妖精たちが本物かどうかの確認をしている。

			　なにせ、ドッペルゲンガーや魔術があるんだ。姿を変化させて入り込まれたら、たまらない。

			「でも、身分証（？）だったっけ？　面白いことを考えるわね。確かに、その人がどこの誰だか分かるのは保証につながるわ。今までは、診断の水晶で軽く名前とレベルを知るぐらいだったのに」

			「あとで、写真もつけて完かん璧ぺきな身分証にするけどな。このカードは、つけている人が発する魔力が本人のものじゃないと名前が浮かび上がらない仕様だ。つまり、偽造しても……」

			「名前が出ないわけね。写真もあるし、二重の意味で防犯になるわね」

			「さらに、発行日。つまり身分証を作った日は、こちらで記録しておく。身分証を精巧にゼロからマネしたとしても、記述でばれるわけだ」

			「……えげつないわね」

			　そんな会話をしながらも、俺たち２人はなるべくお互いの顔を合わせないように注意して、周りの確認をしていった。

			「あの、少しお話ししてもよろしいでしょうか？」

			「はい、なんでしょう？」

			　確認がほぼ終わったあたりで、長老が話しかけてきた。

			　長老も仮の身分証を受け取っている。名前の欄には、鑑かん定ていスキルで見えているステータスと同じナールジアという名前が書かれている。

			　しかし、ステータスを見て初めて知ったが、妖精族は凄いな。平均ＭＰが１０００以上だ。ナールジア長老に至っては、７０００もある。これだと、ほとんどの魔術は打ち放題だろう。

			　……１時間のＤＰ吸収率は約１００分の１。つまり、長老だけで１時間に70ＤＰも入る計算になる。

			　ぐっふっふっふ。ＭＳやＡＣの納入が近づいてまいりましたよ。

			「そろそろ荷物の運び込みは終わるのですが、向こうにいる自称四天王の２人は、どうしましょうか？」

			「あれ？　ナールジアさん、俺がユキだって分かったの？」

			「ええ。ある程度、魔力が読めますから。ご心配なく。他言はいたしません。それと、他の皆にはばれていません」

			　さすが妖精族というところか。コヴィルには、俺のことは誰にも喋しやべるなよって言っておいたんだが、大丈夫かな……。

			　心配だから、あとで指定保護をして、口に出せないようにしとこう。

			「あの自称四天王ね～。どうしたらいいと思います？」

			「私に意見を求めるのですね。……では、失礼をして、捕ほ虜りよにするにしても殺すにしても、どっちもどっちだと私は思います」

			「理由を聞いても？」

			「捕虜の場合のメリットは、今後、魔王軍の情報や、魔王国国内の事情が伺えるでしょう。デメリットは情報が嘘である場合や、このダンジョンから脱走されたら被害が甚じん大だいになるということですね。殺す場合は、メリットとしては、今後、何かあった時に自称四天王に人手を割かなくてよくなること。デメリットは、彼等が本物の四天王の場合、魔王軍に標的と認定されてしまうことでしょう」

			　ふーむ、もっともだ。とりあえずダンジョンの各代表……ラッツたちと話す必要があるな。

			　エリスに相談すると、こう判断した。

			「殺すのはいつでもできます。なのでいったん彼等を、ここの地下牢に閉じ込めることにします。処しよ遇ぐうを急ぐ必要はありません。再度、しっかり協議いたしましょう」

			「はい、分かりました。なるほど、本当に運営を行っているのですね。貴方あなた御１人の判断ではまずいのですね？」

			「ええ。ここのみんなは、俺を手伝ってくれているんですよ」

			「確かに１人でできることなんて、たかが知れてますからね」

			「……今のは悪意のない言葉だから見逃すけど、不用意な言葉は吐かないようにして。ユキをバカにしたら、ユキが笑っていても私が殴るわ」

			　膝上に来たラビリスが、そんなことを言いながら長老を睨にらみ付ける。

			「失礼をいたしました。決して、貴方の大事な人を貶けなしたり、貶おとしめようとしたわけではありません。私も里の皆の命を預かる身。そこは、ご理解ください」

			「……分かってるわ。だから、今後は気を付けて頂戴」

			「ええ、分かりました」

			　ありゃ。見た目は子供なのにラビリス相手に丁寧な物腰だな。

			　この長老、もしかしてかなりできる人なんじゃね？

			　ラビリスの容姿に表情一つ動かさず、しっかり対応したよ。

			「と、長老。荷物の運び込みが終わったなら、向こうにまだ人が残ってないか、確認と点呼を頼む。あのゲートとダンジョンは、荷物の運び込みが終わったらすぐに潰す」

			「なるほど。私たちがダンジョンに逃げ込んだと、分からないようにするためですね？」

			「ああ。あそこには、今後、少なからず誰かが寄るはずだ。そんな場所にいろいろ痕跡を残すのはよろしくない」

			　俺の指示に従って長老が里のみんなの確認をしに立ち去ると、今度はコヴィルがこちらにやって来た。

			「ねえ、ユキ？　私ってこっちに残ってていいの？　ルルアとの約束があるんだけど？」

			「いや、コヴィルはルルアたちについて行ってもらう。ルルアの件は、本当にいろいろ大変なんだ」

			「そっか、うん!!　私、頑張るよ、任せなさい!!」

			「まあ、いったん長老に話を通そう。コヴィル、悪いがルルアをこっちに呼んできてくれ。モーブたちには、引き続きゲートとダンジョン入口の警戒をしてもらおう。これをモーブたちに渡してくれ。日本酒とつまみだ。無理させてるからな」

			　コヴィルがルルアを呼びにゲートをくぐっていく。

			　それと入れ替わりで、長老がこちらに戻ってきた。

			「申し訳ありません。貴方あなた方と一緒にいたコヴィルが、まだ向こうにいるようなのです」

			「ああ、すみません。彼女には、先ほど私から、仲間の１人をこちらに呼ぶように頼んだんですよ」

			「そうですか。それはよかった。では、コヴィルを除いて全員ちゃんとこちら側に無事来て、身分証も受け取っております」

			「そうですか。なら、エリス。みんなをいったん訓練室Ａへ連れていって、部屋の使い方の説明をしてくれ」

			「はい、分かりました。では、みなさん。いったん荷物はそこにおいて、私に付いて来てください。これから使う部屋について、説明がありますので。長老様、よろしいでしょうか？」

			「はい、よろしくお願いします。皆さん、彼女の言うことに従ってください。ここの道具は、私たちも見たことのない物ばかりです。しっかり説明を聞いて、迷惑をかけないようにしましょう」

			　長老のＯＫが出て、妖精族の皆はエリスに付いていった。

			「おーい、ルルアを連れて来たよー」

			　みんなが出て行ったあと、コヴィルがルルアを連れて戻ってきた。

			「コヴィル。ユキさんからの勅命とはいえ、私に一言、言ってください。心配します」

			「う、ごめんなさい長老」

			　コヴィルが長老に怒られる。

			　ルルアがその様子を横目で見ながら、不思議な表情をこちらに向ける。

			「ユキさん、なぜ私はこちらに呼ばれたのでしょうか？」

			「いや、こっちにコヴィル以上の偉い人がいるわけだから、その人と話すべきだろう？　ルルアの問題は、コヴィルより長老に頼った方がいいからな」

			「なるほど」

			　ルルアも納得したのか、長老とコヴィルに向き直る。長老が口を開いた。

			「問題ですか。そういえば、ユキさんたちは目的があり、旅をしていたとか。理由を教えていただけますか？　お力になれることでしたら、協力は惜しみません」

			「うん。結局、みんなを助けてもらったしね!!　私も約束は守るよ!!」

			「嬉しい言葉だが、今回の件はちょっと複雑でな。俺の指定保護を受けるのなら、理由を説明できるんだが……」

			「指定保護とは？」

			　長老の問いに対して、分かりやすく説明する。みんなに話したように、指定保護は奴ど隷れいと違うことや、制約、特権、ダンジョンにおける実力行使の不可などを伝える。

			「なるほど。ユキさんにとっても私にとっても、問題はありませんね。私は指定保護を受けたいと思います」

			「長老だけじゃなくて、私も私もー!!　その、コールっての使ってみたい!!」

			　思ったよりもすんなり指定保護を受け入れてくれたので、さっそくルルアの件について説明をする。

			　ま、ルルアのことを説明するということは、このダンジョンの目的も話すことになるんだがな。とりあえず、簡単に伝える。

			「それは、確かに簡単に言える内容でも、他人に協力を求められることでもないですね。私たちも、今回の件がなければ断っていたでしょう」

			「それでは？」

			「はい。ユキさん、ルルア様には、私たちは命を助けられたも同然。惜しまず協力をしたいところですが……何をすれば、リテア聖国にとって牽けん制せいになるのか図り兼ねています。私が直接リテアに赴おもむくのは、里の皆がここにいるので避けたいし……」

			「ですね。詳しく話を詰めないことには、上手く妖精族が味方に付いてることを利用できないです」

			　長老もルルアも難しい顔をしている。

			「俺から提案をだそう。コール機能でいつでも連絡が取れる。詳しい話はそれで詰めればいい。長老、エリクサーを３つと、ある程度譲っても構わない武具を１つ、２つくれないか？」

			「普通なら断るところですが……エリクサー１個で白金貨１５０枚はするんですよ？　武具はともかく、エリクサーの使用目的を教えてください。さすがに、簡単に渡せる代物ではないのです」

			「運が良ければ１個も使わない。まあ、１個は、本物であると証明するために使う可能性が高いだろうな。本物のエリクサーに加えて、コヴィルがルルアを支持するような発言をすれば……」

			「そういうことですか。私たち妖精族が、本当にルルア様を支持していることの証明になるのですね」

			「そういうこと。まあ詳細は煮詰める必要があるけどな。よければ分けてくれないか？」

			「……分かりました。ルルア様にお時間がないのは理解しました。しかし、エリクサーは貴重な物。こちらがそちらに渡すのは、２つにしていただきたい。代わりに武具を４、５個ほど多めに渡します」

			「だってよ。ルルア、どうする？」

			「長老、貴女あなたの寛大な御心に感謝いたします!!　ありがとうございます」

			　ルルアは涙を流してお礼を言っている。

			　まあ、当然だな。下手すれば協力を得られない可能性だってあったんだ。

			「ルルア様、顔を御上げください。私たち妖精族を、そのような大事な時に救ってくれてたこと、感謝しております。こちらの事情とはいえ、ルルア様の要望に完全に答えられなくて申し訳ない。コヴィル、貴女もアイテムボックスは持っていたわね？」

			「うん、持ってるよ」

			「貴女に、エリクサーと武具を預けます。ルルア様についていくのが貴女なのは心配ですが、他に適任もいません。ルルア様の力になるように」

			「まっかせてよ!!　ばばーっとリテアで暴れて、ルルアを苛めてたやつを追い出してやるんだから!!」

			　長老がアイテムボックスからエリクサーと武具を出し、コヴィルに渡す。

			「じゃ、ルルアはコヴィルと一緒に向こうに戻れ。妖精族の移動で、結構時間を食われたからな。こっちは俺たちで何とかなる。キユには車でしっかり飛ばせって言ってある」

			「はい、分かりました。でも、時間を食ったといっても１日ですが……」

			「それでも、時間との勝負には変わりない。協力は得られたが、まだまだ事は終わっていないんだ。安心するなよ」

			　そう言うと、ルルアは引き締まった顔で頷き、コヴィルと一緒にゲートをくぐった。

			「お優しく、お厳しいのですね。ユキさんが前面に出れば、すべて片がつくでしょうに。あえてルルア様がご自身で成すことを、手助けしていらっしゃる」

			「そこら辺も、事情があるんですよ」

			「そのご事情も、後でお聞かせ願えますでしょうか？」

			「ええ、もちろん。では、私たちも他のみんなと合流しましょう」

			　長老を促うながして、その場を離れる。

			『おーい、キユ。そっちにルルアとコヴィルは来たか？』

			『はい、兄さん。お２人は間違いなくこちらに』

			『よし、ならダンジョンとゲートの取り壊しにかかれ』

			『あれ、自称四天王はどうしますか？』

			『あ、それはこっちに放り込んどけ。あ、ダンゴムシ改もこっちに入れてといてくれ』

			『了解。それが済み次第、取り壊しにかかります』

			　さて、これで旅はいったんお預けかな。キユがいれば向こうは何も問題ないだろうし。

			　はぁ、結局、俺の冒険は２日で終了したってことか。

		

	
		
			第49掘：訓練相談

			　

			「皆さん、よく聞いてください。これから案内する４人部屋についてですが……」

			　現在、エリスが妖精族の皆さん57名に説明を行っている。

			「はぁ～、ここは凄いのですね。ユキさんはどうして、このような道具や知識を？」

			　長老、ナールジアが感心したように、説明用のパンフレット（手作り）を読んでいる。

			「それは、ここでは答えかねます。里のみんなを案内し終えてからということでよろしいですか？」

			「あ、すいません。いろいろ珍しかったもので、つい。でも、かなり大変なようですね。私に使っている言葉遣いですが、わざと２種類を使い分けていますか？」

			「おや、お気付きで？」

			「ええ。一人称が俺だった時は、ユキさんがダンジョンマスターとして振る舞った時。今はダンジョン運営者の１人で一人称が私。違いますか？」

			「その通りです」

			　長老は、かなりできる人だと思う。

			　わざわざ使い分けていた言葉使いに気が付くとは……。知らない住人からは、まだ慣れていない運営者として認識されると思って、そうしていたのだが。

			「ふふふ……。心配しなくても大丈夫ですよ。マスターとしての側面を知らない人からは、無礼か、あるいは慣れていないと思われるでしょう」

			「顔に出ていましたか？」

			「いえ、なんとなくそう思っただけです」

			　そんな風に部屋の一番後ろで会話をしていると、エリスの説明が終わったようだ。

			「では、みなさん。部屋の説明は以上です。不便かとは思いますが、４人１組を作ってください。なお、ご家族で４人以上の場合は、言ってくれれば、こっちで布団を追加いたします」

			　うん、作ったマニュアルに沿って上手くいっているようだ。

			　大事だよね、マニュアル。

			　まあ、いろいろ問題は出てくるだろうから、調整は必要だろうけどな。

			「長老、部屋はどうされますか？　ご希望とあらば、個室を案内いたしますが？」

			「本来は、里の皆と同じ場所を要求するべきでしょうが、ユキさんたちとお話する機会など、いろいろあるでしょうから個室をお願いいたします。しかし、すぐに他の皆の部屋に行ける場所が良いのですが……」

			「はい、それはもちろんです。４人部屋の管理人用として、個室が２つ用意してあります。そちらへ案内しましょう」

			　現在の場所は３階層の居住区にある集団訓練施設。訓練施設は右側が居住区スペース、左側が訓練スペースとなっている。

			　実際は、訓練施設を３階建てとかにしたかったんだが……。

			「ちょ!?　お兄さん、このコンクリートとかでも、許容値限界なんです!!　これの３階建てとか、易々造らないでくださいな!!　説明が大変になります!!」

			　と、ラッツやエリスの猛反対を受けた。

			　この大陸では、余程の金持ちか貴族でない限り、２階建てあるいは３階建ての建物なんてないそうだ。

			　わざわざ移民者のために造るものでもないし、変な所で技術力を見せられても説明に困るそうで、泣く泣く１階建てのコンクリ施設になった。

			　で、居住スペースの４人部屋は、２段ベットが両サイドに２つ。

			　あとは、軽いリビングとキッチン付き。無論、小冷蔵庫もあり。

			　トイレ、お風呂は別。

			　ん～、なんて説明したものか。学校の校舎を造り変えたようなイメージかな？

			　１棟に約３００人収容可能。つまり、４人部屋が75部屋はある計算だ。

			　あと、訓練官の個室があったりして、まあいろいろだ。

			　そんなことを考えていると、案内役のエリスが止まる。

			「はい、こちらの右手の区画をお使いください。特に部屋によって変わりはないので、好きな部屋を使ってください。早い物勝ちではありますが、あまり酷ひどい喧けん嘩かになった場合、その部屋は使用禁止にいたします。では、お選びになってください。ああ、部屋は人族ベースの大きさになっていますので、サイズが合わないのはご容よう赦しやください」

			　エリスが言い終わると、妖精のみんなは我先にと４人１組で部屋を選んでいった。

			「部屋を選ばれましたら、先程、ゲートをくぐって出た場所に荷物が置いたままですので、運び込んでください」

			　さて、こっちも案内しますかね。

			「長老のお部屋は、こちらです」

			「ご丁寧にどうも」

			　個室は数が少ないので、必然的に妖精族がいる近くのものとなると、選ぶことはできない。

			「ここですね。まあ、さっき聞いての通り人族用にしてありますので、多少不便でしょうが……」

			「いえ、大丈夫ですよ。ほら」

			　長老が、魔力を使って浮かび上がり、キッチンにあっさり手を伸ばしたり、コップを浮かせて取ったりする。

			　はぁ～、便利なもんだ。

			「このクローゼットに、服や多少の荷物は置けるでしょう。使ってください」

			「本当に便利ですね～。こんなのを各部屋に用意を？」

			「ええ。移住者には一時的にここに入ってもらい、ダンジョンの生活に慣れてもらうためなんです」

			「なるほど。一時的ということは、別に住む場所も？」

			「はい、用意してあります。仕事場も娯楽施設も、いろいろですね」

			「はぁー、凄いですね。と、すいません。私物を出すので……」

			「と、失礼いたしました。外でお待ちしています」

			　俺はそう言って、部屋を出る。

			　廊下は、いろいろ荷物を運びこんでいる妖精族であふれている。

			　その様子を見ているエリスに目が止まる。

			「おーい、エリス。そっちはどうだ。何か困ったことは？」

			「いえ、特には。ユキさんが作ってくれたマニュアル通りです。これがなければ、いろいろ前後したり、抜けたりして大変だったと思います」

			　エリスの持っているマニュアルにはチェック項目があって、やることを間違って前後したとしても分かるようにしている。

			「強いていうなら、妖精族にはトイレのサイズが合わないことですかね」

			「あー、しかし、わざわざ造り直すのはな……」

			「ええ、これから永住するというなら、合わせて造り変える必要はありそうですが……」

			「まだ、訓練所だしな。他に移動するかもしれないから保留だな」

			「はい。ですから今日のところは、マニュアルの予定通りです」

			「ま、無理に詰め込んでも仕方ないからな。明日はダンジョンの運営目的、訓練施設の案内、お風呂の使い方。仕事に関しての説明かな？」

			「ですね。仕事の説明に関しては、ちょっと触れる程度でしょうけど。明日はダンジョンの運営目的、お風呂の使い方を覚えてもらうのが一番大事かと」

			　マニュアルに書いた訓練プログラムの予定は、基本的に７段階に分かれている。

			　１段階・人数管理、身分証の発行、居住場所への案内、住居内の道具の説明。

			　２段階・運営目的の説明、訓練施設の案内、お風呂の使い方、仕事の軽い説明。

			　３段階・娯楽施設の案内と使い方、仕事の本格的説明。

			　４段階・ダンジョン施設の案内、仕事場の見学。

			　５段階・本人の希望での仕事の割り振り、訓練所の本格的指導が開始。　

			　ここまでは、大体１日に１段階をこなしてもらう予定。

			　６段階・訓練期間。

			　７段階・訓練期間終了。居住区へ引っ越し、本格的な住人として行動を開始。

			　６、７段階に費やす時間は未定。

			　今後やって来る予定の奴ど隷れいたちは、自分を買い戻す期間もあるから、訓練期間が長期化する可能性もある。

			「あ、そうか。今回は奴隷じゃないのか……」

			「そうですね。そこは、いろいろと予定がずれそうですね」

			　そうやって話し合っていると、長老が部屋から出てきた。

			「お待たせして申し訳ありません」

			「いえ、大丈夫ですよ。こちらこそ、さっそくで申し訳ないのですが、これからのことでご相談があるので、よろしいでしょうか？」

			「ええ、構いません。ナナ、ちょっといいかしら？」

			「はい。何でしょうか？」

			　偶然だが、長老が俺がコヴィルと一緒に助けた妖精ナナを呼び止める。

			「私はこれから、ユキさんたちと今後のことを話し合います。皆には大人しくしているようにと、伝えてください」

			「はい、分かりました!!　……えーっと、貴方あなたがユキさんでしょうか？」

			「……あれ？　よく分かったね？　君を担いでる時は、気絶してると思ったけど？」

			「あ、あの私、魔力で人の判別ができるんです!!　そ、その助けていただいてありがとうございます!!　貴方の回復魔術、とても温かったです!!」

			　顔を真っ赤にして、お礼を言ってくる。

			「いや、まて。治療をしたのはルルアだが？」

			「はい、大半の怪け我がを治してくれたのはルルア様ですが、ユキさんは継続してリジェネをかけてくれてましたよね？」

			「おお、ばれてる」

			「やっぱり、かけてくれてたんだ。どうもありがとうございます!!」

			「ナナ、お礼が終わったのなら、さっきの件を頼めるかしら？」

			「あ、すいません!!　すぐ行ってきます!!」

			　ナナはそう行って、すぐに妖精族のみんなに声をかけて回る。

			「エリス、他のみんなは？」

			「今、先ほどの訓練室Ａに集まって反省会をしています」

			「なら、そこで会議もやってしまおう。長老、よろしいですか？」

			「はい」

			　そして、長老を連れて訓練室Ａに行くと……。

			「だぁあぁっぁぁぁぁ!!　写真を撮る時間なんてなかったんですよ!!　明日に押し込んでください!!」

			「はいはい、ラッツ落ち着いて。明日はそういうことも含めて、ゆったり時間を取ってるでしょう？　トーリたちは何か問題あった？」

			　ミリーが、反省会のまとめ役をしているようだ。

			「いえ、妖精族の方たちは協力的でしたので、誘導などに特に問題はありませんでした」

			「凄いよねー。魔力で空を常時飛んでるんだもん。たまに街とかで見かけたけど、話す機会なんてなかったからねー」

			「私も魔力には自信があったのに……私のアイデンティティーが崩れるわ」

			　トーリ、リエル、カヤがそれぞれ報告（？）する。

			　大人組がそうやって話し合っている横で、子供組は……。

			「おにぎり、美味おいしそうに食べてくれたねー」

			「です。たまごふりかけが人気でした」

			「美味しいものね」

			　微笑ほほえましい会話をしている。

			　あ、エルジュとオリエルは待機中なんで、この場にいない。

			「うーす。みんなお疲れ様。ある意味、いい予行演習になっただろう？」

			「……お兄さん、夜添い寝してくれないと、私はもうダメです」

			「とりあえず、問題なく進んでいます」

			　ラッツとミリーが代表して答えてくれる。

			　まあ、ラッツはなんか違うけどな。

			「今後のことについて、妖精族の長老を連れて来た。これからの予定を話して、妖精族にとって問題がないか確認してもらおうと思ってる。いいか？」

			「とてもいいと思います」

			　ラッツが答えると、みんなも同じように頷く。

			「私が妖精族の長老、ナールジアと申します。この度は、私たちを受け入れていただき、感謝の念に堪えません。今後、協力できることがあれば、仰おつしやってください。できる限り協力させていただきます。こちらからも、確認したいことがありますのでよろしくお願いします」

			「じゃ、みんな席についてくれ。長老にいったん説明をする」

			　

			　３時間ほどかけて、現状と今後の方針をあらかた伝える。

			「……なるほど。このマニュアル、それに訓練用の教科書、ですか？　素晴らしいですね。ＤＰの使用権限まで与えるとは……。本当にここは、ユキさんを中心とした王政をとるつもりはないのですね」

			　長老は説明をあらかた理解していた。

			　やっぱり、この妖精、生半可ではない。

			　ラッツが皆を代表して、長老とやり取りする。

			「はい。ですので、基本、お兄さんは運営の１人として参加します。長老もよろしければ、妖精族代表として、私たちの運営に参加していただきたいのですが」

			「むしろ私の方からも参加を願いたいですね。下手に、今いる妖精族の皆から私以外の者を選出しても、問題が起きるでしょう。今度の選挙がいつになるか分かりませんが、それがあるまでは私が代表でいきたいと思います」

			「よろしくお願いします。と、次の問題なんですが、現状、ダンジョンには金銭がわずかしかありません。ですので、労働してもらっても、対価が支払えない状況なのですが……」

			「それについては、私たちは保護を受けている形です。しばらくは無給奉仕で問題ないでしょう。あと５日もすれば、ロシュール国の援助が到着するのでしょう？」

			「はい、予定ではそうです。ですが、まだ到着してないので確約するというわけには……」

			「なるほど、その場合は鍛か冶じ施設を使わせてもらって、ある程度、品物を上納する形にしましょう。それをどこかで売り払っていただければ、ある程度金銭は稼げると思います」

			「ふむふむ、では次の……」

			　そうやって、いろいろ細かいところを詰めていく。

			　現在の時刻は22時。

			　ああ、こりゃ日付超えるかな？

			「お兄さん、なにボケーっとしてやがりますか!?　押し倒しますよ!!」

			　ラッツに怒られた。

			　俺、悪いかね？

		

	
		
			第50掘：より良き生活のために

			　

			　ｓｉｄｅ：ナールジア

			「……というわけで、このダンジョンは、今は亡きエルジュ様の奇跡により、史上初の人の手により運営することができるダンジョンとなりました。現在は、エルジュ様の姉君セラリア様に最上位の権限があり、セラリア様が不在の今は、ここにいるこのラビリスがダンジョンの最高権限者となっております」

			「……初めまして、新しいダンジョンの移住者方。私がこのダンジョンの運営の最高責任者、ラビリスと言います。なぜ、私のような若じやく輩はい者かつ女が責任者を務めているのかと疑問に思う方もいるでしょう。それは、このダンジョンを生まれ変わらせた、今は亡きエルジュ様のご遺志であるからです。貴方あなた方がこれから住むであろうこの街は、今までのどの場所とも違います。私は責任者ではありますが、支配者ではありません。ここはここに住む人々が、己の意思を、自らこの街に伝えられる街なのです。つまり……」

			　今、私の目の前では、昨日少しお話をしたエリスさんとラビリスさんが、ダンジョンの運営目的を新しい移住者、つまり、私たち妖精族に説明している。

			　しかし、説明の仕方から演説内容まで、どれもこれも、まあよく考えたものだ。

			　昨日の会議で方針や目的は聞いていたが、実際、何も知らない他の者にどう説明するものかと思えば……。亡くなったとされているエルジュ様を盾として、ここは安全で、民による民のための街なのだと言っている。

			　なるほど、これでは反発しようにもできない。

			　反発する者がいれば、エルジュ様のご遺志に逆らうものであり、ラビリスさんが幼すぎると不服と言うものは、お互いを対等と見ていない証拠となる。

			　つまり、この幼い女の子や司会が女性であること自体が、反発を抑えるための踏み絵となっているのだ。

			　不満を持つものは、この場で発言をするしかない。しかも、とても不利な状況で……。

			　これはある意味、ここで暮らしてくための選別。篩ふるいなのだ。

			　他の代表者と共に横に控えている本物のダンジョンマスターは、のんびりと……寝ている。

			　……まあ、仕方ないのかな？

			　昨日は結局、時計の針が日付を越えてしまった。

			　驚くことに、今代表として立っている面々の女性は元奴ど隷れいとのこと。今まで一度も為政者の下で働いたことはないそうだ。

			　つまり、彼女たちをここまでできるようにしたのは、ユキさんがそう仕込んだというわけだ。私には、とてもじゃないができることじゃない。

			　自分自身は次期長老の選出すら終えていないというのに、新しく10人近くの為政者を育てようなんて土台無理な話。

			　ユキさんはサボっているように見えるが、多分、これまでが誰よりも忙しかったのだろうと、自分の経験則から考えてみる。

			　そんなことを考えていると、周りからどよめきが起きる。

			「……これが、ダンジョンマスターとしてのスキルです。皆さんにこのダンジョンで生活していただくと、ごくわずかですが、１人につき10時間で１ＤＰ発生します。その発生したＤＰを使って、今回は剣を生み出しましたが、他にもありとあらゆるものを生み出せます。

			　皆さんは、いろいろと生活に便利なものを話し合って出していただいて結構です。なお、ＤＰを使う方法ですが、種族の代表者の方にマスター権限を渡してあります。長老のナールジアさん、前にお願いできますか？」

			「はい」

			　私は昨日の打ち合わせ通り、里の皆の前に出る。

			「皆さん、お話の通りです。私はラビリスさんからマスター権限をもらい、ＤＰを使う権限をいただきました。しかし、知っての通り、これは私欲で使うものではありません。皆で考え、これからの暮らしをより良きものへとするための物です。

			　現在、私がいただいたＤＰが１０００ＤＰあります。これは、私たちが約10日間過ごして手に入るＤＰです。まずは、私がＤＰを使えることの証明と、皆さんへの信頼の証として１０００ＤＰをいただきました。私はこれから２８５ＤＰ分を使って、このダンジョンでしか手に入らない物を生み出します」

			　説明を終えると同時に操作画面を開き、予定していたものを出します。

			　それは、アイスクリーム。１個５ＤＰでスプーン付き。

			　すぐに、全員へ配ります。

			「これは、アイスクリームという食べ物で……そうですね。お菓子の一種です。昨日協議して、勝手ながら皆さんが喜びそうなモノを選ばせていただきました。食べ方は……」

			　みんなの前で蓋ふたを開け、木のスプーンで掬すくって食べます。

			　……う～ん、美味おいしい。

			　食べるのは２度目ですが、堪たまりません。このようなお菓子が存在していようとは……。

			　しかも、今食べているのはバニラですが、他にも味が数十種類あるとのこと……。

			　正直、ＤＰをピンハネして全種類制覇したいです。

			　と、そういえば、ＭＰの多い我ら妖精族も試算のうえでは10時間１ＤＰで計算しています。

			　なぜそうしているのかといいますと、他の種族の平均と合わせる必要があったからです。

			　人族は10時間で平均１ＤＰ吸収すると、公言する予定なようです。なので、ＭＰが多いからといって妖精族が使えるＤＰを増やせば、種族における差、つまり、優劣が付けられてしまいます。

			　他の種族と使えるＤＰが同じなのは、傍はたから見れば多くのＭＰをＤＰに変換している妖精族が損をしているように見えますが、種族間で差をつけることで、他種族と亀裂が入ったり移民者が来なくなることの方が大きな問題なのです。

			　そういった経緯で、いっそのことこのダンジョンにいる生物は、10時間で１ＤＰ取られるということで、固定してしまおうという結論になりました。

			「あれ？　生物は10時間で１ＤＰってことは……魔物をＤＰで召しよう喚かんして、沢山増やせばいいんじゃないんですか？　そしたらアイスクリームが食べ放題ですよ、長老!!」

			　アイスクリームを嬉しそうに食べていた一人が、名案とばかりに言ってきます。

			「ああ、それについては説明していませんでしたね。昨日来たダンゴムシ改は、ダンジョンマスターの支配下に置かれることになりました。しかし、そのダンゴムシ改からはＤＰが吸収できていません。これは、今この施設やダンジョンを警備している魔物も同様です」

			「ええー、なんでですか？」

			「知っての通り、ダンジョンマスターの支配下、庇ひ護ご下かに置かれた魔物は、命令を順守します。なぜか分かりますか？」

			「……なんでだろう？」

			「それは、ダンジョンマスターの庇護下に置かれると、食事をする必要が無くなるからです。魔物は本来、魔力溜まりで自然発生し、魔力を補うために捕食行動をとります。しかし、ダンジョンマスターの庇護下では、自身のＭＰがＤＰに変換されない代わりに、そのＭＰを自身の維持に使うことができるのです。

			　無論、魔物が強くなればなるほど維持にかかるＭＰも大きくなりますが、大体、自身の変換効率で間に合う範囲なようです。もし、魔力を補わなくても死なない魔物がいれば、ＤＰも吸収できるでしょうが」

			「ちぇー、やっぱり上手くいかないか」

			　実は、私もこれと同じことを考えて「魔物家畜化計画!!」を推しましたが、あっさり却下されました。

			　それはそうですよね。そんな方法があれば、もう実践しているはずです。

			　世の中、どこでもズルはできないということでしょう。

			　他にも、ダンジョンマスターであるユキさんを介してＭＰをコアに直接注ぎ込む方法があるのですが、それはユキさん自身の安全及びコアの安全のために、行うわけにはいきません。

			　私たち指定保護のメンバーなら……とも思ったのですが、そもそも、指定保護を受けるとＤＰ吸収自体がされなくなります。

			　万が一、指定保護を行っていない人たちのＭＰ注ぎ込みが可能だとしても、その分、注ぎ込んだ種族は相応のＤＰを要請するでしょうから、これも問題になりそうです。

			　特にＭＰの多い妖精族は、それを使うことで有利になるでしょう。

			　最悪、それが他種族との亀裂につながります。

			　本当にズルができない環境です。いえ、今の状態でも、外の環境からすればダンジョンの環境は、ズルと言ってもいいようなものですから、高望みが過ぎるというべきかもしれません。

			　あ、私自身は、今となってはこのダンジョンに永住するって方向に心が傾いています。

			　正直、ユキさんが乱心しない限り、このダンジョンはこの大陸のどこよりも安全です。

			　万が一、協力をしている国が離反して数多あまたの国が攻めてきても、ダンジョンの守りを崩すことは叶わないでしょう。

			・まず、大軍での進行が不可能な点。

			・次に、多くのトラップで敵対勢力の無力化が可能なこと。

			・ほとんどのフィールドに、スキル・魔術封じが設定されていること。

			・武器の所持は基本、鞘さやなどに入れることで可能ですが、指定の場所以外では抜くだけでも罰ばつ則そくが課せられること。（ユキさんの特製アイテムで、抜いた瞬間にパラライズが発動するシール（？）を付けるらしい）

			・ユキさんが重用している人物については、指定保護の効果でダンジョン内では傷すらつけられないこと。

			　これらを考えると、このダンジョンを制圧することはどう考えても無理です。

			　唯一心配な点は、今後、移住者以外にも旅人、商人、冒険者などの訪問を受け入れるらしいので、それを使った内乱でしょうか。でも、それも杞憂でしょう。

			・指定保護者は転移指輪を持っていて、危険に際したら即座に離脱が可能なこと。

			・コールによる最速での情報伝達が可能なこと。

			・配備している魔物による鎮圧が可能なこと。

			・今後、指定保護を受けている者は、ドッペルゲンガーを影武者に立てる予定であること。

			　これらの点から、基本、訪問者による内乱も不可能と言えます。

			　そう、考えれば考えるほど、このダンジョンから出る理由がありません。ダンジョンの中とは思えない自然や天候もそうです。ここは、多分、およそ人が考えうる最高の場所でしょう。

			　と、長考が過ぎましたね。

			「今後、アイスクリームが欲しければ、訓練所の購買や、街の商店で取り扱っていますので、そこで購入すればいいんですよ？」

			「え!?　本当ですか!!」

			「ええ、これから商品購入についての説明や、購入するための、お金を得る仕事についてもお話ししますので、しっかり聞いてください」

			「よっしゃー!!　なんかやる気出てきましたよ!!」

			　こんな素晴らしい嗜し好こう品ひんをほいほい配るのはどうかと思いましたが、思ったより皆のやる気を刺激したようです。

			　この環境でだらけてしまう者もいるでしょうが、それは個人の問題ですからね。

			「アイスを食べ終わった方は、こちらのゴミ箱に捨ててください。環境を綺き麗れいに保つために、建物の各所にこのゴミ箱が設置されています。

			　これは、街の中でも同じです。ゴミを、そこら辺に捨てることがないようにお願いします。これは衛生、つまり変な病気を流行らせないためにも大事なことです。腐って食べられなくなった物や食べ残しなどをきちんと処分することで、それを主食とするネズミなどが繁はん殖しよくするのを防ぐんです」

			　エリスさんが説明を行いながら、ゴミを回収していく。

			「あれ？　腐った物が悪いのは分かるけど、なんでそれを食べてくれるネズミが繁殖するのはダメなの？」

			　あらら、私と同じ質問をしちゃったわね。よくよく考えれば分かるものだけど、まあ仕方がないです。普通はそこまで考えないですから。

			「はい、いい質問です。ネズミが腐った物を食べて平気なのは、なぜだと思いますか？」

			「それは、ネズミが病気にならないからじゃないの？」

			「はい、その通りです。しかし、ネズミが病気にならないからといって、私たちがならないわけではないのです」

			「あ、そうか。ネズミは平気でも、私たちがダメだったりもするんだよね。だから、私たちが食べたら危険な物を食べるネズミが繁殖すると、病気が広がる原因になるんだ……。エリスさんって凄いんだね!!」

			　質問した子が感心すると、周りもしっかり話を聞いていたようで、みんな頷いている。

			「いえ、私も教えてもらった身ですから。あっ、トイレについても同じなんです。排はい泄せつ物ぶつをしっかり管理して処理することによって……」

			「ああ、それも病気を抑えることになるんだね!!　へー、トイレって凄いんだ!!」

			「ご理解していただき、ありがとうございます。ですので、ネズミなどを見た場合は、なるべく始末していただく方が好ましいです。間違ってもネズミの肉を食べようなどとは思わず、焼却処分してください。また、トイレは各場所に設置してありますので、余程緊急でない限りは、使っていただくようにお願いします。皆さんご協力お願いします」

			「「「はーい」」」

			　ゴミを回収し終わったあとは、少し間を空けて訓練施設の案内、説明に移った。

			　説明役は、引き続きエリスさんだ。

			「こちらは、昨日、皆さんがゲートをくぐって最初に出た場所です。基本的には談笑や寛くつろいでもらう場所で、ラウンジルームとなっています。ここの飲み物は無料ですので、遠慮なくどうぞ。ただ、出る量には制限がありますので、今後は皆さんで話し合って、補充する役割を決めていただきます。食事についても、自分たちで作っていただきます。ここは訓練所になりますので、いろいろ慣れていただいて、今後、１人暮らしができるように頑張ってください」

			「あれ？　最終的には、私たちはここを出ていくの？」

			「はい、仕事を見つけて収入が得られるのであれば、個人で一軒家を持つことも不可能ではありません。一軒家は街の居住区にありますが、まずは、ここでしっかり働いてお金を貯めた方がよいでしょう。訓練施設以外の案内は、明日から行いますので楽しみにしてください」

			「へー、楽しみだなー。自分の家だって!!　凄いね!!」

			　私たち妖精族は、もともと３～４人が集まって生活するのが普通です。

			　森にいた頃は、私のように特別な役割を持つものや、個室を必要とする趣味を持つ者だけが、個人の家を所有していました。

			　集団生活が基本なのは、安全のためです。いくら妖精族が個体として優れているとはいえ、あまり他の種族とは交流がなく、森の奥深くで生活しています。それに伴う、いろいろな危険があるのです。

			　ですが、ここにはそれがない。

			　今まで共同生活を余儀なくされていた彼女たちも、いろいろと夢が広がるのでしょう。

			　その後、ラウンジルーム以外にも皆の食事を用意する場所、訓練や勉強をするための部屋、食料置き場、掃除道具の場所などいろいろ見て回りました。

			　施設内の見学が終わった頃、ラッツさんが変な道具を抱えてこちらにやって来ました。

			「エリス、どうですか？　よければ、写真を撮ってしまいたいのですが？」

			「ええ、大丈夫よラッツ。では、皆さん、訓練室Ａで写真……えーと、身分証を完成させるために必要な作業をしますので、付いて来てください」

			　部屋に入ると、１人ずつ、変な光を放つ道具を使われました。

			　光を浴びても特に変化はなさそうですが、写真とは何でしょうか？

			　実は、私も身分証については聞きそびれていて、写真についてはよく知らないのです。

			「エリス、全員の撮影が終わりました。あとは印刷して、切って、貼り付け、割り印を押して発行日を書き込むだけ……って多いわ!!」

			「ラッツ、落ち着いて。ユキさんや、ラビリスたちも手伝ってくれるんでしょう？」

			「ええ、それが唯一の救いですね……」

			「私はこれから予定通り、お風呂の案内をします。その間に、なんとかなるでしょう？」

			「はぁ～。私、旅館に戻っていいですかね？」

			「ダメよ。ユキさんに言いつけるわよ」

			「冗談ですよ。お兄さんに嫌われるようなこと、私がするわけありませんとも!!」

			　何か身分証を作るにも、いろいろ大変なようです。

			「では、購買の前に一汗流しましょう。ある意味、このダンジョンの名物ですよ！」

			　エリスさんはニッコリとほほ笑んで、みんなを先導をします。

			　確か、お風呂でしたっけ？

			　私たち妖精族は、基本、水での沐もく浴よくだけです。

			　エリスさんの話では、お風呂には、わざわざ水を温かい温度に調節するなど贅ぜい沢たくな機能があるそうですが……なんでそんなものがあるのでしょうか……。

			　そう思いながら、私たちはお風呂へと入っていきます。

			「はーい、みなさん。ここからは結構覚えることが多いので、トーリたちにも手伝ってもらいます。まずは、脱衣所で服を脱いでください」

			　エリスがそう言うと、実演のためかトーリさん、リエルさん、カヤさんが、その場で服を脱いで、棚に大量に置いてある網あみ籠かごに服を入れていきます。

			　服を脱ぎ終わると、籠の中に入っていたタオルを取り出します。

			「トーリたちのように、脱いだ服は籠に入れてください。籠の中には、大きいタオルと小さいタオルが入ってますが、小さいタオルだけを取り出してください。では、準備ができたら、小さいタオルを持って、こちらに入ってください。トーリとリエルは先導を頼むわ。カヤは私と一緒に誘導を」

			「分かりました」

			「任せてよ!!」

			「……了解」

			　エリスさんたちについて部屋の中に入ると、そこには今までに経験したことのない桃源郷が広がっていました。

			　シャンプー、リンス、石せつ鹸けんの順に体を綺き麗れいにしていく爽そう快かい感。お湯に体を沈める至福の時。大事な人と体を重ねることも気持ちの良いことですが、お風呂にはそれとは別種の満足感があります。

			　あとで言われましたが、危うく湯あたりをしてしまうほど長湯をしていたそうです。

			　湯あたりってなんでしょう？

			「はい。上がったら、大きいタオルでしっかりと体を拭いてください。あと、汚れた服やタオルは個人個人で洗濯してもらいます。先ほど案内した場所で洗濯をしましょう」

			　私は夢心地のままだったので、このとき洗濯の説明を聞き流し、後日、困ったことになったのは、別のお話……。

			　

			「長老様、お風呂はいかがでしたか？」

			　とても美味おいしい夕食を終えてエリスさんと歓談していると、不意にお風呂の感想を聞かれました。

			「とても良いものですね。お風呂掃除を任命された子たちには、明日、しっかりと掃除をするように言っておかないと」

			　ええ、当然ですとも。もし、お風呂場が汚れて泥水になっていたりしてたら、その子たちを厳罰に処します。

			「それは良かった。気が付いているかもしれませんが、ダンジョンには、お風呂そのものを娯楽施設にした場所もあるんです。外の景色を見ながら入れる露天風呂とか、足だけつける足湯とか、滝のようにうたれるお風呂などもいろいろ……」

			「そんな……あのお風呂ですら素晴らしいというのに!?　さらに趣向を凝らしたお風呂があるのですか!!」

			　もう、青天の霹へき靂れきです。言葉通り、雷がいきなり落ちたような感覚です!!

			　予想もできませんでした!!

			　贅ぜい沢たくに贅沢を重ねるとは、まさにこのこと!!

			「……え、ええ。実は、私がそちらの管理も行っておりまして……」

			「ぜひ、案内願います!!　予定では、明日、娯楽施設の案内がありますね。ならば今日中に行って、代表たる私が予習しなければいけないでしょう!!」

			　そうエリスさんに迫ると、誰かが後ろから肩に手を置きます。

			「さすがは長老様。お風呂の素晴らしさに気が付くとは……。このミリーが案内いたしましょう。そして、お風呂の楽しみだけでなく、風呂場でお酒を飲むという至上の喜びを味わいましょう!!」

			「な、な、なんと!?　あの贅沢なお風呂を超えたお風呂で、さらに、お酒を飲む!?　そ、そんなことが許されるのでしょうか!?」

			「何を仰おつしやいます。ここは私たちが運営するのです。つまり、ルールなどは私たちが決めるモノ。ダメかどうかは、やってみなくては分かりません。違いますか？」

			「いえ!!　ミリーさんの仰る通り!!　実践なくては答えなど出ませんとも!!」

			「さあ、参りましょう!!」

			「はい!!」

			　私は、ミリーさんと手をつないで施設を飛び出しました。

			「あ、あの～。し、知りませんよ？」

			　エリスさんが私たちを見送りながらつぶやいた気がしますが、気のせいでしょう。

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			「くぅ～、結局、晩御飯の時間まで過ぎましたか。しかし、間に合って御の字ってところですかね？」

			「そうだな。しかし、身分証の発行は想像以上に手間だな。今後は、妖精族から手を借りることも考えよう。予定してる移住者は３００人以上だからな」

			「考えたくないですね。頭を下げて、しっかり人員を確保しましょう」

			　お兄さんと話しながら、完成した身分証を妖精たちに渡していく。

			　だが、なぜか１枚だけ手元に残った。

			「あれ、ナールジアさんって長老のことですよね？　おトイレですかね？」

			「そんな所じゃないのか？」

			　お互い首を傾げていると、エリスがやって来て……。

			「あの～。長老様なんですが、ミリーと一緒に温泉施設へ行って一杯やってると思います。30分ほど前に飛び出しましたから、丁度、盛り上がってる頃かと……」

			「ふっざけんじゃねーですよ!!」

			　……手の中にあるナールジアさんの身分証を握りつぶさなかっただけでも、自分自身を褒ほめてあげたいところです。

			　とりあえず、ミリーはいつものこととして長老の酒癖が悪くないことを祈ります。
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			第51掘：冒険者の新人？

			　

			　ｓｉｄｅ：ライヤ

			　今、俺たちはキリスの街で情報収集や必要な物資の調達など、今後必要になるであろう準備を行っている。

			「ユキ、聞こえるか？」

			『おう、聞こえるぞ』

			「定期報告だ。予定通りキリスの街に到着した。現在は宿を決めて、情報収集を各自で行っている」

			『了解。そういえば、キユのことはばれなかったか？』

			「ばれてたら、予定通りとは言わない」

			『そりゃそうだ。と、冒険者登録は俺がやるわ。キユは良くも悪くも、加減が上手くできないからな』

			「頼む。下手にキユの力を見せると、いろいろ問題が起きるからな。建前上、俺たちが保護して面倒を見てやってることにしているが、それなりに注目は浴びるだろうし。ところで、そっちはどうなんだ？」

			『ああ、それは……長くなるな。そっちに行ってから話すわ』

			　そこで、コールが切れる。

			　しかし、本当に便利なスキルだな。

			「どうでしたか？」

			「ええ、ユキが直接、情報収集に当たるそうです」

			「そうですか。結局、彼の力を借りっぱなしですね」

			　ルルア様が力なく肩を落とす。

			　まあ、分からないでもないが、自分の無力さを悔み続けるのも良くない。

			「ルルア様、落ち込む理由などありません。私は冒険者ですが、１人でなんでもできるわけではない。無論、ユキだってそうです。ですから、彼はいろいろな人に頭を下げて協力を取り付けているのです。ルルア様は、もっとご自身に自信を持っていいと思います」

			「そう、でしょうか……」

			「大事なのは、これからどう動くかです。冒険者なんて輩やからは、生き残るためには泥水を啜すすり、腐った肉でさえ食べます。それができないのならば死ぬしかない状況もあり得るからです」

			「今が、その時だと？」

			「さあ、私には他人の命の賭かけ処など分かりません。しかし、そもそもルルア様は誰の力も借りずに、聖女まで登り詰めたのですか？」

			「いえ、そんなわけありません。大勢の人たちの力によって今の私があります」

			「それと同じですよ。俺たちもユキも、その数多あまた大勢の１人です。その大勢の中でも、むしろユキは良心的でしょう。下手な期待をよせず、成功すれば、その分自分の取り分を要求する。分かりやすいでしょう？」

			「確かに、そうですね。なぜ、私はユキさんに、ここまで劣等感を覚えるのでしょう……」

			　そりゃぁ、まんま能力が違いすぎるからな。

			　俺たちみたいに１度完かん璧ぺきにやられてなけりゃ、その感情は普通だよ。

			　彼女は、まだ、どこかでユキに勝る所があると思っているんだ。

			　いや、俺だってあるが、それは対抗心や劣等感からじゃないしな……。

			「ういーす。まーた、変なことでウジウジしてんな。言っただろう。お前は俺じゃない。ルルアのやりたいようにヤレ。死にそうになったフォローはする。死んだらそれまでだ」

			　キユの中身がユキに代わり、俺たちの会話にのんびり入ってきた。

			　ユキに代わったのが分かりやすくて、こっちにとってはありがたい。

			「ほれ」

			　ユキが突然、コインを投げて寄越す。

			　俺とルルア様がそれを受け取る。

			「普通の銅貨ですね？」

			「ああ」

			「おう、当分、それは使わずに持っておけ。どんな時にどう使うかは任せる」

			「どういうことですか？」

			　ルルア様が不思議そうに言葉の意味を尋ねる。

			「そうだな。コヴィル、起きろ」

			　ユキが布団で寝ていたコヴィルを起こす。

			　コヴィルは一緒に行動すると果てしなく目立つので、街の中では荷物の中に紛れてもらった。

			　不便だとは思う。でも、コヴィルもそれは理解しているらしくて、大人しくしてくれた。

			　最初の印象とは違って、しっかり考えることができるタイプのようだ。

			「ん……？　あ、キユ、ご飯？」

			「残念ながら中身はユキだ。ほれ、名物のドールの串焼きだ」

			「わーい、ありがとう!!」

			「それと、ほれ。これを持っとけ。お守りみたいなもんだ」

			「むぐむぐ、何これ？　ただの銅貨じゃん。どうするのよ？」

			「お前の好きに使え。戦闘の奥の手でも、何かの買い食いにでも、浮浪者に恵んでやってもどう使おうと自由だ」

			「ふーん。でも、ユキからの贈り物よね？　使わないで大事にするわ」

			「おう、好きにしろ。と、こういうことだ。ルルア、分かったか？」

			　そう言って、ユキが質問していたルルア様に向き直る。

			「えーと、つまり自分で考えろと？」

			「そういうことだな。ここ一番の時に投とう擲てきして目くらましに使ってもいいし、音を出して注意を引くのもいい。コヴィルみたいに大事にするのも一興だ。いざという時のための、お手頃アイテムだ。お金だからって、そのままお金として使う必要なんてないんだ。特に、ルルアは最も危険な場所に立つことになる。こうやって、非武装物を武器として持っておくことをおすすめするぞ」

			「……はい。分かりました」

			　ルルア様は神妙な顔をして、もらった銅貨を見つめている。

			「ライヤだって、いろいろ手札はあるんだろう？」

			「もちろんだ。槍やりが使えなくなったら戦えないなんてのは、素人しろうと以下だからな。副武装の修練ぐらいしている。まあ、ユキほどじゃないがな」

			　そんな風に雑談をしていると、情報を集めに外に出ていたモーブとカースが戻ってきた。

			「おう、全員そろってるな。こっちは、いろいろ情報を手に入れたぞ」

			「こっちも、いろいろありましたよ」

			　モーブもカースもそろって情報有りか。

			　これは、もう既にリテアがいろいろと喧けん伝でんしてるってことだな。

			　ユキもそう思ったらしく、ニヤニヤしている。

			「へ～、もう情報がいろいろ出てるね～。どんな情報か楽しみだね～」

			「……お前、ユキか？」

			「でしょうね。キユはあんな喋しやべり方はしませんし」

			「大当たり～。ま、そこはいいとして、モーブから話を聞こうか」

			　ユキがモーブを促うながす。

			「おう。とりあえず俺の方はな、ルルアの嬢ちゃんは、帰国途中で魔物の襲撃に遭い、落命したことになっている。亡なき骸がらに関しては見るに堪えない状態だったので、その場で荼だ毘びに付したらしい。死んだことの証明としては、おかしなことに、護衛についていた１人が生き残って嬢ちゃんの私物を届けただとよ。で、魔物の襲撃は魔王の仕業ってことになっている。まあ、ユキが打った手に乗った感じだな」

			「よくもまあ、予想通りなことを。つまんねー。で、ルルアが落命したとされる場所は？　どうせ、近くに村とかあるんだろう？」

			「なんで分かるんだ？　まあ、その通りだけどな。場所はキリスの街からリテア聖国領内に向かっていって、少し外れた村の近くだ」

			「簡単だ。ルルアを死んだことにするには、ある程度、目撃者がいる。この遺体はルルア様だーってな。真実はどうだろうが、叫べば信じるさ。だって、言ってるのがリテアの兵士なんだからな。そこを、リテアの兵士……つまり強硬派だけで、ただ死んだと報告しても……」

			　ユキの説明したいことが分かった俺が、自分の考えが正しいか披露する。

			「ルルア派、あるいは他の勢力を説得するには、材料が足りないのですね？　それなら、ある程度、ルルア様と見分けがつかない姿をした人物に偽装させて、わざと村のような人目が付く場所で死んだことにし、それを信じさせたわけですか」

			「そういうこと。いくら反対派は閥ばつが信じないからと言って、民衆はルルアが死んでしまったと思う。つまり、その後、本物のルルアが戻ってきたとしても……」

			「逆に、偽物として処理されるわけですね」

			「うわー、なにそれ。頭に来るんですけど!!　ルルアはここで生きてるんだよ!!」

			　話を聞いていたコヴィルがルルアに抱き付く。

			　女同士だしな。このメンバーは珍しく男が多い。だから、ああいう風に仲良くなるのだろう。

			「ま、強硬派の蜂ほう起きから時間がさほど経ってなくて幸いした。これが１か月後も経っていたら、いろいろな意味で面倒だったぞ。相手は、まだ完全にリテアを手中に収めてはいない」

			　そこで、カースも会話に入ってくる。

			「ですが、不利なのは変わりないのでは？」

			「そりゃな。完全に向こうは、後は詰めるだけの状態。作戦は成功したと言っていい状態だ。あとは時間の問題だと思ってるだろうさ」

			「大事なのは、どうやってルルア様が生きている事実を広め、信じさせ、リテアの中ちゆう枢すうに切り込むか……ですね」

			「そこは、お前の情報を聞いてから、また詰めようや。……と、モーブの情報は終わりか？」

			　ユキがモーブに、伝え漏もれがないか確かめる。

			「ああ、大まかなところはな。あとはリテア首都では、アルシュテール……だっけ？　嬢ちゃんの跡継ぎが、随分悲しんでいるとか。いまだ死んだのを認めていないって話だ」

			「ふーん。ルルア、そのアルシュテールってのは？」

			「そうですね。良くも悪くも、熱意のある心の真っ直ぐなお人です。まだ幾分経験が足りませんので、周りに振り回されたりなどしないかが心配ですね」

			「まあ、振り回されたルルアが言うなら、間違いないだろうな」

			「うっ」

			「セラリアと話した時と情報は変わらないし、アルシュテールについての話は間違ってないとみていいだろう。じゃ、カースの仕入れた情報は？」

			　話を振られたカースが、やたら面白そうな顔をしている。

			　これは、変なことを考え付いたな。

			「大まかな話はモーブさんと一緒です。ですが、アルシュテールについては細かい情報を仕入れましたよ」

			「へえ」

			「彼女が、ルルア様が亡くなった村へ訪問するそうです。ルルア様が身に着けていた物品を確認するという名目で。強硬派からすれば、止めの一撃にしたいでしょうね。偽物を用意してアルシュテールに信じさせれば終わりと」

			「くくくく……」

			「ふふふふ……」

			　ユキとカースが、お互い見つめ合って笑っている。

			「リテアの首都の奥深くに籠こもられたら、面倒だったんだが……」

			「ええ。ありがたいことに、わざわざ出向いてくれますよ……」

			「向こうは検問をはってるだろうし、ルルアが生きて侵入するとは思ってないんだな？」

			「もちろん。ここはまだロシュール国ですが、強硬派もルルアが生きていたとしても、検問に引っかかってないし、まだ、ロシュール国内にいるだろうと考えているはずです。近くと言っても、ここからその村まで早馬で４日はかかる場所。アルシュテールがリテアを発ったのは、およそ10日前。普通に考えれば、どうやっても彼女が先に村に着くでしょう。ですから、強硬派は何の問題もなく村へアルシュテール聖女が着いて、ルルア様の死を認めると思っているはず。向こうは完全に油断しています」

			「ああ。こっちには、便利な乗り物があったな」

			「ええ、けた違いの速度の乗り物が……」

			「くくくく……」

			「ふふふふ……」

			　ダメだ。やばいぞ、これは。

			　男組の中で頭脳派の２人が、悪巧みをしている。

			　生半可なことでは済まないぞ。

			　ルルアとコヴィルなんか、２人の異様な雰囲気を怖がって抱き合ったまま震えている。

			「シナリオはどうする？」

			「そうですね、その村は、ここら辺では新人冒険者が訓練と称するほど、周りの魔物のレベルが低いんですよ」

			「へぇー、俺、知ってるぞ。新人冒険者に心当たりがある」

			「私もあります」

			「じゃ、新人を鍛きたえるために、そこの村に行くのは不自然じゃないよな？」

			「ええ、ちゃんとギルドでクエストを受けて行きましょう。こういうのはちゃんとしておく方が、いいですからね」

			「だよなー。手続きって大事だな」

			　そう言って２人は椅子から立ち上がり、扉へ歩いてく。

			「そうそう。ライヤかモーブのどっちかが付いて来てくれ。ベテラン冒険者のお墨付きってするには、カース一人だけだとちょい足りないからな」

			「あ、ああ、俺が行くわ」

			　モーブが席を立って、ユキとカースを追いかける。

			　それからしばらくして、ユキが冒険者になって戻ってきた。

			　カースの予定通り、その村のクエストも受けてきていた。

			　だが、モーブの顔はすぐれなかった。

			「俺は、為政者なんて絶対やらねえ。あんな気持ちの悪いものを見たのは、初めてだ……」

			　何を見たのか聞けば、受付の際、ユキとカースのやり取りが問題だったらしい。

			　いや、聞いた話は何も問題がない。しかし、それがユキとカースだというのが問題だった。

			　モーブの再現を聞けば、こうだ……。

			「すまない、この子を冒険者登録したいのだが」

			「はい。あら、カースさんじゃないですか!?　モーブさんも!?　ライヤさんはどうしたんですか？」

			「いや、ライヤは宿でのんびりしてる」

			「そっかー、よかったです。カースさんたちってガルツ国でしょ？　ロシュールと戦争になったって聞いたから……」

			「まあ、なんとか無事だったよ。と、すまないが、彼の登録をお願いしても？」

			「ごめんなさい、つい。こちらに記入をお願いします」

			「はい」

			「へぇ～、ちゃんとしっかり文字が書けるのね。カースさん、この子は？」

			「……その戦争での被害者だ。何とか助けたんだが、それで懐かれてな。筋も悪くないようだし、ここに連れて来たわけだ」

			「……それは、君、大変だったのね」

			「……いえ、僕はカースさんたちに助けられましたから。だから、いつか強くなって、カースさんたちのように、俺みたいな困ってる人を、助けてあげられるようになればって思って」

			「今時、珍しいぐらい真面目な子ね。でも、無理は禁物よ。ちゃんとカースさんたちの言うことを聞いて、しっかり生きなさい。それがきっと、君の願いにつながると思うわ」

			「はい、ありがとうございます!!」

			　ここら辺から、モーブは話を聞くのをやめたそうだ。

			　……うん、鳥肌ものだな。

			　特にユキ、お前は普段と変わり過ぎだ。

		

	
		
			第52掘：お仕事割り振り問題

			　

			　ｓｉｄｅ：フィーリア

			　私は今、妖精族の長老、ナールジアさんに鍛か冶じ作業の仕方を教えてもらっています。

			　今日は兄様の予定通り、お仕事説明のあとで軽い実習になったので、鍛冶のお仕事をする妖精族のみんなに付いて来たんです。

			　感激です!!

			　妖精族というのは、ドワーフと一緒で物作りが得意な種族です。

			　特殊な方法で武具に魔術を込めて、エンチャント武具を作ることができます。

			　私は残念ながら、両親やドワーフ族の村でのことはまったく覚えていません。

			　だから、ドワーフとしての鍛冶ができるわけではないのです。

			　兄様は私にドワーフとして期待してくれているのですが、正直、何もできないので申し訳なく思っていました。

			　だから、ナールジアさんに鍛冶を教えてもらって、これからは兄様の役に立つんです!!

			　そして、兄様の赤ちゃんを生むんです!!

			　アスリンちゃんは人族なので、体が小さいうちは子供を作ると危険ですが、ドワーフ族はもともと比較的小柄なので問題ありません。

			　ですから、アスリンちゃんよりも先に、私は兄様の欲情を受け止められるのです!!

			　兄様は優しいですから、きっと抱きしめるように、いろいろしてくれるに違いありません。

			　でも実際、兄様は私たちを性欲処理に使ってはくれません。

			　興味がないのかと思ったのですが、違うんです。

			　兄様が寝た頃に、こっそり兄様の大事な所を触ったんですが、私の手で大きくなりました。

			　そのあと、ラビリスちゃんが気が付いて、このままだと可哀想かわいそうだから鎮めないと、と言って一緒に兄様のものを楽にしてあげました。

			　変な味でしたが、兄様のモノと思えば嬉しいです。

			　そんなことがあったから、とても不思議でした。兄様は、なんで私たちに手を出さないのかって。

			　そしたら、ラビリスちゃんが「ユキは、私たちを守ることで精一杯なの。私たちが少しでも成長すれば、安心して私たちを愛してくれるわ」って教えてくれました。

			　なるほど、ラビリスちゃんの言う通りだと思います。

			　今の私たちは、他のお姉ちゃんたちと一緒で、兄様に大事に守られている状態です。

			　私たち３人だけじゃなく、他の６人、そして新しく来た妖精族さんの57人も、兄様が心血注いで大事に守っているのです。

			　そんな忙しい状態では、兄様は私たちとそんなことをしている余裕はないです。

			　だから、私は妖精族さんの手を借りて、兄様の負担を減らすんです!!

			　そして、遠慮なく私たちを愛してもらうんです!!

			　あ、でも、今でも兄様の欲求はラビリスちゃん、アスリンちゃん、ラッツさんと一緒に、ほぼ毎日解消してあげています。

			　ラビリスちゃんの睡眠の魔術で、兄様がぐっすり寝たあとですけどね。

			　だって、そうしないと自分で処理しちゃうって、ラビリスちゃんが言うんですよ!!

			　そんなのはダメです!!　兄様の赤ちゃんのモトをティッシュなんかにあげません!!

			　そんな風に扱うことは、兄様でも許しません!!　せめて、私たちのお口に出すべきです!!

			　もういっそ兄様のを中に……と思ったのですが、ラビリスちゃんに「ユキが驚くからやめなさい」って言われてやめてます。

			　そうですね。知らないうちに、赤ちゃんができましたって言われたらびっくりします。

			　私も、気が付いたら兄様の赤ちゃんができていたって言われると、少し不満です。

			　そういうのは、ちゃんと意識がある時に、兄様にしてもらいたいですし……。

			　まあ、それは置いておいて、今日も夜は兄様のをペロペロするんです!!　楽しみです!!

			「大丈夫？　フィーリアちゃん」

			　気が付いたら、ナールジアさんが私の顔を覗き込んでいました。

			「あ、すいません。大丈夫です!!」

			　いけない、いけない。今は鍛か冶じのお仕事を習っているのに。

			「そう？　無理しないでね？　ユキさんから、過保護かとは思いますがよろしくって言われてるから」

			「もう、兄様!!」

			「ふふふ……その様子なら大丈夫ね。でも、ユキさんが言ったように、才能があるみたいね。何も知らないはずなのに、熱い鉄を打つのに躊躇ためらいがないのは、ある意味、ドワーフの血ってところかな？　普通は初めてなら、恐る恐るになるんだけどね」

			　ナールジアさんが、鉄を打つ私をほめてくれます。

			　でも、私としては普通にしてるだけなんでよく分かりません。

			　早く、兄様がＤＰで出したような刀を作ってみたいです!!

			「……鍛か冶じというのはね、作る物に心を乗せるの。今はよく分からないだろうけど、私には分かるの。多分、魔力に感情が入るからかしらね？　フィーリアちゃん、落ち着いて。貴女あなたがユキさんのために早く立派になろうという気持ちは分かるわ。でも、物を作るからには、１つ１つを疎おろそかにはしてはいけないわ。あなたが振り下ろす槌つちには、思いが、心が乗っていない」

			「……ごめんなさい」

			「いいのよ。ちゃんと覚えていきましょう。それが、きっと、ユキさんのためになるから」

			「はい!!」

			　それからしばらく、時間を忘れるぐらい没頭して槌つちを振るい続けました。

			　ナールジアさんに声をかけられて、初めて手を止めたくらいです。

			　帰る道すがら、今はいない兄様のお話になりました。

			「そういえば、今日はユキさんを見ないわね。フィーリアちゃん、知ってる？」

			「はい。兄様は、今日は朝からルルア様の御手伝いに行ってるんです」

			「ああ、そういうことですか。それは大変ね。どうしようかしら、明日にでも話すべきかしら……」

			「何かあったんですか？　大事なことなら、兄様に連絡すれば済むことですよ？」

			「そうねー、フィーリアちゃん。ちょっとお店に行きましょうか」

			　私はそのままナールジアさんと一緒に、ラッツさんが店主を務めている「スーパーラッツ」へ移動しました。

			　スーパーラッツは、いろいろな食料品や雑貨が置いてある便利なお店です。

			　というか、他のお店は訓練所の購買以外開いていません。だって、人手が足りませんから。

			　スーパーラッツは、私が知りうる限り今まで見たこともない大きさです。

			　だって、普通お店って一軒家を改築したぐらいでしょ？

			　でも、このスーパーラッツはお兄ちゃんが言っていたように、スーパーの名の通り凄く大きなお店なんです。

			　一軒家にすると４、５軒分の広さの店内に、所狭しと商品を置いています。

			　泥棒されないかと心配しましたが、レジ（？）という所でバーコード（？）を通すことにしていて、お金を支払わずに外に出ると強制パラライズでマヒ状態になるので、盗まれる心配はありません!!

			　そんなことを考えていると自動ドアが開いて、店舗の中に入ると……。

			「わー凄い!!　これ、美味おいしそう!!」

			「ねえ、冷凍食品だって。何だろう？」

			「それは、昨日聞いたでしょう。部屋にあるでんしレンジでチンするのよ」

			「凄いよ。この紙、真っ白だ!!」

			「こっちも見てよ。ペンの色が黒じゃないよ!?」

			　店内のそこかしこから、そんな声が聞こえてきます。仕事時間を終えた妖精族さんたちがお買い物に来ていて、店内はあふれかえっていました。

			　あ、そうそう。お買い物用のお金ですが、ダンジョンに貯蓄してあった分から、金銭の使い方を実感してもらおうということで、１人あたり銀貨５枚を渡しています。

			「はい、会計はこちらに並んでください!!」

			「ミリー、商品がないわ!!　どこだっけ!?」

			「チョコレートは倉庫の左手……!!」

			「はい、お会計は13フォル。銀貨１枚と銅貨３枚になります」

			「あわわっ!!」

			　みんな忙しそうです。

			　私が鍛か冶じに興味があったことはみんな知っていたので、喜んで私を送り出してくれたのですが……。自分が手伝っていないことに、気まずさを感じます。

			　今日、店舗を切り盛りしているのはラッツさん、エリスさん、ミリーさん、ラビリスちゃん、アスリンちゃんです。

			　トーリさんたちは訓練所のお掃除や晩御飯の準備、購買の店番とそれぞれ忙しくしています。

			「あらら、やっぱりこうなりましたか」

			「分かってたんですか？」

			「うーん、薄っすらとですが。ここって外とはまるで違うでしょう？」

			「はい」

			「それで、初めてのお買いもの。外から来た人は、とても楽しみになるわ。このダンジョンの凄さを知れば知るほど。でも、ある意味良かったわ」

			「え？　どうしてですか？」

			「これからロシュール国の人が、３００人以上の住人を連れて来るんでしょう？　それでこのままだったら、ラッツさんたちが倒れちゃうわ。住人は仕事を自由に選べるように計画していましたけど、安定するまでは、しばらく無理してでも人員を確保する必要がありますね」

			「なるほど」

			　ナールジアさんの言う通りです。妖精族さんのほとんどは、鍛か冶じやモノづくりの仕事をしたがるはずです。

			　でも、それではお店や、お風呂屋さんなどを切り盛りする人手がまったく足りません。

			　このままだと、３００人以上が移住して来た時に回らなくなってしまいます。

			　大変です!!　みんなが倒れちゃったらダメです!!　兄様に相談しないと!!

			「さあ、私たちも手伝いましょうか？　フィーリアちゃん、あのレジだっけ？　できる？」

			「使えますけど、お金の計算ができません……自動でしてくれるのですが、それでも、自分でできる方が安全って、兄様が……」

			「大丈夫よ。私が計算するわ」

			「分かりました!!　ラッツさん!!　ナールジアさんが手伝ってくれるので、もう１つレジを開けますね!!」

			　声をかけたところで、初めてラッツさんが私たちに気が付いたようです。

			「おお、フィーリアちゃん。お帰りなさい。それとありがとうございます!!　じゃ、そこの２番レジを開いてください!!　エリス、振り分けを!!」

			「はい、皆さん。こちらのレジが開きますので、自分の判断でこちらのレジに移ってください!!」

			　レジを開くと沢山の妖精族さんが、沢山のお菓子を入れたカゴを持ってやって来ます。

			「さあ、頑張りましょう」

			「はい!!」

			　

			　なんとかお店を閉めて晩御飯を食べ、兄様に今回の件を報告しました。

			「あ～、やっぱ無理があったか」

			「ですね～。予想以上でしたよ。スーパーは集客力はトンデモないですが、人手がまったく足りません。それが妖精族のみなさんのおかげで分かったのは、御の字ですね。本格的に移住が始まった時にこの状態でしたら、もう、私は御布団で寝ることになりますね。絶対」

			　ラッツさんは、とてもお疲れのようです。

			　それもそのはず。お店が閉まった後も、品出しとか売り上げの確認をしていましたから。

			「そういえば、心配してた件はどうだ？」

			「それですね。防犯機能のおかげで泥棒はいないのですが、私たちがレジを通し忘れたことで被害にあった人が３人ほど。申し訳ないことをしましたよ」

			「それは、本当に申し訳ないな。あとで俺からも謝っておこう」

			「いえ、それには及びません。私の方から言い含めておきましたから」

			「それは、どうもありがとうございます、長老」

			「お会計については、今のところ違算はありません。自動計算は間違えないからですね。お会計が細かくなれば、間違うこともあるかもしれませんが……」

			「それは今後とも様子見だな。大抵、忙しいときや気が抜けた時に、数え間違いして渡したり、もらったりするからな」

			「ええ、そこはどうしようもないですね。なるべく意識を高くしてもらうしか」

			　ほっ、お金に間違いはなかったようです。

			　ナールジアさんに手伝ってもらって良かった。

			「じゃ、当面の問題は人員か～。対策として思いつくのは２つ。１つ、お店に入れる人数を制限する。２つ、申し訳ないが妖精族の方から、ほぼ強制で店舗の店員になってもらうかだ。どうでしょうか、長老。私としては人数も多いし、妖精族にご協力願いたいのですが……」

			「はい、私といたしましても、今回の御恩に報いるいいチャンスと思っておりますので、否はありません。しかし、少し条件を付けさせていただきたい」

			「何でしょうか？」

			「お恥ずかしい限りですが……あのお店で、いただいた銀貨及び個人所有のお金を使い果たしたバカ者が多数いまして……今後、仕事する人には日給という形で、給金を支給して欲しいのです。そちらの財政は理解しています。今回の件は、私が甘く見ておりました。申し訳ない」

			「……あー、ラッツ。今日の売り上げは？」

			「はい、売り上げは８５６１フォル。白金貨８枚、金貨５枚、銀貨６枚、銅貨１枚の計算です」

			「……確か、こちらから支給した金額は……」

			「支給額は、１人あたり銀貨５枚。57人分ですから、２８５０フォル。白金貨２枚、金貨８枚、銀貨５枚の計算になりますね。支給した金額を差し引いても、５７１１フォルは妖精族の皆さんが自腹を切ったということになります。１人あたり約１００フォル、つまり今日だけで金貨１枚分くらいは使い込んでますね」

			「ぶっ、そりゃ無茶苦茶だな」

			「ええ。わざわざ買いにくいよう高めに金額設定したのに、躊躇ためらいなどありませんでした。お金持ちなんですね～妖精族って」

			「はぁ～、お恥ずかしい限りですが。それで散財したバカ者が、いつ入るか分からない給与を待つというのは、自業自得ではありますが……」

			「それはそれで、不満になりますね」

			「その通りです。しばらく給与が支払われないという事実に文句が出ると、今後に悪い影響があるでしょう」

			　兄様たちが、長時間にわたって何か難しいお話をしています。

			　でも、私としては今日は嬉しい状況です。

			　なぜかというと、私たち子供組３人の中にはあるルールがあります。

			　兄様の御膝の上は、３人で順番に座るようになってるのです!!

			　今日は私の日!!　兄様はお話ししながら、ずっと私の頭を撫なでてくれます!!

			　とても気持ちいいです。ですから今夜は、しっかりお返しをするんです!!

			「とりあえず、明日からの給与を決めないとな……」

			「でも、お兄さん。基本は月給制を目指しているのでしょう？　説明も行いましたし……」

			「それなら、もう給与計算はしているということで、今回散財したバカ者は来月まで待つ方針にして……」

			「……なら………で、その……」

			　ふぁ、なんか眠くなってきました。

			　兄様のお声が遠くなっていきます。

			　ねちゃだめなのに……。
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			第53掘：暴ぼう虐ぎやくの魔王とスライム

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　さて、現在、ルルアたちはもう予定の村に着いていて、新聖女の到着を待つばかりである。

			　車って便利よね。

			　で、俺の方は、ここのところダンジョンの方につきっきりで、妖精族のおかげで浮き彫りになった問題点を、みんなと協議して改善する日々。　

			　ふふふ……。いい加減、現代日本で仕事をやってるのと同じ感覚になってきやがった。

			　さて、今日の予定は訓練の第４段階、ダンジョン施設の案内と仕事場の見学だ。

			　しかし、人数が少なかったのもあって、仕事場の見学は昨日のうちに済んでいる。

			　その際、多少の実践、仕事もしてもらった。

			　さすがと言うべきかナールジアさんは、俺の口頭説明と教科書だけで、使い慣れていない筈の鍛か冶じ場を使って20本近くの鉄の剣を造り、収めてくれた。

			　各種材料等は、設置してある無限ボックスから取り出せるようにしている。

			　玉鋼や合金などは、さすがに扱いに困ったのか手を出していなかったが、俺が合流したあとで刀などの刀剣を見せたり現代ナイフを見せると、目つきが完全に変わった。

			　製法についてネットで調べた知識を伝えると、それだけで、ある程度納得がいったのだろう。さっそく、今日実践してみると言っていた。

			　と、それはいいとして問題が１件。

			　昨日、会議中にフィーリアが寝てしまった。

			　それ自体は何も問題はない。

			　だって、小柄な体であのクソ重い槌つちを振って、剣を１本仕上げて見せたのだ。

			　できた剣の重心やバランスなどは無茶苦茶だったが、初めてやってあれだけできるなら十分だろう。

			　疲れて寝てしまうのは当然。

			　だが、なぜか朝起きたフィーリアが大泣きしたのだ。

			　もうそれは、珍しいぐらいに泣いてた。

			「兄様ごべんなざいぃぃぃい!!　兄様をきぼじよぐじであげだっかたのにぃぃい!!」

			　ああ、そういうことか。優しい子供３人組は、毎晩、肩叩きをしてくれるのだ。

			　俺としてはとても嬉しいことだが、フィーリアは疲れていた。だから仕方ない。

			　そうやって慰なぐさめたのだが……。

			「ペロペロしてあげあれなかったでずぅぅぅうう!!」

			　ペロペロ？　アイスでも食べたかったのか？

			　そう考えていると、ラビリスとアスリンがフィーリアを宥なだめるのを手伝ってくれて助かった。

			　今日は寝る前に忘れずアイスをあげよう。そう、心に誓った。

			　さて、今日も１日頑張りましょうかね。

			　訓練所の日々の日程は……基本、朝８時に起床して朝食、９時から各種説明、仕事を開始となっている。

			　現在時刻は朝８時半。そろそろみんなが訓練室Ａに全員集まってる頃だろうから、移動しないとな。

			　だが、移動中に突如、問題が起こった。

			　侵入者警報が鳴り響いたのだ。

			　……ち、めんどいな。

			　すぐさま、皆を集めて協議を始めることになった。

			　

			「えーと、ラッツさんに教えてもらったのですが侵入者警報ですか？　このダンジョンに？」

			　ナールジアさんが半信半疑なのか、首を傾げ気味に尋ねる。

			　なお、ミリーとトーリは、訓練室Ａで普段通り授業をしている。

			「ええ。詳しくは索敵範囲に敵……まあ、敵か分からないが、接近している生物……人型の生き物が確認された。まだ、ダンジョンに入ってるわけではない。でだ。みんなが支配下に置いている動物からの報告は？」

			　皆の意見を求める。

			　ここ数日やっていたのは、ダンジョン街作りだけではない。俺が使役していた魔物を、みんなに支配権を譲り、戦闘訓練や偵てい察さつの方法を練習してもらっていた。

			　まあ、訓練にはあまり時間が取れなかったので、まだ、慣れてはいないようだが。

			「私の方では、上空から鳥が偵察したところによると、人型生物が真っ直ぐこのダンジョンへ向かっているのを確認しています」

			「僕の方も、何かが真っ直ぐダンジョンに向かってるってリスから情報が入ったよ」

			「……私の方も、間違いなくこちらに向かってるって聞いた」

			「……ひっく、ひっく」

			　あれ、アスリンが泣いてる？

			　なんでだ？

			「ユキ、アスリンの支配下だったタヌキが殺されたわ。私の支配下から報告が入ったの」

			　ラビリスが事情を説明してくれた。

			　あちゃー。アスリンは、あのタヌキを可愛かわいがってたからな。

			　侵入者のご飯にでもされたのか？

			「あ、兄様!!　こ、これ!?」

			　そう考えていると、フィーリアが自分のコール画面を向けてくる。

			　そこには、女の子というには身体つきがしっかりしており、大人というにはまだ幼い、そんな女性が映っていた。

			『あー、あー。聞こえるかの？　ダンジョンマスター。先ほどから、妙に獣けものがワラワを遠巻きに見てるかと思ったが、なるほど、この魔力。其方の下げ僕ぼくというところかの？　見えておるんじゃろう？　しかし、新しいダンジョンができたという噂うわさを聞いてみれば、まだこのような獣を使役しているようでは、たかが知れとるのう。まあ、どうせ暇つぶしじゃ。精々足あ掻がいておくれよ？　では、其方のダンジョン内で相見えよう』

			　画面が唐突に途切れる。

			　多分、コールをつないでいた動物が殺されたんだろう。

			「……フィーリアの支配下が殺されたわ」

			　ラビリスが淡々と事実を伝える。フィーリアもつらそうな顔をしているが、泣いてはいない。

			　あとで、しっかり慰なぐさめてあげよう。

			「さて、こいつを知っている人はいるか？　偵てい察さつ動物が俺たちの支配下であることを見極めるなんて、そこらにいるとは思えないが……」

			　全員に疑問を投げかけると、ポツリとエルジュが青ざめた顔でつぶやく。

			「……鮮血姫」

			「エルジュ様、そ、そんなバカなことが!?」

			　エルジュの言葉にオリエルが過剰反応している。

			　なんだ、その鮮血姫って？

			　みんなエルジュの言葉を聞いて、それぞれの偵てい察さつ隊が映し出しているコール画面を食い入るように見ている。

			　どういうことだ。

			「……信じたくはないですが、お兄さん、私はエルジュ様の意見に同意です。少なくとも相手を過小評価をするべきではない、と思います」

			「ぼ、僕も、彼女は鮮血姫だと、お、思うよ!?　だ、だって黒いドレス着てるもん!!」

			　リエルが焦りながら報告する。

			　黒いドレス？　鮮血姫のトレードマークみたいなもんか？

			「……支配下の動物をあんなにあっさり捕まえるなんて、私も鮮血姫だと思うわ」

			　カヤもエルジュの言葉に同意した。

			「なあ、その鮮血姫ってなんだ？　なんかの通り名か？」

			「ああ、お兄さんは知らなくて当然ですね。しかし、ここでのんびり説明している暇はありません。まずは訓練室に集まっている妖精族の皆さんを、避ひ難なんの訓練とでも言って逃亡箇所に移動させましょう」

			「それほどの相手なんだな？」

			「はい。お兄さんの実力は信用していますが、正直、鮮血姫の名前の方が、いろいろと噂うわさを聞いている分恐ろしいです」

			　妖精族の避ひ難なんについては協議するまでもなく、全会一致で賛成。

			　訓練室に着くなりミリーとトーリに事情を話すと、２人とも、顔を青ざめて避難訓練を開始した。鮮血姫ってのは、そんな恐ろしいヤツなのか？

			「エリス、君が一番こういったことに知識が深いはずだ。知ってることを教えてくれないか？」

			　エルフ族の知識をあてにして、聞いてみた。

			「わずかばかりですが。そうですね。ユキさん、この大陸には魔王と呼ばれる者が２人います。そのうちの１人が、あの鮮血姫です」

			　おおう、ちょい待て。今までダンジョンであった大規模イベントは、モーブたち、ロシュール兵、リテアの騎士の侵入の３つぐらいですよ？

			　いきなり魔王って、イベントすっ飛ばし過ぎじゃございませんかね？

			　ああ、自称四天王ってのがいたな。

			　あいつらが原因か？

			「いえ、自称四天王は関係ありません。鮮血姫は基本、１人で気ままに大陸を歩き回り、気分のままに街や村、あるいは国を破壊して回るのです。魔王としての名は暴ぼう虐ぎやくの魔王。鮮血姫の由来は着ているドレスからきています。血は時間がたつと黒くなりますよね。彼女のドレスは本来、白だと言われていますが……」

			「返り血を洗わずに、黒く染まったってこと？」

			「はい」

			　おいおい、せめて絵的に赤ドレスにしろや。

			「ユキさん、みんなの避ひ難なんが終わりました!!　早くユキさんも避難を!!」

			　ミリーが、こちらに駆け込んでくる。

			「いや、魔王様は俺をご指名だ。下手に一緒に逃げると迷惑がかかる。みんなは避難した妖精族と一緒に待機。俺が死んだ場合は、いったんこのダンジョンを放ほう棄きしろ。みんなダンジョンコアを持ってるだろう？　それを使って、新しいダンジョンを作ってくれ」

			「ちょっ、お兄さん!?　戦う気ですか!?」

			　ラッツが俺の発言を聞いて、トンデモナイと言わんばかりに迫ってくる。

			「まあまあ、落ち着け。俺はダンジョンの最奥に籠こもって、やばくなったら逃げる。迎撃ができそうにないと判断したら、みんなが無事逃げられるように足止めに専念するつもりだ。死ぬわけじゃないよ」

			「……うん、嘘は言ってないわ」

			　ラビリスが俺の手を握って真意を確認する。

			「……いいでしょう。ですが絶対に、危なくなったら逃げてくださいよ？　嫌ですからね。こんなに早く未亡人になるのは……」

			「心配するな。ここは任せて先に行け」

			　そう言うと、皆はしぶしぶ避ひ難なん場所へ歩いていく。

			　……あれ？　死亡フラグ立てた？

			　うわー、ちょいタンマ。状況が状況だけに、普通に今のセリフ出ちゃうって。

			　仕方がないから、フラグ無効でお願いします。

			　なんとか、死亡フラグを折らねば!!

			　そんなことを考えながら、ダンジョンの最奥へと転移する。

			　移動途中で、鮮血姫がダンジョン内に侵入したと警報が響く。

			　現在第１階層。時間を稼ぐためのＭＡＰである。

			　今のうちに、ゴブリンアーミー、スライムアーミーを第２階層の迎撃ラインへ配置する。

			　鮮血姫のステータスを見てみる。

			　

			【名前：デリーユ・ル・コッセル

			　種族：人族

			　身分：孤独の魔王

			　性別：女

			　職業：魔王　鮮血姫

			　年齢：２３５歳

			　ＬＶ：４１２　ＨＰ：１万２０２０　ＭＰ：９２００　ＳＴＲ筋力：５７４０　ＤＥＦ防御力：４４００＋３０００（鮮血のドレス）　ＩＮＴ賢さ：２９２０　ＡＧＩ素早さ：６０３２　ＬＵＫ運：20＋１００（形見のイアリング）

			　ユニークスキル：魔王の威圧（自分のレベル以下の相手の能力を全体的に低下）・魔王の魔力（自身の老化停止、自動回復、魔力で防護壁を展開、身体能力の向上）・魔王の拳（武器を持たない場合、攻撃力が倍、素早さアップ）・魔王の直感（索敵、敵意の感知、判断能力の向上、思考の高速化）・成長の花（自分以外の仲間が倒しても、経験値を獲得する割合が多い）

			　通常スキル：王族の作法（まあ、一般的には、あー、〝この人いい所の育ちだなー〟って思わせる感じ？　ＢＹルナ）・炎の魔術ＬＶ３・水の魔術ＬＶ３・風の魔術ＬＶ３・コッセル剣術ＬＶ４・コッセル盾術ＬＶ２・コッセル格闘術ＬＶ５・算術ＬＶ３】

			　

			　とりあえず、スキル名の前に魔王ってつけりゃいいってもんじゃねーと思うよ？

			　あと、王族の作法の説明だが、神様のくせにルナの野郎、適当すぎるわ。まぁ、俺を転移させた時も適当だったしな。

			　ルナからは日々、ステータスは見やすいように改良してると連絡が来てたが、もうちょっと詳細説明がどうにかならんのか？　説明は的確だとおもうけど、文章が俗っぽすぎね？

			　それにしても、さすがは魔王。

			　キユのレベルのおよそ倍か。おう、まさしくチートだな。

			　そもそも、やっぱり職業・魔王ってあるんだ。エルジュの話ではステータス上、魔王だと確認されたことは、いまだかつてないような感じだったけど、これって史上初？

			　くだらないことを考えていると、距離にして５㎞ある１階層がわずか２分で踏とう破はされる。

			　えーと、時速で考えると……１５０㎞。おうおう、化け物っすなー。

			　さて、第２階層の迎撃ラインで、どれぐらいできるか楽しみだねー。

			　とりあえず、現地にいる影武者のドッペルゲンガーに入って、直接お話しできればいいかな。

			　

			　ｓｉｄｅ：デリーユ・ル・コッセル

			　ワラワは、もういくつの年月を生きたのか分からぬほど生きている。

			　己のステータスなぞ、あの日から見ておらぬ。

			　ワラワの国は、ある日あっさり人の欲に――戦に巻き込まれて滅びた。

			　悲しいかな、ワラワのユニークスキル「成長の花」のおかげで、戦闘で死んでいった兵士、巻き込まれた民、近衛、赤子、女、男……そのすべての経験値がワラワに流れ込んだ。

			　皮肉なことに、敵国は我が国民を皆殺したことで、一気にレベルアップして強くなったワラワを殺せなくなった。

			　気が付いたときには、攻めてきた敵兵は、すべてワラワの拳で粉砕されておったわ。

			　お父様にいただいた純白のドレスは、すっかり血で染まっておった。

			　その後、洗っても血の色が落ちぬ。しまったと思ったわ。正しい洗い方など知らぬからな。

			　ワラワを甲か斐い甲が斐いしく世話してくれたメイドも、もうおらぬ。

			　ああ、これらはワラワが背負っていくべきモノか。

			　結局、血を完全に洗い流せず、そのドレスをそのまま着ることにした。

			　血を吸っているのにもかかわらず、着心地は前と変わらなかったな。

			　自分の国の街や村の住人は、悉ことごとく皆殺しにされて、腐敗した匂いが漂っておった。

			　このままでは、アンデッドや疫えき病びようの原因になりかねん。

			　だから、ワラワは強くなった魔力で何もかもを燃やし尽くした。

			　ワラワの国をこんなことにした敵国も血で染めて、燃やし尽くした。

			　帰る場所を失くしたワラワは、そのまま着の身着のままで国を発った。

			　なぜか、食べ物や飲み物を口にしなくても、生きていける身体になっていた。

			　その後は、不等に虐しいたげられる民を助けたり、盗とう賊ぞくを討とう伐ばつしたり、天災級のダンジョンマスターが管理するダンジョンを叩き潰したり、バカな国を潰したりした。

			　そして、気が付いた時には、魔王と呼ばれておった。

			　笑い種じゃの。魔族ではなく人族のワラワが、魔王と呼ばれようとは……。

			　が、そんなことはどうでもよい。

			　あの時の悲劇をわずかでも減らせるのであれば、ワラワはこの拳を存分に振るおう。

			　噂うわさに聞いたロシュール国とガルツ国の戦争。

			　愚おろかなことを。どうせ領土争いや、欲の皮の突っ張った者の仕業だろう。

			　そんな事態を見逃してたこと自体、国として罪じゃ。

			　こういう問題は、国のトップ一同の首を挿すげ替えるのが一番。

			　そう思ってロシュールに足を延ばしたが、その時には争いは収まっておった。

			　ほう、自浄作用がまだあったのか。まだ、この国は捨てたものじゃないのう。

			　その後、ロシュール国内をぶらぶらしていると、変な話を聞いた。

			　曰いわく、聖女エルジュ様がダンジョンを手中に収めたが、そのあとすぐに落命したと。

			　可笑おかしな話じゃ。ダンジョンはダンジョンマスターでしか扱えぬ。

			　聖女とはいえダンジョンの制御を奪うなど、できることではない。

			　まあ、これを知っているのは、ダンジョンマスターを直々に殺したワラワぐらいじゃがな。

			　なるほど、まだこの国には害虫がいるようじゃ。

			　よい、目的もなくなっていたところじゃ。いい暇つぶしになることを祈ろう。

			　こうした経緯でダンジョンに来て、偵てい察さつ中の獣けものを通じて宣戦布告したのはよい。

			　だが、なんじゃ、このダンジョンは？

			　ここは１階層のはずじゃが、見渡すかぎり壁面までの草原と１本に続く道。

			　魔物も何にもありはしない。

			　とりあえず奥に階段が見えるので、魔力で飛んで一気に１階層を抜ける。

			「わざわざダンジョン内に、空を作る意味はなんじゃ？」

			　思わず、口から疑問が漏もれていた。

			　変じゃ。変すぎるダンジョンじゃ。

			「ぐひゃっ!?」

			　２階層に降りた途端、ワラワは地べたに無様に落下した。

			　久々に、変な声を上げてしまったわ。

			　どういうことじゃ、飛べぬ？　いや、魔力が放出できぬのか？

			　数あるダンジョンを攻略した時に、このようなトラップが確かあったのう。

			　この手のトラップは、侵入者の魔術を放出系だけ封じるのだ。

			　一見、とても良いトラップだが、ダンジョン内の魔物も魔力の放出ができなくなる。

			　諸もろ刃はの刃やいばということじゃな。

			　じゃが、魔力を使わない方法で身体能力をあげれば良いだけ……。

			　なに……？

			　スキルも使えぬだと!?

			　いや、違う。拳や剣の使い方については、忘れておらぬ。

			　これは、後天的に得たスキルを封じるトラップか？

			　いや、違う。放出するタイプのスキルが無効になるのか……。

			　落ち着いて放出系能力を使わずスキルを使うと、身体能力を強化できた。

			「初めましてかな？　鮮血姫と呼べばいいのかな？」

			　ワラワが試し行こう錯さく誤ごしていると、１人の女が……いや、これは魔物か……が、スライムを連れてやって来た。

			「ふん、鮮血姫は通り名じゃ。デリーユ・ル・コッセルというちゃんとした名前があるわ」

			「それは失礼を。では、デリーユ殿と呼んでも？」

			「はっ、いきなり失礼なやつじゃな。家名がある際は、そちらを呼ぶのが礼儀だろうに」

			　ワラワはスキルで圧倒的な威圧感を与えようとするが、できない。

			　しまった。放出系は、魔力であろうがスキルであろうが、封じられているのであった。

			「黙れよ、小娘。いきなり人の家に侵入してきて、礼儀を守れとはバカか？」

			「っつ!?」

			　なんじゃ、嫌な感覚がしたぞ。

			　この聖女の姿をした魔物はドッペルゲンガーで、ダンジョンマスターの影であろう。

			　どうせ本体は奥深くの玉座にいて、ただ、様子見に来ただけだろうと思ったが、なんだ、この威圧感は。

			「ま、私は貴女あなたと違って、ある程度わきまえています。名前にも殿をつけますし。ねぇ、デリーユ殿？　よろしければ、このままお帰りいただきたいのですが？　それとも、争いではなくご訪問で？　それでしたら、まだ一般公開は避けていますので、ご遠慮願いたいのですが」

			「なにが、一般公開じゃ。それは、この国を侵略する時じゃろう？」

			「いいえ、違いますよ。ロシュール国からの噂うわさを、ご存じではありませんか？　ここはロシュール国公認のダンジョンなのですよ？」

			「バカを言うでないわ。ダンジョンを制御したなどと戯たわ言ごとを抜かしおって。制御と宣言したのは間違いじゃったな。ダンジョンマスター以外にそのようなことができぬのは、実際、ダンジョンマスターを殺したことのあるワラワが知っておる。舐めるでないわ!!」

			　そう言うが早いが、一気に距離を詰めて殴りかかる。

			　いくら魔術とスキルを封じられているとはいえ、レベル差は埋められまい。

			　こんな魔物、さっさと殴り殺して先へ進もうと思ったのだが……。

			「なっ!?」

			　傍かたわらにいたスライムが、ワラワの拳を止めおった。

			　どういうことじゃ。たかがスライムごときに、ワラワの拳を止められるはずが……。

			「やれやれ、手を出してきたのはそちらが先ですよ。こっちは、こんなことしたくはないんです。いろいろ面倒なんで」

			「ば、バカな!?　スライム如きが、いくら特別変異であっても……こんな……あり得ぬ!?」

			　スライムが、ワラワの体に絡みついてくる。

			　なぜじゃ、動けぬ!?　バカな。こやつも魔術とスキルが封じられているはず!!

			　変な小細工はできないはずじゃ。それとも、こやつの実力がワラワよりも強いとでも!?

			「解らないって顔してるな、ガキ。お前がどんな経験をしてきたかは知らんが、この程度のことで驚くなよ。世界はもっと広いぞ？　ま、そこは置いておこう。とりあえず、呼吸はしなくても生きられるタイプか？」

			「何をっ!?」

			　いきなり、スライムが顔面を覆おおってきた。

			　窒ちつ息そくを狙う気か!?

			　核を!!　スライムの核さえ潰せば!!

			　手探りで核らしき物をつかもうとするが、スライム特有の体液のせいでつかめない!?

			「へえ。その状態になりながらも冷静に核を探すか。ま、頑張ってくれや」

			　ダンジョンマスターの影が感心した素振りを見せるが、それ以上は大した興味を示さず、懐から本を取りだして読み始める。

			　ば、バカにしおってからに!!

			　この程度のスライム、一気に魔力を放出して弾き飛ばしてくれるわ!!

			　魔力を高めるために意識を集中するが、発動しない。

			　……しまった。放出系は封じられているのじゃった!?

			「はあ、そろそろ飽あきてきたわ。この程度が突破できないようなら、これから先の防衛ラインはとてもじゃないが突破できねえし、近寄る前に粉々だ。もう終わりにしよう。こっちも忙しいんでな。じゃ、やれ」

			「ぴきー!!」

			　ダンジョンマスターの声に続いて、スライムの鳴き声が聞こえる。

			　すると次の瞬間、ワラワの腕が意思とは関係なく動く。な、何が起こっている!?

			「１つ、いいことを教えておいてやろう。放出系が封じられているのは、身をもって実感してると思う。じゃ、今の君はどこにいるのかな～？」

			「！！？」

			　スライムの体内!?

			　つまり、ここはスライムの制御下。ここでは、スライムはスキルが使える!?

			「はい、残念。じゃあ、お休み」

			　その言葉を聞いたのを最後に、ワラワは自身の拳による一撃で意識を失った。

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			　相変わらずと言いましょうか。

			　成り行きを見ていた私たちは、茫ぼう然ぜんとしていました。

			　お兄さんから提供された魔王のステータスは、もはや対抗できるモノなどいるはずもない数字ばかり。逃げるしか方法がないと思っていたのですが……。

			『はい、残念。じゃあ、お休み』

			　その言葉とともに、鮮血姫は自分自身を殴って気絶したようです。

			「お、お兄さん。お見事です。ま、まさか撃退どころか、捕縛してしまうとは……」

			　画面では、鮮血姫が自称四天王たちを閉じ込めた特製の檻おりの中へ放り込まれています。

			『いや、落とし穴は空飛んで越えて来たし、身体能力を低下させるトラップもステータスがケタはずれであまり効果はないだろうと思ってたから、スライムに任せたんだよ。思ったよりも上手くいったね』

			「上手くいったどころか、完かん璧ぺきですよ。……ところで、そのスライムのレベルは、やっぱりトンデモないんですか？」

			『いやー、レベルでいうなら82。ステータスで比較すると、魔王の10分の１もないぞ』

			「はぁ？　いや、レベルは十分高いですが、それでも鮮血姫を止めるには至らないと思いますが……」

			『ふふふ、このスライムの名を聞いて驚くがいい!!　その名をスラきちさんという!!』

			　……いや、どこにもそんな名前は記憶にないですが……。

			「えーと、そのスラきちという名前は、お兄さんの故郷では凄いのですか？」

			『……やっぱ、分からねーよな。まあ、俺の故郷では、史上最強と言われる伝説のスライムだ!!』

			「えっと、レベルが82で伝説ですか？」

			『……ステータスを見せてやるよ』

			　私、何か、悪いこと言いましたかね？

			　

			【名前：スラきち

			　種族：スライム族

			　身分：伝説のスライム（名前による特殊身分・ルナの趣味）・ダンジョンマスターの配下

			　性別：不明

			　職業：伝説のスライム（名前による特殊職業・ルナの趣味）・スライムアーミーリーダー

			　年齢：０歳

			　ＬＶ：82　ＨＰ：１３０４　ＭＰ：３２００　ＳＴＲ筋力：９８０　ＤＥＦ防御力：２２３０　ＩＮＴ賢さ：３９２０　ＡＧＩ素早さ：６３２　ＬＵＫ運：45

			　ユニークスキル：伝説のスライム（灼しやく熱ねつの◯・ドラク◯ボディ化・自身の知ってる種類のスライムへの性質変化・スライムスキルの倍化）・スライムボディＬＶ５（物理攻撃・魔力攻撃・スキル攻撃を50分の１に軽減・ユニークスキルの倍化で１００分の１に軽減）・溶解ボディ（任意で発動可能）・体の伸縮、形成の自由化（変形可能触手など）・弱体化（体内に捕食した生物のステータス低下）・気合い（大体なんでもできるようになる。回数制限はあり）・ダンジョン管理者支配下の恩恵（ステータスＵＰ）

			　通常スキル：詳細は省くが、前からあったスキルを上げたような感じ。雷の魔術（◯イン系）・全魔力解放（まあ、ぶっちゃけマダン◯）】

			　

			「ぶっ!?　なんですかコレ!?　ええーと、攻撃を１００分の１に軽減って、鮮血姫が倍化のスキルで筋力１万１４８０ですから、１００分の１にすると１１４・８で、スラきちさんが防御力２２３０……って完全に防御力を抜けねーですよ!?」

			　気が付いたら、スラきちさんのことをお兄さんと一緒に「さん」付けしていました。

			　だって、なにこれレベルですよ!?

			　まあ、このダンジョン内じゃないと、鮮血姫は空を飛んだり遠距離攻撃できるからやられるでしょうが。このダンジョンでは、あのスラきちさんは魔王以上ということですか……。

			　これはみんなに、外の魔物よりもスラきちさんに変に手を出すなと、忠告しないといけませんね。

		

	
		
			第54掘：魔王と子供たち

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			　今、私たちの前には、小さなお墓がある。

			　魔王デリーユがここに来た際、２匹の動物が亡くなった。

			　ダンジョン管理の獣けものである以上、仕方のないこと。

			　でも、アスリンとフィーリアにとっては、家族を亡くしたも同然だった。

			「えぐっ、ひっく……」

			「……う、うううっ……」

			　彼女たちの足元には、仲間の死を悼いたむようにアスリンとフィーリア配下の他の動物たちも集まっている。

			　今、ここには、私、ユキ、エリス、トーリ、リエル、エルジュ、オリエルがいて一緒に動物たちの供養をしている。残りは訓練所でお仕事だ。

			　場所は伝えているので、あとで個人個人供養にくるだろう。

			「で、ここまで見てどうだ？」

			「……」

			　このお墓を作る原因となった、魔王デリーユ。

			　私たちは彼女を気絶から起こすと、このダンジョンの街を見せて回った。

			　私たちが、ロシュール国を侵略しようという意思のないことを示すためだ。

			「……ワラワの勘違いじゃった……ようじゃの」

			　みんな思ったより、デリーユを恐れてはいなかった。

			　ユキが一緒にいたということもあるし、デリーユはすでに指定保護を受けていて、私たちや住人、ユキに危害を加えられなくなっている。

			　何よりも、今、アスリンとフィーリアを見つめる彼女の表情は、魔王ではなく人だ。

			「そなたたちがワラワの目を覚ましたことが、答えそのものじゃ。ワラワを生かしておく必要などないからの」

			　デリーユはなんとも言えない顔で、アスリンとフィーリアを見ている。

			「ま、誤解が解けたのなら何よりだ。で、どうする？」

			「どうするとは？　この場でワラワは刑を待つだけの罪人ではないかの？」

			「はっ、何を今さら。逃げるんじゃねえよ。謝る相手は目の前にいる」

			　ユキはそう言って、デリーユをアスリンとフィーリアの前に押し出す。

			「な、ワラワだって、気持ちの整理というものがあってだな……」

			「デリーユ、お前は今まで自分のしたことが、正しいと思ってやってきたんだろ。今回は数多あまたあるうちの結果の１つだ。よく通ってきた道だろう？　勘違いで相手を殺あやめて、誰かを泣かせてしまうなんて？」

			「……そんな、ことは……」

			「それとも何も見聞きせず、ただ、その力で自分の意見を押し通し続けてきただけか？　自分が絶対正しいと信じて？」

			「……」

			「はぁ～、なるほど。巨大な力を持った弊へい害がいってやつか。無理やり意見を押し通せるがゆえに、自分のすることが正しいと思い込みやすい。でもな、そんなことはないからな。

			　まあ、デリーユはまだマシか。まだ、自分がしたことを冷静に認識できている。負けてしまったこともあるんだろうが、今まで好き勝手に振る舞って生きてきたのなら、思い通りにならない時点で相手のせいにするのが常だからな」

			　ユキがデリーユの気持ちを落ち着かせるように話す。

			「……」

			「自分が間違っていることに気が付いたか？　それなら謝る相手がいるわけだし、やるべきことは分かるだろう」

			「ぬぅ、今更、恐れるモノなど何もないと思っていたが……」

			「よかったじゃねえか。何も怖いものがないなんて、そりゃ、生き物じゃねーよ。人形だ。感情がないのと一緒。それじゃ、誰とも喜び合えないし楽しい話を聞いても笑えない。親しい誰かが亡くなっても涙を流せない」

			「ワ、妾わらわをまだ人だと？　魔王とまで言われ、今までただ、力でねじ伏せて来た妾が？」

			　ユキの言葉で心持が変ったのか、デリーユの声が柔らかくなっている気がする。

			　私は、デリーユは魔王ではなく人だと思う。

			　コール画面でユキの影と対話していた時、彼女はダンジョンマスターを倒しに来たといった。ダンジョンマスターがロシュール国を侵略しようとしていると断定して、それを防ぐために。

			　勘違いこそしていたが、彼女は正しいことを成そうとしただけなのだ。

			　だから、私たちはデリーユに罵ば声せいを浴びせることもなかったし、処罰も求めてはいなかった。

			　アスリンとフィーリアには悪いと思うが、被害と言えば動物２匹。

			　これが、もしユキの命であれば、私自身、許すつもりなど毛頭なかったと思う。

			「人っつーか、意志の疎そ通つうができるなら、俺は別に人でなくても構わんよ。お前はまず、その考え方の狭さを考え直せ。アスリンやフィーリアたちが涙を流しているのは、動物たちを想ってだよ」

			「あ……」

			「動物たちと仲良くなれるのに、同じ言葉を話せて同じ形をしているやつ――人からは魔王と呼ばれてるロリ婆だがな――と仲良くなれないとは思えんよ。限度はあるがな。自分が正しい、絶対だなんて考えて頭が逝いっちゃってるやつを、いちいち説得する気にはならねえし」

			　相変わらずユキは変というか、予想がつかないというか。

			　当然なのかしら？　ダンジョンマスターって、いろいろな魔物を使役するから、こんな考え方になるのかしら？

			「それは、その通りだが……ちょっと待てい!!　妾わらわをロリ婆といったな!?　ロリの意味は分からんが、婆は分かるぞ!!　妾は若いぞ。訂正を求める!!」

			「ほう、若いと言うなら年齢を教えてくれ。ステータスを見せてくれてもいいぞ？　人族として若いのはいくつぐらいかな？　まあ、精々20代後半までか？」

			「いえいえ。お兄さん、20歳を過ぎれば、もう適齢期過ぎですね」

			「ぐっ……!?」

			　あらあら、ユキってばいじわるね。あくまで、私たちと触れ合うのを拒否しようっていうのね。私としては、デリーユがユキの子供が産めるのなら何も問題はないわ。

			　ふふふ……。デリーユは魔王と呼ばれるほどの力を持っている。

			　彼女を仲間に……いえ、ユキの妻の１人として迎えられれば、とても心強いわ。

			　今までの会話からすると、デリーユ自身はとても純粋なはず。

			　なんとしても説得して、ユキを誘惑して腰を振ってもらわないと。

			　ユキは強制を嫌うけど、私は貴方あなたのためならどんな手でも使うわ。

			　ま、私自身嫌われたくないから、卑怯な手は使わないけどね。

			　あくまでもデリーユ自ら、ユキのお嫁さんになりたいと思わせるだけよ？

			　うふふ……。

			　今後についての妄想を膨ふくらませていると、アスリンとフィーリアがこちらにやって来た。

			「あの……お兄ちゃん」

			「兄様……その方ですよね？」

			「あ、う……」

			　デリーユが尻込みするのも、分かるわ。

			　あのつぶらな瞳ひとみは、私でも耐えられないもの。

			「おう、そうだ。彼女が鮮血姫、魔王デリーユだ。ほら」

			　ユキが固まっているデリーユを、彼女たちの前へ押し出す。

			　でも、デリーユはつぶらな瞳の前で、すぐに口を開けない。

			「デリーユさん、この子たちのお母さんは立派でしたか？」

			「……この子のお父さんは……最後まで、頑張っていましたか？」

			　アスリンの腕の中には、子ダヌキが２匹。

			　フィーリアの手の中には、子イタチが１匹。

			　２人の言葉を聞いたデリーユは、今までの動揺が嘘のようになくなって……。

			「ああ、妾わらわの手の中でも……最後まで暴れておった。見事じゃった。お主らの親は、最後まで、生きることを諦めてはいなかった」

			「「きゅー」」

			「きー」

			　デリーユが答えると、その答えを待っていたかのように小動物たちは鳴き声をあげ、アスリンとフィーリアの腕の中から抜け出して森へと消えてゆく。

			「……なぜ、妾わらわに噛みついたりしなかったのじゃ？」

			　デリーユは、動物たちに危害を加えられると思っていたようだ。

			「バカね。動物は人とは違うわ。生きるために殺すし、食べられたりするもの。今回は殺されたのにもかかわらず、遺体があった。自然の中なら、肉を食べられて骨ぐらいしか残らないわ。そして、その死は次の命の糧かてになるの。あの子たちは確かめたかったのよ。自分の親が死んだ意味があったのかを」

			　呆けるデリーユに、あの子たちの意思を伝える。

			「意味か……立派じゃ。怒りに狂って、簡単な方法に流れた妾より、よっぽど……」

			　彼女が何を思い出しているのかは分からないけど、動物たちが去った森を見つめる目は優しさに満ちていた。

			「あの子らは、妾の答えにどんな意味を見出したのじゃろうか……」

			「さあ？　それは、いずれ本人に聞けばいいじゃないかしら？」

			「本人に？」

			「あら？　今日１日、このダンジョンに多大な迷惑をかけたのよ。頭を下げただけで、済むことだと思っているのかしら？」

			「手厳しいのう」

			「せめて迷惑をかけた分、ここで働いていって欲しいわ。ここは私たちだけじゃなく、あの子たちの家でもあるんだから」

			「そんな、手ぬるい処罰があって良いのか？」

			「手ぬるい？　それは、ここを運営する私たちへの宣戦布告とみるわ」

			　そう言って私が１歩下がると、即座にトーリとリエルがデリーユの両脇を掴む。

			「な、なんじゃ!?」

			「いえ、ここの運営を手ぬるいと舐めてる発言をしましたので、しっかり働いてもらおうと思っているだけですよ？」

			　エリスが満面の笑顔を浮かべている。青筋付きだけどね。

			「とりあえず、私たちを含めて70人分の晩御飯の準備と、それが終わりましたら、商店の品出し、お風呂の掃除……」

			　さすがエリス、暗記しているのね。

			　聞きたくないわ。仕事の数々をデリーユに告げていく。

			「ちょ、ちょっと待つのじゃ!?　そんなの体が１つでは、到底間に合わんぞ!?」

			「あら、魔王様ですよね？　分裂とかできないんですか？」

			「えーい、スライムみたいな魔物と一緒にするでないわ!?」

			　彼女はそうは言いつつも、暴れたりはしない。

			　本当に根は優しいようね。

			「ぴきー!!」

			「ひっ!?　お、お主は先ほどのスライム!?」

			「喜んでください。スラきちさんが、デリーユさんの監視をしてくださるそうですよ」

			　うん、スラきちさんがいれば安心ね。

			「おい!?　ユキとか言ったな、ダンジョンマスター!?　お主の意思が無視されておるぞ!!　いいのか？　お主がここの王なのじゃろ!?　妾わらわの様な危険人物は、牢に入れておくべきだと思うぞ!!」

			　最後の悪あがきなのか、なんとユキに助けを求める。

			「残念。ここはみんなの意見で運営しているんだ。あきらめろ」

			「料理なんぞ、したことないのじゃ――――!!」

			　あら、それはユキの妻としてはふさわしくないわね。しっかり教えないと。
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			　で、その日が終わった夜。

			　デリーユの部屋は旅館の空き部屋をあてがったのだが、彼女は部屋までたどり着く元気がないほど疲れ切っていた。

			　仕方ないので、私たちの部屋にもう１つ布団を敷いて寝かせてあげたわ。

			　無論、ユキの部屋よ。

			「うわ～、ユキ。お主だけが、妾わらわに優しいのじゃ。あの娘たちは異常じゃ。あの仕事量、こなせるわけがないのじゃ。妾は、もうユキの傍を離れんぞ!!　そうしないと、また今日のように扱われるに違いない。魔王という名なぞ、あの娘たちの極悪非道の足元にも及ばぬわ!!　だから、妾の仕事がどんなにきつくても普通にしていられるのじゃ――!!」

			　お姫様抱っこして運ばれるデリーユは、ユキにあっさり尻尾しつぽを振る。

			　チョロイわ。……でも、何か違う気がするのは気のせいかしら？

			　ま、どんなに叫ぼうが、明日もしっかり働いてもらいますけどね。

			　明日は商店の店員、娯楽施設、露天風呂の店員をやってもらいましょうか。

			　算術ができるみたいだし便利よね、彼女。

		

	
		
			番外編　レベル上げは基本

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　ふうー。ロシュールの暑苦しい近衛兵たちがダンジョンから引き返したあと、俺はガッツポーズをしていた。

			　よしよし。うるさい片方ドリル髪の女もいなくなったし、ようやく戦力を整えられる。

			　そう、あの真っ向勝負万歳のエルジュの姉、セラリアが軍を引き連れていなくなったのだ。

			　いや、帰ったってのが正しいが、あれがいるとうるさいことこの上ない。

			　セラリアの言っていることは分かるが、俺との相性が悪すぎる。

			　誰が、勇者を待っていた魔王みたいなお約束のパターンを取るかよ。

			　というかセラリアの話を聞く限り、この世界の前任者のダンジョンマスターたちとか魔王とかって、バカじゃないですか？

			　ダンジョンを踏とう破はしてきた相手と真っ向から戦うとか、自殺志願者ですかね？

			　セラリアが言ってただけだし、実際はどうかしらんけど。

			　俺の方でも情報収集しないとダメだよな。

			　でも、まだまだ外に出るわけにはいかないし、あのドッペルゲンガーがどこまで有効なのかも分からん。

			　エルジュのドッペルゲンガーが外に出てるから、その様子次第って感じだな。

			　その結果次第では、俺もようやくファンタジー世界を冒険できるわけだ。

			「ゴブッ？」

			「ぴきー？」

			　横で俺が考えている姿を見て不思議に思ったのか、部下のゴブリンとスライムが声（？）をかけてくる。

			　一応、言葉は理解してるみたいだが、さすがに喋しやべれないらしい。

			　まあ、短い付き合いだが一緒にやってきた間柄だ。仕草をみれば、なんとなく言いたいことは分かる。

			　と、心配をしてくれる部下たちに返事をしないほど、俺は冷血でもない。

			「いや、前に言っただろ。ＤＰが溜まれば外に出れるって。今回ので結構溜まったしさ、俺もようやくドッペルを使って、お前らと一緒に外に出られるかもしれないんだ」

			「ゴブ、ゴブ!!」

			「ぴきー!!」

			　２匹は声を上げて喜んでいるようだ。

			　なんというか、混じりっけない喜びの感情を示してくれるので嬉しいものがある。

			「と言うわけで、これを機会に俺も戦闘訓練をしようと思う。さすがに、剣も振れない実力で野生の魔物たちがいるところに出て行く気はないからな。外は、いつどんな危険があるか分からない。お前たちが傍そばにいるとも限らないしな」

			　そう、いくらドッペルの影武者で行くとはいえ、戦えないなら意味がない。

			　あと、俺自身のレベルはドッペルには反映されない。

			　だから、ドッペル自身も強くする必要がある。

			　いっそ、外出用に俺と完全に同じ姿をした影武者を作るか？

			　普通のダンジョンマスターや魔王の立場なら、多くのＤＰをつぎ込んで強力なドラゴンとか、リッチみたいなのを呼ぶのがセオリーなんだろうが、俺はお忍びで動く必要があるし、そんな目立つ護衛を連れて行くわけにはいかない。

			　ドラゴンとかも召しよう喚かんできないことはないが、ダンジョン内での運用は難しいよな。

			　だって天井あるし。空を飛んだりするドラゴンは、不便そうだよな。

			　いや、役に立たないとは言ってないけど、わざわざ鳥かごにドラゴンを入れる理由もない。

			　落とし穴でいいじゃんってことだ。コスト的にも、効率的にも。

			「と、俺だけじゃなくて、お前たちもレベル上げないとな」

			「ゴブ？」

			「ぴ？」

			　２匹とも、どうやって上げるんだって顔をしている。

			　外の魔物は強くてオークくらいしかいないが、ロシュールの軍が来る前までは、散々狩りをして部下たちのレベル上げと実践研究などをしてきた。

			　現状、外の近場の魔物では俺の部下たちは物足りない。敵の種類が限られているし、どいつも簡単に倒せるレベルまで上がってしまった。

			　今後は、どこかに便利な餌場でもないとレベルも実力も上げられない。

			　傍かたわらの２匹も、それを理解しているので不思議がっている。

			「ちゃんとレベル上げする方法は考えてある。だから、まずはこれを使える様になれ」

			　そう言って、ある物を手渡す。

			　２匹はもらった物が何か分からず、いろいろな角度から眺めてその物体を調べている。

			　ま、分からないよな。

			「見てろ、これはこう使う」

			　武器を持って、引き金を引く。

			　パンッ。

			　そんな音とともに、遠くに的として置いていた木人形の頭が割れた。

			「「!?」」

			　２匹とも音に驚いたのか、威力に驚いたのか分からんが、びっくりしている。

			　さて、使い方をしっかり教えないと自滅するからな。

			　剣なんかより自爆しやすい。

			　なにせ、振り回すんじゃなくて、引き金を引くだけだしな。

			「いいか、何に驚いてるかよく分からないけど、あの木人形を見ての通り、穴が開いて割れるほどの威力がある。下手に扱うと怪け我がじゃすまないからな。今から使い方を教えるから、他のみんなを呼んできてくれ」

			「ゴブ!!」

			「ぴぃ!!」

			　とまあ、こんな感じで銃の訓練を始めたんだ。

			　無論、エルジュやオリエルには内緒。俺たちの戦力を教えてあげる理由はない。

			　いやー、こんな早くに銃を取り寄せられるとは思わなかったわ。

			　弾薬は銃とは別にその都度ＤＰを取られるけど、それでもＤＰは余裕だ。実際、ロシュールの近衛隊さんのおかげですわ。70万ＤＰ以上稼ぐことができた。10万ＤＰぐらいを銃器や装備に使って、50万をダンジョンの整備に回して、あと10万は……へそくりだな。

			　これで一気にゴブリンたち、スライムたちの性能が上がったな。

			　ダンジョンを整備し直す際に、直線距離の長い通路でも作って、遠方から銃撃できる場所でも作っておくかな？

			　生きた的を作りやすいし、安全な実戦経験にも丁度いい。

			　しかし、ゴブリンは人型の魔物だけど、スライムが銃を使えるって不思議だよな。

			　あの軟体ボディには、引き金を引けるぐらいの器用さと力があるってわけだ。

			　魔物ってスゲー!!　というか、スライムすげー!!

			　スライムの仕組みがどうなっているか分からんけど、自由に体を扱えるなら、２丁拳銃どころか、３つ、４つ同時に銃を扱えそうだよな。

			　グレネードランチャーとか、ロケットランチャーの同時持ちとか便利やな。

			　通常の銃撃なら核に当たらない限り大丈夫だし、考えれば考えるほどスライムって本当に凄いな。

			　とはいえ、ゴブリンの評価が低いわけではない。人に近いから普通に銃の扱い方を教えられるし、俺よりもスライムたちと意思疎そ通つうができるから、スライムに銃の扱い方を教えるのを手伝ってくれた。

			　結論から言って、配下の魔物全員が銃の扱い方を覚えるのに、大体２、３日かかった。

			　教えられたのは狙って撃って、弾込めてまで。さすがに分解整備までは無理だ。そこら辺は、追々教えるとしよう。

			　というか、俺も分解整備とかしたことないから、まずは自分が覚えないといけない。

			　で、ＤＰで購入できるスキルにないかなーって探したら、ありました。

			　いや、前はなかったはずなんだけど、恐らく自分が欲しいと思うものを読み取ってくれて表示しているのだろう。

			「でも、中途半端だな。……いや、銃には種類があるから当然か」

			　スキルで表示されたのは、今回魔物たちに教えた銃、Ｓ＆Ｗ Ｍ29の知識と使い方、整備スキルだ。

			　銃のスキルってだけで、どんな銃も扱えるようになれば便利だけど、それじゃスーパーソルジャーの完成だしな。

			　ちなみに使用ＤＰは、Ｓ＆Ｗ Ｍ29を１つ出すのに７００ＤＰぐらい。

			　大体、ブラッドミノタウロスより少し安いぐらいだ。

			　この世界にとっての金銭感覚は分からないが、１ＤＰが１時間で回収できるとして、７００時間分。えーと、２４０時間で10日で……約30日分。実際の１か月の労働時間は１５０～２００時間として、３か月分か。

			　つまり、給料月20万円もらっているとすれば、銃１丁で60万円。

			　うん、この銃高すぎ。

			　銃を外国で買うと、１万も出せばそれなりのが手に入るはずだ。

			　というか、日本の自衛隊で正式採用されてる銃も、大体10万いくかどうかだったはず。

			　まあ、中世ヨーロッパ風の異世界に近代兵器を持ち込むんだから、高くて当然か？

			　数ある銃の中からこのＳ＆Ｗ Ｍ29を選んだ一番の理由は、頑丈なうえ構造が単純だから。自動拳けん銃じゆうより整備しやすく信頼性が高いのだ。

			　それでいて、マグナム弾が撃てる。

			　ちなみに勘違いしてる人が多いが、マグナムという銃は存在しない。

			　マグナムは弾のことだ。

			　44マグナム弾という、中型獣から大型獣でもやっちまえる高威力の弾丸がある。とある映画で、マグナム弾を使う銃は強いとされていたのが、〝マグナム銃〟という銃があるものだと勘違いされて広まったのだ。

			　無論、44マグナム弾以外にもマグナム弾は存在する。

			　で、この44マグナム弾だが、人間相手にぶっ放せば吹き飛ぶレベルの威力だ。撃った箇所が肉片になってしまう。急所を外れても、撃たれたショックが強くてそれだけで死ぬこともあるそうだ。だから、某ゲームでは人外が相手ということもあり、最強武器として出てきたんだろうな。

			　とまあ、ここまで言えば分かると思うが、この人外が闊かつ歩ぽする異世界において携帯するにはとてもいい武器なのである。

			　鉄の鎧よろいぐらいならぶち抜ける代物だから、鎧を着込んでいる人にも対応できます。

			　話しが横道にそれたが、さっきも言ったようにＳ＆Ｗ Ｍ29の扱い方を、スキルで試しに覚えてみたのだが、これが凄くオカシイのだ。

			　何がオカシイのかと言われると、頭の中にＳ＆Ｗ Ｍ29の知識がいきなり増える感じだ。整備や射撃、銃の特性が完全に頭に入っている。

			　面白いことに、まったく使った記憶がないのに、やり方だけは知っているのだ。

			　知識だけの頭でっかちと言うやつだ。

			　だから、スキルを使いこなすためには訓練が必要になりそうだ。

			　これが戦車とかヘリコプターだと……触るのが怖いな。ヘリとか失敗すれば落ちるわけだし。気流や空飛ぶ魔物の存在といった危険性以前に、スキルがあっても余程訓練しないと乗りたくないな。

			　どちらにしても銃の分解整備は必須なので、あとで魔物たちには教えることにする。

			　今は、まずレベルと実践経験を上げるのが先だ。

			　底力を上げておかねば、強力な武器を持っても意味がない。

			「と言うわけで、お前らには実験を兼ねて、このドラゴンを倒してもらおう」

			　ぺしぺしと鱗うろこを叩くと反応するドラゴンさん。

			　召しよう喚かんするのに使用したＤＰは、１万ＤＰでした。

			　ちなみに、最初に１万ＤＰ使うだけで、何度でも永久に召しよう喚かんできる便利なタイプの魔物だ。１つのダンジョンにつき１匹までだけどな。さらに、ダンジョンに侵入者がいる場合は呼べないというルールもあるが……。

			　追加で増やそうとするなら、３０００ＤＰで別に呼べるらしい。

			　あと、この追加で呼べるドラゴンは使用ＤＰが安い分、維持費で毎日10ＤＰ持っていかれる。かかるＤＰだけで見れば、ブラッドミノタウロスのおよそ４倍近くだが、レベルは１５０とたいしたことない。しかも、ＤＰに比例してステータスもブラッドミノタウロスの４倍なんて都合の良いことはなくて、大体３倍ってところだ。

			　ブラッドミノタウロス２匹が連携すれば、ステータス的にも倒せるだろう。

			　でも、やはりこの世界でも魔物の頂点と言われているだけあって、ドラゴンを目の前にした部下たちは固まっていた。

			「心配するな。これと今のレベルでやり合ったら、全滅する可能性が高いからそんなことはしない」

			　銃があるから勝てる可能性もわずかにあるけど、そんなわずかな可能性で今まで仲良くやってきた部下を失うようなことを試す理由はない。

			「こいつには、俺の命令で動くなって言ってある。無論、反撃もしない。だから、まずは倒せるかどうか自分たちでやってみろ。銃も使っていい。剣や弓だけでやれると思うなら、それでもいい」

			　呼んだドラゴンさんには悪いが、俺たちが生き残るために犠ぎ牲せいになってくれ。

			　死んだらお肉は美味おいしくいただくから……って、そういえばダンジョンの魔物は死んだらアイテムになるんだよな……。

			　はぁ、維持費もバカにならないし、出てきたらその日のうちに死んでもらおう。

			　すまん、経験値になってくれ。

			　と、こんな感じでゴブリン、スライムたちの〝ブートキャンプ〟が始まったわけだ。

			　とりあえずの目標は、ドラゴンを普通に倒せるようになるまで。

			　２匹は、最初はドラゴンの目にマグナム弾をぶち込んで脳を破壊して倒していた。

			　さすがドラゴン。目を狙わないと、鱗うろこの傾斜で銃弾が弾かれるようなのだ。

			　これで一気にレベルを上げたあと、部下たちより強い魔物を呼び出しては戦わせてを繰り返し、ついには、目標のドラゴンを単独で倒すことのできるゴブリンとスライムが完成した。

			「ゴブ―――!!」

			「ぴき―――!!」

			　しかもやつらは銃を使わず、独特の方法でドラゴンを倒す偉業を成し遂げた。

			　俺自身も一緒にレベル上げに参加したけど、俺はもっぱら、落とし穴にはめてつるべ打ちですよ？

			　でも、おかげで俺も多少強い相手が来てもそれなりに戦えるだろう。

			　それにしても、いいかげんこいつらのことをゴブリンとスライムって呼び続けるのも判別しにくいよな。

			　あ、ネームドって言うんだっけ？

			　名前を付けると強くなるんだっけ？

			　そんなＲＰＧでのお約束を思い出すとともに、横で雄お叫たけびを上げ続けるスライムを見て、ある名前を思いつく。

			　ある伝説のスライムの名前を……。

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			気が付けば二巻も出ることに。まあ、楽しんでいただければなにより。小説家になろうの活動報告で、質問コーナーもやってるから、のぞいてみると面白いかも？　と、この場を借りて、絵を描いてくれるファルまろさん、感謝です。（二〇一五年十月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一五年十月現在）

		

	
		
			必ひつ勝しようダンジョン運うん営えい方ほう法ほう②

			発行日：２０１５年９月30日

			著　者：雪ゆきだるま

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）
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			本電子書籍は株式会社双葉社刊『必勝ダンジョン運営方法②』（２０１５年10月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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